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　いまにも飛び立てそうな、澄すんだ秋の青空だった。




　学校の中庭で、ユイナは掃き掃除の手を止めて頭上を仰いだ。

　校舎に囲まれ四角く切りとられた空は、成層圏まで見とおせそうなほど高い。流れるすじ雲が高みの青に溶けて、目がくらむほど美しかった。その澄み切った空を、いささか不釣り合いなデコレーションが縁ふち取どる。校舎の窓から下がる、にぎやかな彩色の看板や垂たれ幕だ。

　あまりのちぐはぐな光景に、ユイナはちょっとおかしくなってほほ笑えんだ。

　今日きようは十月の三十一日、明日あしたはもう文化祭。準備は大づめで、掃除が終わったら各クラスとも最後の仕上げにとりかかる予定だ。

　不ふ思し議ぎな気がする。この学校にきてからまだたったの数ヶ月。そのたった数ヶ月の中で、いままで自分が知りもしなかったできごとを次々と体たい験けんした。

　それは非日常な、命を賭かけた戦いのことなんかじゃない。そうじゃない────

　不意に風が吹ふいた。

　肌に冷たい秋風が、少女の明るい色の髪をさらい長くなびかせる。

　その風に乗り、清掃時間終了を告つげる校内アナウンスが聞こえた。頰ほおにかかる髪を無む意い識しきにはらい、ユイナは名な残ごり惜しげに空をふりかえりながら歩き出す。だが足元がおろそかになって、彼女は不意につまずいた。

「あ」

　視界がぶれた瞬しゆん間かん、

「だいじょうぶか？」

　横合いから手が差し伸べられた。とっさにつかまった拍子に、のぞきこむ少年の瞳ひとみが目に入る。その瞳と、自分を支える腕の思いがけない強さに、ユイナは一瞬、胸が高鳴った。

「だ──だいじょうぶ。ありがとう、慎しん」

　急いで身を起こすユイナに、ほうきを持った慎が笑いかけた。

「意外にユイナってさ、うっかりしてるよな」

「う、うるさい。慎より、マシだ」

「う！　きっぱりいわれた。まあ、確たしかにそうだけどさ」

　恥はずかしさに、ついぶっきらぼうになるユイナに、慎はまた笑う。少女はちょっと自分の発言を悔くやみ、急いで言葉をつなげた。

「……でも、頼りにしてる」

「ほんと？　こんなユイナよりうっかりなヤツでも？」

「ほんと。慎がうっかり者でものんき者でも優ゆう柔じゆう不ふ断だんでも」

「わかった。ユイナがおれのことどう思ってるか、よーくわかった」

「んなとこで手をにぎり合ってんなよ、慎！　中庭、全教室から丸見えだぜ～」

　いきなり頭上から声が降ってきた。ふたりはあわててぱっと離はなれる。二階の窓から茶ちや髪ぱつの洋ひろしがにやにや笑いながら身を乗り出した。他ほかのクラスメートたちも一いつ緒しよだ。

「お、おまえな……おまえのその、でっかい声の方が注目浴びるんだって！」

　顔を真まっ赤かにしていい返す慎をさえぎるように、眼鏡めがねの宗そう司じも顔をのぞかせた。

「羽は立だて、いいから早く上がれ。明日あしたの準備が終わってから存分にイチャつけばいいだろ」

「だからんなことしてねーっての、宗司までなんだよ！」

「そうそう、羽立ご夫妻、みんなお待ちかねっすよ。お早く願ねがいまーす」

　揶や揄ゆする洋にユイナまで頰が熱あつくなる。慎が「うるせー！」と怒ど鳴なり返すと、からかう笑い声が起こった。その笑いにいたたまれず、少女はさらに身をすくませる。

　ったく、と慎は不ふ機き嫌げんそうにつぶやくと、大きく息をついてユイナをふり返った。

「だいじょうぶだよ、ユイナ」

　なにげない口く調ちように、硬直していたユイナは視し線せんを合わせる。

「あいつら、おれたちが照れるのが楽しいんだよ。他意はないから気にするな」

　どきりとユイナの鼓動がまた跳はね上がった。さっきよりも頰ほおに熱あつさが増す。

　行こうか、といって歩き出す慎しんのあとを、ユイナもあわてて追った。

　歩いていく見み慣なれたはずの彼の背が、いつもよりずっと大きくずっと遠くに見える。

　なぜだろう。知らないうちに、いつの間にか背が伸びたのだろうか。

　追いついて横に並ぶと、自分と彼の肩との間に、はっきりと段差があるのがわかる。

　やっぱり、彼はずいぶんと背が伸びたのだ。出会ってからのほんの短い時間に。

　慎は少女の視し線せんに気づいて、照れくさげな笑えみを返した。たったそれだけの仕し草ぐさが、ユイナの胸にほっと温かい感情を灯ともす。そんな感情にまた不ふ思し議ぎな心地ここちがする。

　いつも自分は異端者の仲間はずれだった。遠くからだれかを見ているだけのよそ者だった。無ぶ愛あい想そうな表情もぶっきらぼうな言葉も、ひとりぼっちの身を守るせいいっぱいの鎧よろいだった。

　でもいま、自分はだれかの横に並んで歩いている。

　だれかと一いつ緒しよにいられて、良かったと思っている…………。

　ユイナは小さな笑みを唇くちびるの端に浮かべた。胸の中で躍おどる、くすぐったくなるような嬉うれしさが、さらに少女から笑みを引き出した。

　ああ、そうだ。なぜこんなに嬉しいのかが、やっとわかった。

　そう、彼と出会ってからのなにもかもみんなすべてが──────

　自分の、〝初めて〟だからなんだ。




　　　　　＊＊＊




　丹に々に儀ぎ乃のが教室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、ぴたり、とざわめきが停止した。

　入室する彼女のあとから他ほかの女子たちもつづく。全員、文化祭用の衣い装しように着替えていた。

「いかがですか、みなさん？　衣装がぎりぎり間に合ったので、試着してみましたが」

　にこやかに丹々儀乃がいうと男子たちの沈ちん黙もくが解け、ざわめきがふたたび起こる。

　慎がかたわらに立つ洋ひろしに、腹の底からあきれたという声でいった。

「……おまえ、ほんっとにヨコシマなコスが大好きだな……」

「これでもずいぶん地味なデザインにしたんだぜ～？　でもどうよ、いい感じじゃん？」

　２─Ｂの少女たちが着ているのはパニエでふくらませたミニのワンピースだ。白のタイツをはき、スカートの上からフリルのエプロン、大きなリボンも頭につけている。

　そう、実は２─Ｂの文化祭での演だし物ものは、

「名づけて〝アリスのウサギ狩りパーティ〟だぁあああ─────っ！」

　洋が叫ぶと一斉に楽しげな歓声があがった。仏ぶつ頂ちよう面づらの慎以外から。

「あとでルイス・キャロルにあやまってこいよ、洋。天国にいるからおれが送ってやる」

「いいじゃんかさ、慎。お祭りなんだぜ？　ちょっとぐらい、はっちゃけようって！」

　ぶっそうな発言にも動じない浮かれ洋ひろしを放って、慎しんは隣となりに立つ宗そう司じにつめよった。

「だいたい、宗司と委員長が文化祭委員じゃなかったか？　おれ入院してたからよく知らないけど、なんであいつが仕切ってるんだよ？」

「いや、実は……」

「私の提案です。体育祭のようにノリのいい方におまかせした方が盛り上がりますから」

　眼鏡めがねの丹に々に儀ぎ乃のがほほ笑えんでいうと、宗司も「そうそう」とうなずいた。

「まあ、イベントはアイツの最大かつ唯一の長所を生かしてやるいい機き会かいだからな」

「あの暴ぼう走そう具合を長所っていえるおまえの寛かん大だいさを尊敬するぞ、おれ。真顔で」

「友人に存在意義を与えてやれよ、寛大な心で」

　宗司の返事に慎はため息つきつつ首をふると、自分の胸を見下ろした。

「っつーか、女子はまだしも……おれのコレはなんだよ！」

　その首から下がり胸でゆれる大きなカードにでっかく書かれている文字は、

『ウサギ』

　ごく普通の制服姿にこの脱力感あふれるカードでは、いかにも単なる間抜けでしかない。

「アイツの存在を肯定してやるのに、なんでおれの存在がないがしろになってんだよ？　第一おれがどうして〝ウサギ〟なんだ、それもひとっっっことも相そう談だんも断りもなく！」

　だんだん語気が荒くなる慎の肩を、洋が笑いながらバンバンと叩たたいた。

「いいじゃん、クラス中の女子に追っかけられるんだぜ？　一番美お味いしい役どころだぜ？　うわうらやましい！　これを決めたキミの友だちに盛大なる感かん謝しやを、慎くん！」

「うらやましいならおまえがやれおまえが。祭りのためならなんでもやるんだろ、それが存在意義なんだろ、ウサ耳つけて死ぬほど校内走り回れ！」

「やだよ～そんなの。一生の恥はじじゃね？」

「やっぱり恥はずかしいんじゃないかやっぱり！　このヤロー!!」

　叫んで洋につかみかかる慎と「コロサレル～！」と逃げる洋に、どっと笑いがあがった。

　その光景を見ていた丹々儀乃は、ふと背はい後ごに立つユイナに気づく。

　長い髪にリボンをつけたアリス姿のユイナは、はっとするほど可愛かわいらしかった。ふわりとふくらむワンピースの裾すそを慣なれぬ様よう子すで押さえつつ、彼女はくすくすと笑いながら、慎と洋のやりとりを見ている。いつも不ふ機き嫌げんな様子の彼女にしては珍しい。

　いや、そういえば最近、彼女は表情が豊かになった。転校してきた当初はもっと表情が硬く、あまりの美少女ぶりもあいまって、だれもそばに近づけなかったのに。

　視し線せんに気づいてユイナは笑みを引っこめると、戸と惑まどう声で訊きいてきた。

「なに、カナ──委員長？」

「いえなんでも。その格かつ好こう、よく似合いますよ」

　平然と丹々儀乃が返すと、ユイナの頰ほおがかすかに染まった。

「別に。みんな、似合ってる。委員長だって」

　ぶっきらぼうに答えるユイナに、丹に々に儀ぎ乃のはにっこりとほほ笑えんだ。

「……ねえ香か奈な未み。羽は立だてくんってさ、前からあんなお笑い要員だっけ？」

「んー、小学校のときはそんなに目立ってなかったよ」

　後方からのささやきに、丹々儀乃はそっとふり返った。

「最近になってからかな。みんなの中心であんな風に囲まれるようになったのって……」

　前髪をヘアピンでとめた香奈未が、リボンをゆらして他ほかの女子と話している。

「そうだ、香奈未知ってる？　羽立君を最初につかまえた女子が彼をゲットできるって」

「わあ、がんばってよ香奈未！　私たち手を抜くからさ」

「ど、どうしてわたしががんばらなきゃいけないの。本当は走りたくないだけでしょ！」

「ちっがうよ。応援してるんだって。いい機き会かいじゃん、ウサギ王子をつかまえろ～」

「だからそうじゃないってば！」

　聞こえよがしにささやかれ、香奈未はあわてたようにユイナをちらちらとうかがった。ユイナは不ふ機き嫌げんな表情で、わざと香奈未の視し線せんを無視して押おし黙だまっている。

　丹々儀乃はにっこりほほ笑むと、少し大きな声でユイナにいった。

「じゃあ、私はユイナさんを応援しましょうか？」

「な……委員長まで、うるさい」

「こういうのは双方の力が拮きつ抗こうしてこそ見物ですから。ね？」

「要よう子こちゃんまで、もう……。面おも白しろがってるんでしょ」

　ユイナにつづいて香奈未が赤い顔で抗こう議ぎすると、丹々儀乃はすまして答える。

「当然です。私は文化祭委員ですから、盛り上げるためなら手段を選えらびません」

「要子ちゃんてけっこうずるいよね。浅あさ黄ぎくんに任せる必要なかったよ」

「適材適所、です。彼でなくてはこんな企画あがりませんでしたよ？」

　気さくな丹々儀乃の調ちよう子しに、ユイナと香奈未は困った様よう子すでお互いを見つめ合った。

　そのとき、がらり、と大きく教室の戸が開いた。

　一斉にふり返るみなの前に、真まっ赤かなマントと色あざやかなミニスカートのドレスをひるがえして紅あかいリボンの少女が現われる。あっけにとられる生徒たちの間から慎しんが叫んだ。

「うわ、女王様……って、璃り堂どうさん!?」

「どう、存分にほめていいわよ。あたくしにふさわしいコスチュームでしょ」

　女王様の格かつ好こうをしていたのは────もちろん璃堂千せん花かだ。

「なにしにきたんだよ……ってか２─Ａの演だし物ものは〝オズの魔ま法ほう使い〟じゃなかったっけ」

「そうだけど、原作どおりじゃ芸がないからアレンジさせたの。ドロシーが仲間と一いつ緒しよにオズの国を乗っ取って女王様になるのよ。もちろん、あたくしがドロシーで女王様。そうそう、生徒と一般客の人気投票で一位になったクラスには生徒会から商品が出るわよ。でも当然一位は２─Ａだから、あなた方がなにやっても無む駄だ」

　ふふんと彼女は高慢な笑えみでうそぶいた。どうやら挑発にきただけらしい。

「……なんだ、慎しん。オマエはウサギかよ」

　不意に廊下側の窓が開き、オレンジレッドの髪の少年、リュウトが身を乗り出した。

　彼は指にカチューシャを引っかけ、くるくると回している。回るカチューシャにはなにかよくわからない付属物がついていた。慎が眉まゆをよせて訊きいた。

「リュウト、その手に持ってるのってなんだ？」

「リュウトは犬の役なのよ。ドロシーの飼い犬のトト。これは犬耳なの」

　千せん花かがカチューシャを取り上げ彼の頭にかぶせる。あわててリュウトは叫んだ。

「や、止やめろ千花、ふざけんな、やめろっつの！」

「犬？　リュウト犬!?　そ、それ似合いすぎ、ちょっと似合いすぎ……あははげぼぁ！」

　慎が大笑いしかけたときリュウトが風のように窓から躍おどりこんで突如、

「テメーは笑いすぎだぜ、慎」

　ドス黒い声でその腹にこぶしをめりこませた。慎が悶もん絶ぜつして床ゆかにくずおれる。

「慎になにするんだ、この犬！」

　アリス姿のユイナがスカートをひるがえし、リュウトに食ってかかった。

「テメェこそなんだ、その格かつ好こうは？　っつーかオマエまでオレを犬呼ばわりすんな！」

「千花の犬だから犬って呼んだだけ。それのなにが悪い」

「そーかよ、テメェの慎はウサギだろーが。かーわいいよな、ウサぴょん！」

「うるさいワンコ。ワンっていって三べん回れ！」

「お、おい……待てふたりとも、ひと放っておいてなにわけわかんないケンカ……」

　弱々しい声で止めに入る慎の言葉半ばを、千花が唐とう突とつにさえぎった。

「いいわよリュウト。ここで相手をつぶしておけば、優ゆう勝しようは２─Ａまちがいなしだもの」

「な……！　璃り堂どうさんまでなにいってんだよ？」

「よし、おゆるしも出たしやってやるぜ。こいよ天あま音ね。ぶっつぶしてやる！」

「ぶっつぶされるのはそっちだ、滝たき坂さか！」

　身を乗り出してにらみ合うユイナとリュウトを囲んで歓声があがる。２─Ｂの生徒だけでなく、隣となりの２─Ａのクラスの生徒たちも集まってきた。

「やった前ぜん哨しよう戦せんだぁ！　いいぞユイナさん、やっちゃえよ！」「負けないで、天音さーん！」「滝坂がんばれ、２─Ａ背負って立つのはおまえだぁ！」

　騒さわぎを聞きつけ他クラスの生徒たちまで集まって、たちまち辺あたりは大騒ぎになる。ユイナたちを止めようとしていた慎は、もみ合う生徒たちにどこかへぶっ飛ばされた。

　喧けん騒そうの中、ふと丹に々に儀ぎ乃のはエプロンのポケットに入れた携帯の振しん動どうに気づく。

　そっと彼女は人ごみをかきわけて廊下に出て、２─Ｂ方面に向かう生徒たちを身軽に避けて廊下の端にたどり着くと、携帯を取り出した。

「……応答。ヴィヴィ、なんのご用でしょう」

　丹に々に儀ぎ乃のからカナメへと、瞬しゆん時じに口く調ちようが変わる。

『今日きよう、遅くなりそう？』

　聞きき慣なれた友人の声だった。日暮れてすっかり薄うす暗ぐらくなった廊下の端から、カナメは２─Ｂの教室をふり返る。群がる生徒たちの楽しげな野や次じや嬌きよう声せいがここまで聞こえた。

「否定。いえ、間もなく終わりそうですから、すぐ帰宅します」

　というカナメの語尾に重ねて、

「こらーっ！　いい加減、もう帰りなさあ────いっ!!」

　担任の長なが月つきの一いつ喝かつが響ひびき渡った。見事なまでに一瞬で生徒たちが散開する。

　２─Ｂの教室に長月は入っていく。たぶんこれからお説教にちがいないと、ちゃっかりひとり避ひ難なんしているカナメが思ったとき、笑いを含むヴィヴィの声が携帯から聞こえた。

『楽しそうね、カナメ。良かった』

　それを聞いて、カナメは無表情のまま大きく一度まばたきをした。

「……疑問。なぜ、そう思われるのですか」

『長いつき合いだもの、声でわかるわよ。アナタが楽しいなら、アタシも嬉うれしい』

　思いがけない言葉だった。戸と惑まどいで返事もないカナメに、ヴィヴィがいう。

『明日あしたは絶対に行くから。アナタがアリスのカッコで必死に走り回ってる姿を見物にね』

「遺い憾かん。わたくしは決して必死になどなりません。お見せできなくて残念です」

『ちょっとはそういうとこもアタシに見せて。可愛かわいげないわよ』

「辞退。あなたの必死な姿を見ている方がわたくしは好ましいのですが」

『そういうところが可愛げないっていうの、もう！』

　怒ったような言葉のあとにつづく明るい笑いがカナメの耳に心地ここちよく響いた。

『ところで、今日もアタシは出かけるから。帰りはいつもどおり』

　不意に笑いの余よ韻いんが消え、ヴィヴィの口調が変わる。

　ここ半月ほどばかり、彼女は毎晩でかけていた。明け方なにごともなく帰ってはくるが、なんの説明もない彼女の不ふ審しんな行動に、カナメはひそかに不安でならなかった。

「……了解。ですが、忠告。どうかあまり遅くならないように」

『アタシはだいじょうぶ。それよりアナタこそ、もう暗いから気をつけて帰ってくるのよ』

　その声のあまりの優やさしさに、カナメは胸のざわめきがいっそうかきたてられる。

「疑問。最近あなたが優しいように感じるのは、わたくしの気のせいですか」

『む、それじゃまるで、アタシがいつも優しくないみたいじゃない？』

「謝しや罪ざい。では訂正。最近特に珍しくいつにも増して優しい気がしますがなぜですか？」

『そう訂正されるとよけいムカつく……そうね、それはきっと、気のせいよ』

　それじゃ、という一言のあと通話が切れた。

　沈ちん黙もくする携帯を見つめるカナメの面おもてに懸け念ねんがよぎる。

　不安をこらえるように刹せつ那な目を閉じると、少女は携帯をエプロンのポケットにそっと滑りこませ、教室へと歩き出した。
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　夕ゆう闇やみに包まれた校門から下校する生徒たちが流れ出した。

　門柱に設置された、巨大な文化祭用立て看板が彼らを見送る。家路をたどるみなの足取りやささやきに、祭りの前の興こう奮ふんがうかがえた。

　浮き立つさざめきの間を、千せん花かはリュウトと歩いていた。ふたりの背はい後ごに慎しんとユイナもいる。街がい灯とうに照らされた彼らの横顔には、教師の説教から解放された安あん堵どが見え隠かくれしていた。

「傷、だいじょうぶ」

　ユイナが慎を不安げにのぞきこむ。ぶっ飛ばされた拍子に打ったのか、慎はおでこをさすりつつ、だいじょうぶだと答えた。

　少し過か保ほ護ごすぎなんじゃないかしら、と千花はこっそりつぶやいた。守護士が王に向ける以上の感情がユイナにあるのは知っている。だがその心境は理解できない。

　タブーを犯おかしてまでなぜ想おもうのだろう。それほどまでに、想いは強いのだろうか……。

「天あま音ねってホント心配性だな。なんかアイツら見てるとカユイぜ」

　思いにふける千花の耳に、リュウトの声が飛びこんだ。彼も似たような気持ちらしい。

「……そうね。痒かゆいかどうかは別として、まるでお姫ひめ様さま扱いじゃない？」

「もっと雑に適当に扱って充分だろ。慎なんか」

「それはどうかしら。おまえみたいに無む駄だに丈夫とはかぎらないし」

「ッつーかオマエはもうちょっと優やさしくするのを見習った方がいいんじゃねえの」

「待ちなさいよ。どうしてあたくしが見習う必要があるのよ。ただでさえ生なま温ぬるいのに」

「いや必要大アリだろ！　あれで生温いのかよ？」

「主人に向かってそういう口の利きき方するわけ!?　しつけと矯きよう正せいの必要大アリね！」

「オマエの傲ごう慢まん脳のうを矯正した方が早いだろーが！」

「……なんでさ、そういつもいつもケンカできるかなあ」

「感心する。よくケンカの種が尽きない」

　気づくと、心しん底そこあきれたという表情で慎とユイナがこちらを見ていた。

「ちょっとは仲良くした方がいいんじゃないのか。よけいなお世話かもだけど」

　重ねて慎にいわれ、千花とリュウトは同時にむっとした表情になる。

「ねえリュウト。あたくしいま、ものすっごい腹が立ってるわ」

「珍しく気が合うな。アイツらにはいわれたくなかったっていうか」

「……なんかやっぱり、よけいなお世話だったかな……」

　千せん花かとリュウトにそろってにらみつけられて、慎しんが一歩引いた。

「あれぐらいいわないと、わかんないと思う。このふたり」

　代わりにユイナが、慎の分まで千花たちをにらみつける。

「じゃ、じゃあ、おれたちこっちだから。ほらユイナ、もういいから行こう」

　毛を逆さか立だてる猫のようなユイナをうながし、慎は車道から分かれる坂道へ足を向けた。

「慎！　明日あしたはウサぴょんがんばれよ、どう跳はねるか期待だぜ！」

　遠のくふたりの背中にリュウトが大声で叫ぶ。

「うるさいな、リュウト！　おまえこそ見事な犬っぷりを見せろ！」

　薄うす闇やみの彼方かなたから、慎の笑い混じりの声が返ってきた。

　彼らは住宅街につづく長い坂を下りていく。坂道は車二台がすれちがうのがやっとの狭さで、ふたりは肩をくっつけるようにして歩いていく。いや、道が狭いからなんて理由ではない。おそらく彼らは、無む意い識しきに自然に身を寄せ合っているだけなのだ。

「……こっちこそ、あきれるわよ」

　ふたりが去っておとずれる夕闇の静けさに、千花のつぶやきが響ひびく。ふと、通りすぎる車の音が大きくなった気がした。

「うわ、危ない！」

　道路の端ぎりぎりをかすめるように一台の車が走ってくる。まぶしいヘッドライトで千花とリュウトを照らし目をくらませて、車はあっという間に走り去っていった。

「んだぁ？　乱らん暴ぼうな運転だな、オイ！」

　リュウトがむっとした声でいったそのとき、千花は気づいた。

　さりげなく、本当にさりげなくリュウトが自分をかばい、体の陰に隠かくしたことを。

　おそらく無意識の行動だろう。かばおうという明めい確かくな意思すらなかったはずだ。だが千花は無性に腹が立った。

　気づかわれたくもかばわれたくもなかった。自分をかばう彼の肩が、腕が、いつの間にかたくましく力強くなっていたことにも気づいて、気づいたことにもまた腹が立った。

「よけいなことしないでよ、馬ば鹿かリュウト！」

　叫んで千花は、ダークブラウンの髪と紅あかいリボンを風になびかせ走り出した。

　背はい後ごからリュウトの戸と惑まどう声が追いかけてきたが、ふり返りもしなかった。

　自分が主人なのだ。自分が彼を守り、彼の先に立って彼を導みちびいていくべきなのだ。

　幼い頃ころからずっとそうしてきたように。

　なのに、どうして自分が守られなければならないのだろう。

　その事実が、なぜこんなに腹立たしいのだろう────

　怒りにまかせ彼女は走りつづけた。まるで、なにかから逃げるように。

〝……逃げたって、起こってることはなくならないのよ……〟

　少女の耳にだれかの言葉がよみがえる。それは以前、ユイナに告つげた自身の言葉だった。

「逃げてなんかないわよ、馬ば鹿か！」

　激はげしくそう吐き捨てて、千花は必死の思いでなにかをふり切るように加速した。
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　オフィスの天窓から射さす陽ひの光が陰りを帯びる。

　白い壁かべのそばに置かれた観かん葉よう植物の影かげが、並ぶデスクへ長く伸びる。伸びる影が、デスクの前に座るひとりの少女の白いワンピースの裾すそにかかった。

　少女──茉まつ莉りはときおり電話で応対をしながら、落ちつかなげにモニタを見つめている。その横でウィルが机の端に軽くもたれ、不安そうに茉莉を見守っていた。

　不意にオフィスの両開きの扉とびらが開いた。茉莉が、がたんと椅い子すを鳴らして立ち上がる。ウィルも同時にふり返った。現われたのは謹きん厳げんな面おも持もちの慶けい介すけと、銀ぎん髪ぱつの少女、クリスだ。

　茉莉は慶介に歩み寄り、勢いこむようにたずねた。

「才さい木きさま、九く条じようさまからなにかご連絡は？」

「……いえ、自分には。苑そのさんの方はどうですか」

「いいえ、あたくしにもオフィスにも、なにも…………いったい、どこに行かれているのかしら。どんなときでも、オフィスには連絡をくださったのに」

「連絡もなしに半月不在は初めてですからね。〝境界標〈テルミヌス〉〟には？」

「〝境界標〈テルミヌス〉〟は単なる支援と情報提供機き関かんですもの。九条さまの活動を把握しているのは九条さまご自身だけですわ」

「どこで寝泊りしてるんでしょうね。ただでさえ食事を怠おこたるひとですし」

「ちゃんと生活してらっしゃるのかどうかも不安ですわね。一見陽気そうに見えて、その実あの方、生きるのがどうでもいいように見えますもの……」

　茉莉は視し線せんを床ゆかに落とした。その愛らしい横顔に、深い疲労がよぎる。

「苑さん、だいじょうぶですか。あとは自分とクリスが残ります。帰って休んでください」

　慶介がいうと、茉莉はほほ笑えんで首をふった。

　クリスは茉莉と慶介から離はなれ、ウィルの横に並んだ。彼らを見つめるモデルのように美しい横顔は、不安で曇くもっている。

　金髪の少年が彼女を見上げて問いかけた。

「どう、外の様よう子すは。〝異い域いきの輩はい流りゆう〟の気け配はいは？」

「それが、オーシャンズワールドの一件からぱたりと消えた。痕こん跡せきすら感じられない」

「まったく？　羽は立だてが王に選えらばれて以来、あれほどひんぱんに襲しゆう来らいしていたのに……いったいなにが起こってるんだ。団長が姿を消したのと、なにか関係があるのか？」

「考えられないことじゃないけれど、たとえそうだとしても原因は不明だ」

　ふっとため息をつくと、クリスはウィルにいった。

「ウィル、我わが王のいうとおり、苑そのさんを連れて家に帰るんだ」

「茉まつ莉りが帰らないっていってるのに、僕が連れて帰るなんてできるはずないよ」

「でもあなたも疲れた顔をしているよ。慣なれない場所で寝泊りはつらいだろう」

「けど、ここにいれば、団長がいつ帰ってきてもわかるからさ」

　そういうと、金髪の少年は眉まゆを厳きびしく寄せた。

「九く条じようが帰ってきたら絶対に文句をいってやる。ここまで茉莉に心配かけているんだ。相応の理由がないなら、いくら団長でもゆるさないぞ」

「本当に苑さんが大事なんだ、ウィルは」

　クリスは目を細め、小さくつぶやいた。

「……そういえばウィルが苑さんを選んだ理由、聞いてなかったな」

「話さなかったっけ。理由もなにも……茉莉以外は選びたくなかった。それだけさ」

　ウィルは腕組みをしてデスクにもたれ、言葉をつなげた。

「七歳さいのとき、高こう家けの一分家に預けられたけど、どうにも王候補の相手が僕にはちがうって感じてた。そんなとき、家にやってきた茉莉に会ったんだ。亡くなる前の彼女の父親に連れられて、〝境界標〈テルミヌス〉〟の仕事の一いつ環かんとかで」

「だったら、ずいぶん年とし端はもいかない時分に彼女を選んだんだな」

「うん、僕は八歳だった。けど茉莉に会って、彼女の持つ空気……やわらかな物腰とか会話とか、なすべきことを知っている意志の強さとか……いや、選ぼうと思った理由を全部あげたらきりがない。そのとき僕は〝ビジョン〟を見る前で、守しゆ護ご士しの力は不充分だった。でも」

　視し線せんを落とす少年の唇くちびるから、決意のにじむ声が生まれた。

「僕は絶対、他ほかのヤツに選ばせたくなかった。彼女には王としての資質がある。いつか必ず、彼女はだれかに選ばれ王になるだろう。そんなのは嫌いやだ。彼女を選ぶのは僕なんだって思った。力が足りなかろうがなんだろうが、彼女を選ぶためなら克服する、してみせるって」

　少年の強い言葉にクリスはほほ笑えんだ。体温の感じられる、静かな笑みだった。

「……クリスは？　クリスも初対面で才さい木きを王に選んだんだろ」

　ウィルに問われ、ああ、と少女はうなずいた。その視線が少し遠くなる。

「わたしは、王を選び王を守り、王とともに異い域いきの敵と戦うために生まれた。だったらその役目をまっとうするのに、一番徹てつ底ていできる相手を選ぶつもりだった。そろった王の候補をわたしが見回したとき、あのひとは真まっ直すぐにこちらを見返した。戦いにも選ばれることにも、背負うべき責務にもためらいがない、冷徹で静かなまなざしだった……」

　才さい木きの背中を見つめて話す横顔に、繊せん細さいな銀ぎんの髪がかぶさる。

「……わたしは、あのひととなら迷いなく戦えると感じたんだ」

　そのままふたりは沈ちん黙もくした。自分の思いを無言の中で確かく認にんするように。

　突如そのとき、オフィスに電話が鳴なり響ひびいた。はっと茉まつ莉りが急いで手を伸ばす。

「はい、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉オフィス……九く条じようさま！」

　その名前に、一斉にみなが茉莉の周りに集まった。九条に指示されたか、茉莉は電話のスピーカーをオンにする。聞きき慣なれたゆるい声がスピーカーから流れ出した。

『……悪いね、ずっと連絡しなくて』

　聞こえてきた声に、ほっと安あん堵どする空気がみなの間に生まれた。

『どう、変わりはない？　そこにメンバー全員、そろっているかな？』

　九条の声はかすれて遠く、ときおり雑音が混じる。携帯電話のようだ。

「はい。変わりはなにひとつありませんわ。団員は全員、ここに」

『そう。ありがと、苑そのちゃん。じゃあこれからひとつ指示を出すから、すぐ実行して』

　彼の言葉に緊きん張ちようが走る。みなは口を閉ざし、息すら忘れたように沈黙して待ち受けた。

『……いますぐオフィスを出て家に帰るンだ。今日きようはなにもしないで、ゆっくり過ごして』

　一いつ瞬しゆん、間が空いた。だれもがあっけにとられ、返す言葉を見失う。

　だが即座にウィルが電話に飛びつき、憤いきどおりの声で叫んだ。

「なんだよそれ！　いますぐ家に帰れ？　なにもしないでゆっくり過ごせ？　ずっと連絡もなかったくせに、なんの説明もなしでいきなりそんなわけのわからない命令するなんて、僕らを馬ば鹿かにしてるのかそれとも見くびってるのか、どっちだ九条！」

『どちらでもないよ。定型文句で悪いけど、明日あしたのために精気を養ってくれってことさ』

「明日？」

『そう。明日こそ…………ある決定に向かうための、大きな戦いがあるはずだから』

　音が消えた。スピーカーから聞こえた言葉は、その場のみなの息すら奪う効果があった。

　その沈黙を、茉莉のきっぱりとした声が破る。

「わかりましたわ、九条さま。いますぐ指示に従います」

「茉莉!?」

『うン、よろしく。明日は朝七時前にオフィスに集合してくれ。今夜はなるべく大事なだれかと過ごすといい。では、お休み……子どもたち』

　唐とう突とつに通話が切れた。スピーカーから流れるツー……という音が室内にこだまして、みなの間に満ちる沈黙をより強きよう調ちようする。そっと受話器を置く茉莉に、ウィルが食ってかかった。

「どういうことなんだよ、茉莉。あいつのいった意味がわかるのか？」

「あの方は無意味な指示を出さないわ。家に帰って休めというなら、その必要があるのよ」

「……大事なひとと過ごせというのにも、ですか」

　慶けい介すけが口を挟む。茉まつ莉りは彼に向き直ると、おだやかな声で答えた。

「ええ、そうですわ。きっと」

「了解しました。クリス、帰る支度を」

「ｙａ」

　慶介の冷れい徹てつな命令にいつものごとくクリスが一言で答える。

「じゃあオフィスを軽く片づけましょうか。念入りでなくてもいいわ。自分のデスクの周りだけを。他ほかはあとであたくしが行います」

　茉莉の命令に、ウィル以外のみなは即座に行動に移す。慶介とクリスはいち早く片づけをすませ、茉莉たちに会え釈しやくすると連れ立ってオフィスを出ていった。

　それを見送り茉莉は静かにウィルをふり返った。ぼうぜんと茉莉を見返す少年の周囲には、まだ荷物が散らかっている。困こん惑わくが彼の手を止めていたのは間違いない。

　茉莉は少年のそばに歩み寄った。

「手伝うわ。そうそう、今日きようは久しぶりにウィルの好きなベリーのパイを焼くわね」

「茉莉……なにが起こるんだ、明日あした……？」

「なにが起きても、あたくしはあなたと一いつ緒しよよ」

　それは、胸を締しめつける、優やさしくも哀かなしい声こわ音ねだった。その声音に、ウィルは言葉を失い唇くちびるを嚙かんでうつむく。が、不意に彼は茉莉を見つめて明るい声を張り上げた。

「わかった、さっさと帰るよ。もうソファで寝るのはうんざりだ。それに茉まつ莉りのパイが食べられるなら、ここでぐずぐずしてる理由なんてひとつもないからね」

　少年の言葉に、茉莉もなにかをふっきるように明るい調ちよう子しでいたずらっぽくいった。

「そうだわ、ウィル。今晩一いつ緒しよのベッド寝ましょうか？　……昔みたいに」

　からかう声に、少年の頰ほおが赤く染まった。

「い、いいよ！　そんな、冗じよう談だんじゃない。眠れるもんか！」

「あら、ウィルを抱きしめて寝たら、あたくしは安心して熟じゆく睡すいできそうよ」

「子どもあつかいしないでくれよ。いや、そのいい方だと抱だき枕まくらあつかいだよね」

　憤ふん然ぜんとするウィルに美しい笑えみを返すと、彼女は彼の頰に優やさしく手を触れた。

「早くすませて帰りましょう。久しぶりに、ちゃんとしたベッドで眠れるわね」

　ウィルはうなずいた。自分の頰に触れる手に自分の手をそっと重ねる。

「うん、帰ろう茉莉。僕らの……家に」

　日が陰り暗くなるオフィスの中で、少年の声だけが明るかった。
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「……ああ、ユイナ。いまどこ？　まだ羽は立だてくんを送ってる最中かな」

　ビルの陰で声をひそめて電話をかけるクリスを、慶けい介すけは少し離はなれた路地で待っていた。辺あたりはとうに暮れ、夜になると活気づく店のまばゆい灯あかりが街を照らしている。

　ネオンにかすむ夜空に慶介は息を吐いた。冬間近の冷たい空気に息がかすかに白く凍こおる。

「お待たせしました、我わが王」

　背はい後ごからクリスに声をかけられ、慶介はふり向き短く訊きいた。

「ユイナは」

「羽立くんの家のそばだとか。あとで迎えにいきます」

「わかった。……一緒にいこうか」

「いえ、先に王の家へ」

　自分を見つめるクリスの青い瞳ひとみに、慶介はうなずいて身をひるがえした。

　ふたりは歩き始める。一歩クリスが慶介に遅れて、慶介もクリスの歩みを導みちびくように、無言で。初めて会ったときからこんな風だったと、慶介は思い返す。

　一時期共同生活をしていたときがある。そのときもほとんど会話はなかった。沈ちん黙もくの間を埋めるための会話も、わかり合うために探る会話もなかった。やがて単なる用事を告つげるための会話すらいらなくなった。互いの空気を感じ、そばにいるだけで満足したから。

　ユイナと暮らすためにクリスが慶介のマンションを出るのが決まったときも、彼女との強い結びつきを感じていたからこそ、気持ちは平静だった。

　そう、ずっとそれで良かった。言葉などいらない。ただお互いを感じていればいい。それで良かったはずだった。なのに、歩く慶介の胸中はなぜかひそかにざわついている。

　無言で歩くふたりは、にぎわう駅前の繁はん華か街がいを抜けて、やがてひとつの小さなマンションの前にたどり着く。交通量の多い道路から路地を一本入った閑静な場所だ。エントランスの灯あかりがガラス扉とびらを通して暗いアスファルトの上に落ちている。闇やみに生まれた光の四角。

　ふたりはその光の上に立つと、言葉もなく視し線せんを交かわす。

　クリスを見下ろす慶けい介すけの耳じ朶だに、そのときふっと九く条じようの声が響ひびいた。

〝……大事なだれかと過ごすといい……〟

　なぜか────なぜかその瞬しゆん間かん、慶介は強烈な後悔を感じた。

　本当によかったのか。もっと言葉を交わし、もっと想おもいを交わす必要はなかったか。ただそばにいるだけでいいなどと、それは全部自分だけの思いこみではなかっただろうか……？

　だがそのとき、ふっとクリスがうつむいた。伏せた少女のまつげがかすかにふるえている。慶介の見つめる前でクリスの唇くちびるがためらいがちに開いた。

「……我わが王」

　そこで少女はふるえる唇を閉ざす。次につづく言葉は、それきり出てこない。

　慶介は、胸をつかれた。そして、不意に理解した。

　同じなのだ。彼女が抱く不安も怯おびえも後悔も、自分と同じなのだ……と。

　彼は片腕を伸ばした。言葉にする代わりにクリスの肩を引き寄せる。ふわり、と少女の体が慶介の胸におさまった。クリスは一瞬頰ほおを染めたが、やがて静かに目を伏せる。

　腕の中の少女の横顔に、心からの安あん堵どが浮かぶ。それを見下ろし、慶介は抱きしめる腕に力をこめた。全身で感じる少女の体温が、夜の冷たさなど忘れてしまうほど温かかった。

　しばらく彼らは身を寄せたあと、やがてどちらからともなく離はなれ、視し線せんを見交わした。

「……気をつけて」「ｙａ」

　慶介がいうと、かすかにほほ笑えんでクリスは身をひるがえす。

　闇の中へ細い背中が消えていくのを見届けて、それから慶介もゆっくりと背を向けた。

　ひとりの部屋に帰る彼の胸には、もう、どんな不安も迷いもなかった。
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　街角で、夕暮れの公園で、夜中のコンビニの駐ちゆう車しや場じようで、駅の改札口を出てすぐの柱の陰で、身を寄せて立つカップルがよくいる。

　ああいうのを見て、なにをやってるんだろうと思っていた。

　なぜ彼らは離れないんだろう。永遠の別れの前なのか？　ここで離れたら永久に会えないのか？　そんなわけはない。必ず明日あしたはやってくるし、いつだって変わらない日常は飽あきずに繰くり返しまた訪れる。だからなぜ彼らがいつまでも離れないのか、理解できなかった。

　でも最近、少しだけその理由がわかるような気がする────




　晩秋の日暮れは驚おどろくほど早い。

　坂を下る慎しんとユイナの上に、淡い黄き色いろの街がい灯とうの光が落ちる。濃こくなる夕ゆう闇やみの向こう、眼下に見える遠い街の明かりが、彼らの歩みに合わせて次第に増えていく。

　ふたりはその明かりを見下ろし歩きつづけた。交かわしていたはずのとりとめのない会話は、いつしか消えている。なぜか慎の足取りは重い。下り坂にもかかわらず、重石おもしをくくりつけたように歩みが鈍にぶい。会話がないから、よけいに歩みの遅さを意い識しきする。

　この坂を下り、角を曲がって、植えこみのつづく道を進んだ先に、慎の住むマンションが見えてくる。そこがいつもの別れの場所だ。今日きようの終わりを告つげる場所だ。

　そう、あと少し。あと少しで家にたどり着ける。本当にあと少しで。

　それを思えば思うほど足は進まない。いつもと同じ帰り道なのに、なぜだろう……。

　ふと、長い坂の途中でユイナが足を止めた。慎は一、二歩進んで気づいてふり返る。

「どうした、ユイナ？」

　たずねる慎に、少女はそっぽを向いて視し線せんをそらし、か細い小さな声で答えた。

「……なんでもない。もうすぐ、慎の家だなって。そう思っただけ」

「ユイナ……」

　慎はユイナの間近に歩み寄った。淡い街灯に、見下ろす少女の明るい髪がほのかに輝かがやいている。シャンプーなのか整せい髪はつ剤ざいか甘い花の香かおりがした。

　かける言葉が見つからず、慎が立ち尽くしていたとき、ユイナが小さくつぶやいた。

「……ずっと、街の明かりがきらいだった」

　その声に、慎は彼女が遠くどこかを見つめているのに気がついた。

　自分も視線を移す。夕暮れの時刻はとうに過ぎ、深い夜闇に周囲は包まれていた。

　眼下には明るくまばゆい街の明かりが広がっている。

　闇にまたたく星々のように。

　天上の星々の真下にある、もうひとつの夜空のように。

　ユイナはそれをじっと見ている。唇くちびるを閉ざして遠いまなざしで見ている。

　慎は街の明かりと彼女を見比べた。彼女が見ているのは、その瞳ひとみに映るのは、目の前の地上の夜空ではない。きっともう帰らない自分の中の遠い思い出だと──そんな風に思えた。

「きらいだったって、どうして？」

　慎がそっとたずねると、ユイナは大きく一度息を吸いこみ、そして口を開いた。

「……あの明かりのどこにも、あたしの帰る場所はない。あの暖かな光のどこにも、あたしの居場所はないんだって……そう、思ってたから。だけど」

　ユイナは目を閉じた。薄うす明かりに照らされる少女の長いまつげが美しい。

　それから彼女は静かに目を開き、不ふ思し議ぎな色に輝く瞳で慎をひたむきに見上げた。

「寝る前にベランダから、慎しんのマンションのある方角を見るの。もちろん慎の家が見えるわけじゃない。知らない人の住む、たくさんの家の明かりが見えるだけ。でも、あの無数の明かりのひとつに君の住む家がある。あの明かりの下に君がいる。そう、思ったら」

　ふっとユイナがほほ笑えむ。やわらかな、ふわりとした感触の笑みだった。

「あんなにきらいだった街の明かりが、好きになった……」

　笑みを浮かべた可か憐れんな唇くちびるで、ユイナはそう告つげた。

　吐と息いきのようにささやきのように、甘く温かく、胸に染みる優やさしい声こわ音ねで。

「……ユイナ」

　それ以上、慎は言葉が出なかった。耳に届いた彼女の言葉に胸がつまった。

　ふとそのとき、寄せ合う体の陰で手が触れ合った。

　慎の人差し指の先がすべすべしたユイナの手の甲を感じて、どきりと一いつ瞬しゆん、胸が高鳴る。

　思い切って、慎はそっと人差し指を滑らせる。手の甲を降りて相手の人差し指へ、人差し指と中指との間へと。ユイナが慎を見つめて、それからおずおずと指をからめてきた。

　どちらからともなく顔が近づき、額ひたいが触れ合う。慎は彼女の瞳ひとみを間近でのぞきこんだ。吐息まで感じられそうな距きよ離りに痛いほど心しん臓ぞうの鼓動が高鳴る。

　彼女の柔らかな指。彼女の柔らかな肌。彼女の────柔らかな優しい感触。

　どうしたらいいのだろう。どうすればいいのだろう。どう言葉にできるだろう。

　この胸の高鳴り。彼女とつないだ指先。彼女と触れ合う額。胸の奥おく底そこからこみ上げる、この衝しよう動どうにも似た形にできない強く狂おしい感情。

　これはなんだろう。この気持ちはなんだろう…………。

　無言の時間がすぎ、晩秋の夜がふけていく。永遠にこのままでいられそうな気がした。

　だがいつまでも引き止めてはいられない。それがわかっているのに慎は動けない。このまま別れるのを想像しただけで、体の一部を無理やりもぎ取られ引ひき剝はがされるような、痛みにも似た耐えがたい喪そう失しつ感かんに襲おそわれる。

　もっと一いつ緒しよにいたい。もっと彼女を見つめていたい。




　もっと…………もっと、こうして触れていたい。




　慎はにぎった手に静かに力をこめた。言葉にならない自分の想おもいを伝えるように。

　ユイナの小さな細い手がにぎり返す。にぎり返す手をにぎりしめる。

　彼女以外目に入らなかった。周りの景色けしきもあらゆる状況もどんなタブーも、そのときの慎の脳のう裏りにはなかった。離はなれがたい想いがさらにさらに、さらに強くなった。

　顔をわずかに傾ける。ユイナの指に力が入るのを感じる。彼女が緊きん張ちよう気味に、それでもなにかを待ち受けるように目を閉じる。慎に見えるのは、少女の可憐な唇だけだ────

　不意に闇やみを裂いて携帯の着信音が鳴なり響ひびいた。

「うわぁ！」「きゃあ！」

　思わず慎しんは間抜けな声で飛び上がった。ユイナも驚おどろいて小さく叫んで離はなれる。

　ふたりは真まっ赤かな顔で背を向けた。気まずい沈ちん黙もくの中、ユイナの鞄かばんから軽やかなメロディがリピートする。我われに返ってユイナはあわてて鞄かばんを探り、携帯を取り出した。

「は、はい……クリス？　うん、いま慎を家まで送ってるとこ。ごめん、連絡しなくて」

　どうやらユイナの帰りが遅いからか、クリスが心配して電話をかけてきたらしい。

　ユイナはしばし言葉を交かわすと、通話を切って携帯をしまった。もうこれ以上彼女を引きとめてはおけない。胸を突き破りそうな鼓動をこらえて大きく息をつくと、慎はいった。

「もう、行こうか。そこの角まででいいからさ」

　わざと明るい声でそういうと、ユイナは目を伏せてこくりとうなずく。その仕し草ぐさが寂さびしげで、慎はかすかに胸の底が痛んだ。ふたりはゆっくりと歩き出す。別れの場所はすぐそこで、つのる想おもいに比べてあまりに距きよ離りは短かった。慎は角で立ち止まるとユイナと向き合った。

　鞄を両手で体の前でにぎりしめ、彼女は言葉を待つように慎を見上げた。

「じゃあ、また……明日あしたな、ユイナ」

「うん……また、明日ね。慎」

　小さくユイナは手をふって、そして身をひるがえした。

　立ち並ぶ家々の黒いシルエットの間から、輝かがやく街の明かりが彼方かなたに見えた。その明かりへとユイナの背中が遠ざかる。彼女が好きだといった、きらめく光の中へ。

　その背中を見つめながら、慎は耳じ朶だに残るユイナの言葉を思い返した。優やさしい吐と息いきにも似たあの響きが、慎の胸に痛みを呼び起こす。

　どうして彼女は、ああまで一いち途ずな想いを自分に向けることができるのだろう。

　彼女のひたむきな想いに、自分はなにを、どう返せばいいのだろう────

　闇に消える前にユイナがふり返った。ふり返り、慎に向けて大きく手をふった。慎も手をあげてふり返す。なにかに祈るような思いで、彼は何度も大きくふった。

「また明日！」

　慎は叫んだ。暗闇の彼方の彼女にその声が届いたかわからない。

　それでも慎は叫んだ。叫ばずにはいられなかった。

　やっとわかった。どうしてあんなに離れがたいのかが、やっと。

　明日になれば、また彼女に会えるだろう。でも、今日きようこの時一いつ緒しよにすごした時間は、このいまだけのものだ。明日会って一緒にすごす時間とは、同じじゃない。

　変わらない想いはない。進まない時間はない。

　やがてくる明日は、今日と同じでは決して、ない……。

　慎は手を下ろした。きびすを返し歩きかけた足をふと止めて慎は背はい後ごをふり返る。

「……また明日あした、会おうな」

　そうつぶやいて、なにか未練がましい気がして、慎しんは思わず苦笑した。

　馬ば鹿かだな、おれ。明日会えるじゃないか。帰ってメシ食って風ふ呂ろ入って、ちょっとテレビ見たりして、明日は早いから即行寝て。そしたらもう明日の朝で、また一日が始まるんだ。

　彼女と過ごす、新しい一日が。

　そうだ。以前交かわした、ユイナに自分のカレーを食べてもらう約束をまだ果たしてない。文化祭が終わったら訊きいてみよう。いつがいいか、どんなカレーが食べたいかって。

　慎は勢いよく走り出した。エントランスに駆かけこみオートロックの重い扉とびらを開けて廊下を走り家のドアを思いきり大きく開くと、無人の真っ暗な玄関で大声で叫んだ。

「ただいま！」

　開けた扉のすぐ先が、明日に通じていればいいと、思った。
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　真まっ暗くら闇やみの中、とあるひとつの部屋のドアがきしんで開く。

　あずけた体重でドアを押し開けて、長身の細い体が部屋に入る。と、いきなりその体がどさりと倒れて仰あお向むけに転がった。

　ポケットから携帯が落ちて、床ゆかにはずんで甲かん高だかい音を立てる。さらにはいきおいよく閉まったドアに投げ出された長い足が挟まった。

「……イテ……」

　力なく男はつぶやくと、寝転んだまま挟まった足を引き抜いた。スプリングに引きずられ、バタン、とドアがしまる。しばらくそのまま身じろぎもせず彼は天てん井じようを見上げた。

「……みっともない格かつ好こうね、九く条じよう」

　突如、冷ややかな声が頭上から降ってきた。男はあごをのけぞらせ、声の方角を見やる。

「不法侵入……だな、ヴィヴィ」

「こンなほこりだらけでほったらかしの無人の家に、不法侵入もなにもないわ」

　あきれ返ったとばかりにそういうと、だれかは歩み寄ってきた。近くの窓から射さしこむ外のかすかな灯あかりに、ドレスの緋ひ色いろがかろうじて判別できる。

「オフィスにも帰らないでずっと出歩いて、この半月ばかり、いったいどこでなにしてるのよ……って、ちょっと、まさか怪け我がしてるの!?」

　ヴィヴィはしゃがんで倒れる九条をのぞきこんだ。そして彼の胸を見て息を吞のむ。

「ンー……だいじょぶ……ツバつけときゃ治るレベル……」

「よくこンなときまで無む駄だ口ぐち叩たたけるわね。応急セットはどこ。この部屋の様よう子すだと、アタシが出てってからずっとそのままみたいだけど！」

　文句をいいつつ、彼女は暗い部屋の中を勝手知ったるとばかりに動き回り、あちこちの戸を開けて救きゆう急きゆう箱ばこやタオル、水を用意し、横たわる九く条じようのもとへ戻ってきた。

「服、脱がすわよ。〝境界標〈テルミヌス〉〟の医い療りよう施設へ行きなさいなンていったって、どうせ聞かないでしょうから、ここで手当てするわ」

　彼女は九条の体を起こし汚れた衣服を脱がせ手当てを始めた。いくつもの裂傷が胸からわき腹、腕にかけて走っている。ヴィヴィは九条に有う無むをいわせず手早く洗浄と消毒を行った。

「へえ、いい手つきだな……守しゆ護ご士し辞めて、医療班に転てん職しよくしたらどう」

「イヤよ。こんなバカなひとばかり診みさせられそうだもの」

「……だな。患者を罵ば倒とうしてバカバカって連呼して派は手でに凹へこませそうだしね」

「そンなのホントにバカなアナタにだけよ。本当に、どうして男ってバカなの？　それともアナタだけ？　だれかに面めん倒どう見てもらわないと生きて呼吸もできないの？」

「まあ反はん論ろんはしないけど……しかし口悪いなア。育て方、間違えました」

「それだけは同意するわね。できるなら四年前のアタシにいってやりたいわよ。いまアナタの目の前にいるのは史上最悪の変態よ、全速力で逃げて！って」

「逃げるもなにも、俺おれの上にいきなり落っこちてきて気絶したクセに」

「自分だってつぶれてたでしょ。十二歳さいの女の子ひとりぐらい軽く受けとめなさいよ」

「さすがになンの前触れもなく頭の上に落ちてこられちゃなあ……そもそも猫じゃあるまいし、ベランダを伝って逃げる人間がいるなンて思わないしね」

「それだけ減らず口叩たたけるなら、あとは自分で手当てして。ああもう、靴はいたままだから床ゆかが泥だらけ。ズボンは自分で脱いで、ほらそこどきなさいよ！」

　容赦なく命じてヴィヴィは辺あたりを片づける。九条は靴だけ脱いで壁かべに背を預けた。

　もたれて目をつぶる彼の面おもては無ぶ精しようひげに覆おおわれて、疲れと憔しよう悴すいを物語っている。ヴィヴィは奥から持ってきたシャツを彼に着せ、体に毛布をかけてやると、訊きいた。

「どうして怪け我がなンかしたの。最近〝異い域いきの輩はい流りゆう〟が姿を見せないのと関係あるの？　いい、アナタがいくら力があって、集中ナシでたいていの現象を実体化できても、対たい峙じできる相手の数には限りがあるのよ。いったいひとりでなにを背負っているの。あの〝暁歌〈オーバード〉〟って名乗った男はなに？　明日あした、いったいなにが起こるのよ!?」

　問いつめる声に無言が返るが、ヴィヴィはひるまず言葉を重ねる。

「……しゃくだけど、アタシはまだアナタの守しゆ護ご士しよ。それに、もう子どもじゃない。大人おとなでもないけれど、以前よりはずっとずっとマシな力があると思ってる。だから」

　緋ひ色いろの少女は懇こん願がんするようにいった。

「教えて、九条。アナタの抱える秘密を。そしてアタシにもその秘密を分かち合わせて」

　だがまたしても返事はない。ヴィヴィが再度口を開きかけたとき、

「……グリム童話の渡わたし守もりの話を、知ってるかな」

　不可解な言葉が耳に届いた。少女が面食らい声を失う代わりに、今度は九く条じようが話し出す。

「とある川を守る渡わたし守もりは、くる日もくる日も川に棹さおを差して舟を操あやつり、訪れる人々を向こう岸に渡してやっていた。だが内心では、長い間だれも代わる者のなかった渡し守の役目に疲れていたンだ。ある日訪れた物知りの少年を助けてやり、その見返りに役目から解放される方法を教えてもらった。その方法とは────なンだと思う？」

　九条はうっすらと目を開けた。冷たい笑えみが口の端に浮かんでいる。

「次にくるだれかを舟に乗せ、向こう岸につく寸前棹を押しつけて逃げる。これだけさ」

「なに……それって、どういう、意味……？」

「ようするにだ、ヴィヴィ」

　彼は顔をそむけ、吐き捨てた。

「────出ていけ。俺おれにはだれも、いらない」

　ヴィヴィは凍こおりついた。微動だにせず、彼女は哀かなしげにゆがむ面おもてで九条を見下ろした。

「……そう。アナタは、そういうのね」

　だがすぐに少女は顔をそむけ、氷よりも冷たい声を放った。

「わからずやのバカ。一生そうやって孤独を気取るつもりなのね。世界の終わりにひとり寂さびしくノタレ死にすればいいのよ。そしたら少しは自分のバカさ加減に気がつくンじゃない！」

　投げつけるように少女は叫び、ドレスをひるがえして走り出す。扉とびらが閉まる派は手でな音が響ひびき渡るが、余よ韻いんはすぐさま闇やみに吸われた。沈ちん黙もくの部屋で九条はひとり暗い天てん井じようを見上げた。

「それも……いいかもな」

　そうつぶやいて彼は視し線せんを周囲にさまよわせる。長い間放置されたほこり臭い室内は炎のような少女が去って、よけいに空虚なわびしさが増した。

　なぜこんなに長い間ほったらかしにできたのだろう。それだけ放置しておきながら、なぜ傷ついて帰る場所はここしかなかったのだろう────

「しかしまあ、見事に育っちゃったもンだ……」

　つぶやく彼は、ふと両手を目の前に広げた。十本の指すべてにリングのはまった指が現れる。その刹せつ那な、睡すい魔まに溶けそうな脳のう裏りにある記き憶おくがよみがえった。

　守しゆ護ご士しの責務に反発して、預かり先の〝境界標〈テルミヌス〉〟を脱走していたヴィヴィを、文字どおり拾ったのは四年前。それから一年間、彼女とこの部屋で一いつ緒しよに暮らした。まだ健在だった、友人である前の裁定人、カナメの母の手を借りて。

　ヴィヴィは気が強く気まぐれで我わがままで、そのくせ変にさみしがりやで、知らぬ間に九条のベッドにもぐりこみ、ぴったりくっつき丸まって寝ていたことが何度もあった。

　あの頃ころは、もうとっくにすべてに疲れ果てていた。仔こ猫ねこのような彼女とともに、永遠にあの穏おだやかな世捨て人のような暮らしを送って、なにもかも終わりにしたかった。

　なのに結局────明日を前に、自分はひとり、ここにいる。

　不意に九く条じようの耳じ朶だに、ある少女の言葉がよみがえりこだました。

〝……出会いがいつだって、天使の羽根を広げて派は手でに華か麗れいに空から落ちてくるとでも思ってらっしゃいました……？〟

　九条は目を閉じた。目を閉じると憔しよう悴すいにこけた頰ほおがよけいに目立った。

「一度あれば、そう思いこむのに充分さ……」

　つぶやく体が、ずるりと傾いた。そのまま彼は床ゆかにくずれて横たわる。体にかけられた毛布を無む意い識しきに引っぱり体を丸め、彼は文字どおり泥に等しい深い眠りに落ちていく。

　もう終わらせてほしい。もう充分つづけたはずだと思う。だが、終わるわけにいかないのもわかっていた。自分は渡わたし守もりなのだ。どんなに役目に疲れても代わる者はいない。

　九条は苦にがい笑えみを口の端に浮かべた。

　自分で語っておきながら、あの渡し守の話はあまりにこの状況に的てき確かくだった。

　川はあの世とこの世を分ける境界、つまり冥めい界かいの川。その冥界の川を守る渡し守は、だれに舟をこぐ棹さおを押しつけたのか。

　それは、渡し守に知恵を授けた物知りの少年の義ち父ち、少年の妻である王女の父親だ。

　欲が深く意地の悪い王は、少年の命を狙ねらい、娘との仲を裂こうとした。だが結局すべての悪事の報むくいとして、王は永遠に渡し守として生きていかなければならなくなった。

　少年は王女と幸せに暮らし、渡し守の役目からも解放された。めでたし、めでたし。

　……だが自分には、重荷を渡せる相手はいない。

　そうだ。今回の結末も見届けなくては。この永遠の繰くり返しの結末を。それがどこへいくのかどうつづくのか再びどう始めればいいのか、あるいは今度こそ、本当に──────

「天あま音ね……いつまで俺おれは……こうしていれば、いいンだ……？」

　つぶやく九条の口元の笑えみが、ゆっくりと消える。

　部下にだれかと過ごせと告つげた彼は、闇やみの中でただひとり、孤独の眠りに沈んでいった。




　凍こおる鋭するどい風が少女の肌を切り裂く。

　白はく銀ぎんの翼つばさをいっぱいに広げ、ヴィヴィはどこまでも夜空を上昇していた。

　雲を幾層もつきぬけ雲海の真上に到達し、そこでやっと停止する。上空の空気は一いつ瞬しゆんで血も凍りそうなほど冷たい。だが少女の燃もえる感情を静めるにはなんの役にも立たなかった。

「……バカじゃないの!?」

　だれもいない空の上でヴィヴィは叫んだ。声は月に照らされた雲海に消える。

「バカ、バカ、史上最低のバカ、自分勝手の変態のわからずやの大バカ九条！」

　繰り返し彼女は叫んだ。もう一度、もう一度、何度も何度も繰り返し繰り返し彼女は言葉を尽くし悪態をつきつづけ最後に思いきり「バカ！」と叫んだあとに、

「バカ…………」

　そうつぶやいて、泣き出した。

　子どものようにしゃくり上げるヴィヴィの頰ほおを涙が伝う。月の光に流れる涙が輝かがやいた。

　少女は悔くやしかった。悔しくて悲しくて、そして自分を恥はじていた。

　もう子どもじゃないなんてよくいえたものだ。自分は子どもだ。なにもわかっていないなんの力もない子どもだ。大事なだれかをだれひとり、助けることも守ることもできない。

　真実をつかむために、情を捨てて冷酷になることもできはしない…………。

　この半月、彼女は九く条じようの様よう子すを探っていた。彼はなにを考え、なにを思い、なにを計画しているのか、少しでも真実に近づこうとして。

　あの得え体たいの知れない敵か味方かもわからない男──暁歌〈オーバード〉はこう告つげた。

〝……十一月一日。それが崩ほう壊かいの日だ……〟

　なにが起こるのかまったくわからない。言葉に含まれた不吉な響ひびきしか感じられない。

　だが九条がその『崩壊の日』を導みちびくために画策して、多くの人々をあざむき利用していたのは確かく実じつだった。自分のリングを受け取り王としての力を得たのも、そのためにちがいない。

　それを思うと体の奥から火が噴ふき上がるように怒りが燃もえるのがわかる。

　しかし心のどこかでは、どうしても九条を疑いきれずにいた。

　彼と暮らした、たった一年。年ねん齢れいも中身も外見もなにもかも子どもだった時代。

　世捨て人のような暮らしだった。果たすべき責務からも現げん世せを脅おびやかす危き機きからも目をそむけ、たまに訪れるカナメと彼女の母と、小さな喜びと楽しみを分かち合った遠い日々。永遠に戻らない、安らぎの生活……その思い出が、ヴィヴィの冷れい徹てつな判断をさまたげていた。

　そうだ。彼は明日あしたという一日のために自分の命すら捨石にしている。

　それもまぎれもないひとつの真実なのは、間違いない。

　ヴィヴィは手の甲で乱らん暴ぼうに涙をぬぐうと誇り高い面おもてを上げる。そしてとある言葉を思い返して、さらに唇くちびるを引ひき締しめた。

〝……選えらんだからといって、すべての責任をかぶる必要はないンだぜ……〟

　そんなわけにはいかない。たとえどんな止やむに止まれぬ事情があったとしても、自分が選んだのは彼。他ほかのだれでもない彼自身を、自分の意志で選んだのだから。

　見届けなくては。少しでも近づかなくては。

　たとえそこに〝真実〟はなくても、だれも知らない〝事実〟を知るために─────

　彼女は眼下を見下ろした。雲を通してかすかに地上の明かりが見える。

「……カナメのところに帰る前に、どこかで顔を洗わなきゃ。また心配かけるもの」

　そうつぶやいてヴィヴィは白はく銀ぎんの翼つばさを広げ、一気に下降した。

　天上の星々を離はなれて地上の星空へ。

　月の光に輝く夜空よりなお暗い、遠い遠い大地を目指して。
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　見上げる夜空に星が流れた。慎しんはリビングの窓を開け外を眺めて目をこらす。

　気のせいだろうか。流れた星は桜おう菱とう市しへと墜おちていったように見えた。けれど一階のこの部屋からは、空も街の明かりも、遠く闇やみにかすんでいる。

　見間違いだろう、きっと。こんな近くに星が墜ちたら大おお騒さわぎだ。

「ぷっはぁーっ！　うっまぁああいっ！　ああ、やっぱ仕事のあとは慎ちゃんのカレー食べてビール飲むのが最高よね～ん」

　慎がふり返ると、すぐそこに腰に手を当て仁に王おう立だちしてビールを飲む姉の真ま由ゆ子こがいた。

　銭せん湯とうで牛乳飲んでるオヤジじゃないんだからさぁ、と慎はかすかに嘆息する。

　ごきゅごきゅ、と彼女はのどを鳴らしてビールを飲みつつ窓のそばへとやってきた。

「窓開けてどうしたの。寒いでしょ、慎ちゃん。なにか見てるの？」

「え、いや……その、なんとなく」

　慎は適当にごまかした。ユイナの真ま似ねをして街の明かりを眺めてみたなんて、照れくさくていえない。ん？　と真由子は小首をかしげると、不意に慎の肩に抱きついた。

「カレー美お味いしかったわよん、慎ちゃ～ん。んも、大好きっ！　ああ、慎ちゃんのカレー食べると、家に帰ってきたーっって気になるわね～」

「だ、抱きつくなよ、酔っ払い！　別にどこも変わってない普通のカレーだろ」

「慎ちゃんが作ってくれるってだけでいいの。それに慎ちゃんのカレーってさ」

　真由子は人ひと懐なつっこい笑えみでいやがる慎を抱きしめるとささやいた。

「お母かあさんの味がするのよん」

「は？　なんだよ、それ」

「慎ちゃんって、お母さんにカレーの作り方習ってたじゃない。だからよ」

　弟を抱きしめる真由子の瞳ひとみが懐かしそうに細められた。

「お父とうさんとお母さんが亡くなって、記き憶おくも思い出も薄うすれちゃってもさ、こうやってちゃーんと残ってつづくものがあるんだなーって……しみじみ思うんだ」

　いつも脳天気な真由子の口く調ちようが急にしんみりする。その声に、慎もふと抵抗を止やめた。が、すぐに慣なれない空気が照れくさくなり、彼はわざとおどけた口調でいった。

「おれも姉ねえちゃん見ると父さん思い出すよ。つくづくオヤジくさいなって……あいた」

　ビールの缶で頭をこづかれ、慎は首をすくめた。真由子は缶を手に慎の肩を放してその横に並ぶ。しばし姉弟は無言で、ともに星の光がかすかにまたたく空を見上げた。

「……夜になったら星を見てね」

　静かなつぶやきに、慎は真由子に視し線せんを移した。

「ぼくの星は小さすぎて、どこにあるのか教えられないけど。でもそのほうがいいんだ。ぼくの星は、夜空いっぱいの星のなかの、どれかひとつになるものね。そうしたらきみは、夜空ぜんぶの星を見るのが好きになるでしょ……ぜんぶの星が、きみの友だちになるでしょ……」

　それは、なにかを思い出して朗読するような、優やさしい声だった。慎しんはたずねる。

「なにそれ。詩か？」

「サン・テグジュペリの『星の王子さま』の一節。お姉ねえちゃんはこの部分が一番好きなの」

「へえ……なんで、そこが好き？」

「んー、なんていうのかな。だれかを好きになることの意味っていうか、だれかを愛するってどんなことなのかとか……そうね」

　真ま由ゆ子こは目を細め。言葉をつなぐ。

「だれかを好きになる。そうすると、そのひとだけじゃなくて全部を好きになる。そのひとを取り巻くひとも景け色しきも世界もみんな……って。お姉ちゃんはこの部分を読んでそう思ったの。慎ちゃんはわかるかな、そういうの。まだ、早いかな？」

　ふっと慎は遠い目になる。だれかの言葉が脳のう裏りによぎった気がしたのだ。そんな彼に真由子が笑いかける。化粧を落とした彼女の笑え顔がおは、素朴で温かかった。

「んんー？　それとも、まさかもうわかるようになったのん？」

「え!?　い、いや別にあの、そういうわけじゃないっていうかなんていうか」

「なぁによぉ、そのあわてぶり。あーやしーいな～？」

「うう、うるさいなあ、別になんでもないよ！」

　真由子はにやにや笑いつつ窓まど際ぎわから立ち去る。その背中に慎は憤ふん然ぜんとつぶやいた。

「だいたいビールをオヤジ飲みするヤツにいわれたって、ロマンも説得力もいてぇ！」

　慎は飛んできたアルミ缶に額ひたいを直ちよく撃げきされた。

「ほらほら、明日あした文化祭で早いんでしょ。もう寝たら？　お姉ちゃんは仕事だから行けなくて残念。でも二日間はあるのよね。絶対、明後日あさつては都つ合ごうつけて行くからさ」

「はぁ!?　いい、こなくていい！　絶対くるな死んでもくるなきたらおれが死ぬ！」

　とんでもない、とあわてて慎は両手と首をふった。『ウサギ』と書かれた名札を胸に、アリスたちに追われて逃げるところなんて見られたら、吹ふい聴ちようされる武勇伝がまた増えかねない。しかもかなりの尾ひれをつけて。

「うふふ、じゃあおやすみ。戸と締じまりちゃんとしてね～ん」

　意味ありげな含み笑いで真由子はリビングを出ていった。

　慎はため息をついて壁かべの時計を見上げた。針は十二時ちょうどを指している。

　やばい、とあわててシャッターを下ろし窓をしめて鍵かぎをかける。床ゆかに落ちたアルミ缶を拾ってキッチンのダストボックスにシュート、がこんと缶が落ちる音を背はい後ごにリビングの電気を消して、慎は部屋に直行した。

　着替えて即座にベッドにダイブ。風ふ呂ろも歯は磨みがきもすませたから、あとは寝るだけ────なのに、寝つけない。ごろりと仰あお向むけになり布ふ団とんを蹴け飛とばし慎しんは天てん井じようを見上げた。

〝……あの無数の明かりのひとつに君の住む家がある……そう、思ったら……〟

　ユイナの言葉が闇やみの中よみがえる。先ほど聞いた姉の言葉に重なるように。

　彼女はもう寝ただろうか。寝る前に、ベランダから街の明かりを見ただろうか。

　空の星を見上げるように。満天の星の中にだれかの星を見るように。

　天を埋め尽くす無数の星々すべてを愛いとしく思うように、かつて嫌いだったはずの街の明かりを、みなすべて愛おしくながめただろうか。その中に、慎がいると思いながら────

　と同時に慎は、帰り際に自分がユイナにした大胆なことも思い返して頰ほおが熱あつくなった。あわてて布団を頭までかぶり目を閉じる。視界はさらに真っ暗になる。

　温かな布団に体を包んで目を閉じている内に、いつしか慎はまどろみはじめた。

　深い眠りに落ちる寸前、慎は刹せつ那なの夢を見た。夢の中でだれかと並んで星を見ていた。

　そのだれかは、夜空を指差して慎にこういった。

〝……あの満天の星の中に、あたしの星があるの。見つけなくていい。ただそこにある。それだけを、どうか覚えていて……〟

　夢は本当に一いつ瞬しゆんで、慎はすぐに忘れてしまった。

　けれどその優やさしい夢の名な残ごりが、彼を深く安らかな眠りへと導みちびいてくれた。







　夜がふける。人々は眠る。深く深く静かな眠りに街は包まれる。

　明あ日すの朝を目指してゆっくりと確かく実じつに、時間は進む。

　長い序章は終わり、そしてある終わりへと、すべてが向かう。




　十一月一日。午前五時半。

　まだ夜も明けきらぬこの時刻、慎を起こしたのはひとつの電話だった。

　なにもかもの発端が一通のメールだったように。

　彼をある結末へと追い立てる始まりは────




　この、見知らぬだれかからの、たったひとつの電話だった。
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「……う、」

　執しつ拗ようにリピートする着信音に、慎しんは深い眠りから引きずり起こされた。

　薄うすく目を開ける。カーテンの向こうはほのかに明るいが、辺あたりはまだまだ暗い。

　枕まくら元もとの充電器に置いた携帯を手探りでつかんで布ふ団とんの中で開く。バックライトで明るくなる液晶のまぶしさに目を細めつつ、慎は時間と電話番号を確かく認にんした。

　時刻は朝の五時半。表示されているのは番号だけで名前はない。

　アドレス帳に登とう録ろくされていないなら知り合いではないはずだ。間違い電話か。だが鳴なり止やまない着信音は、いつまでも慎を呼びつづけている。思い切って彼は電話に出た。

「……もしもし、あの」

『羽は立だて慎』

　聞き覚えのない男の声が、慎の名を呼んだ。不ふ思し議ぎな声だった。はっきりしているのに遠くから聞こえるような、深みがあるようなそれでいて若いような────

　慎は携帯をにぎりしめ身を起こした。

「……どなたですか」

『暁歌〈オーバード〉』

　オーバード？　聞いたこともない奇妙な名前に慎が眉まゆをひそめると、男はさらにいった。

『いま外にいる。君に話がある』

「な、なんの話が」

『直接話す』

　男の返事はどこまでも端たん的てきだった。ごくりと慎は息を吞のむ。

　部屋の空気は肌寒いのに、携帯をにぎる手のひらに汗がにじんだ。無む意い識しきに胸元のリングを探る。これまで遭そう遇ぐうした戦いの経けい験けんが、彼に重要ななにかを告つげている気がした。

『君がくるまでどれだけでも待つ。では』

　一方的にかかってきた通話は一方的に切れた。

　慎は手の中の携帯を見つめ、それからまだ暗い窓の外へと視し線せんを移動させる。携帯を充電器に戻し、ベッドから下りて素す早ばやく着替えると彼は廊下に出た。家の中はしんと静かだった。寝ている姉を起こさないようそっと玄関のドアを開けて、慎は薄暗い外に出る。

　寒い。

　思わず慎しんは身み震ぶるいをした。冬に足を踏み入れかけた晩秋の明あけ方は、体の芯しんまで彼を凍こごえさせる。なにか羽は織おってくれば良かったと思いつつ慎はマンションの廊下を走った。

　エントランスを出た瞬しゆん間かん、思わず慎は立ち止まった。

　一面の深い霧きりだ。視界すべては真っ白で、どんな色も見えない。

　おそるおそる足を踏み出す。鼻先すらわからない白い世界で、彼はわずかにびくつきながら歩きつづけた。踏みしめる足元が、マンションの敷しき地ち内ないを示すレンガ敷じきから、黒いアスファルトに変わる。表通りに出たのだと気づいたとき、慎は気け配はいを感じた。

　だれかが通りを歩いてくる。白い霧の中をかき分けて、その人物は姿を現した。

　黒いロングコート。黒い野性的なサングラス。灰はい白はく色しよくの短い髪の男。背が高くたくましい体つきは、青年に見えるが壮年近くにも見える。

　なんとなく、タイプはちがうが得え体たいの知れなさが九く条じように似ていた。だが、九条はうさんくさくもまだ人間らしいのに、目の前の男からはなにか……非人間的な印象を受ける。

　慎は緊きん張ちように乾く口中を意い識しきしつつ、相手にたずねた。

「……暁歌〈オーバード〉……？」

「そうだ。羽は立だて慎」

　男は答えた。少なくとも会話はまともに成立する相手だ。だが慎の緊張は解けない。

「は、話って、なんだ」

　答える代わりに、彼はゆっくりと慎に近づいた。近づく黒い男の無言の圧力に、慎はあとずさりたくなる。男は間近までくると慎を見下ろし、口を開いた。

「……〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟」

　慎は眉まゆをひそめる。また聞きき慣なれない単語だ。

　男──暁歌〈オーバード〉は慎の様よう子すに気づいたか、わずかに嘆息した。

「本当になにも知らされずに選えらばれたのだな。無知で無む垢くなる選せん抜ばつ者しやか」

「あ、あんたのいってることはさっぱりだ！」

　思わず慎は叫んだ。怯おびえを隠かくすために怒りを装よそおったつもりが、声は正直にふるえていた。

「いきなり呼び出した上に意味不明なことばかりいって、話があるならさっさと」

「では聞け」

　びくりと慎は硬直する。一言で少年を黙だまらせて、男は思いもかけないことを告つげた。




「今日きよう、十一月一日をもって、この〝現げん世せ〟は────崩ほう壊かいする」




　慎は大きく目を見開いた。いま聞こえた言葉が脳まで届かなかった。

　音は聞こえた。だがその意味を理解できなかった。理解を脳が拒否していた。

　男は、息も止まるほど凍こおりつく慎にかまわずさらにいった。

「選えらばれたる〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟である君は、選ばなければならない」

　なにを、と脳内で慎しんは返す。だが唇くちびるはふるえるばかりで音にできない。

　暁歌〈オーバード〉は答えた。まるで慎の心の声を聞いたように、即座に。そしてそれは、先ほどよりももっと慎の予想を超えた内容だった。

「君が選ばねばならないのは……」

　男の声には、かすかに哀あわれむ響ひびきが混じっていた。

「〝真の現世〟か、〝彼女〟────滅びの子である天あま音ねユイナか、だ」




　　　　　　　２




　霧きりは変わらず深く、身を刺す寒さは増すばかりだった。

　いつまで経たっても東の空は明るくならず、慎は永遠に朝がこないような気がしていた。

「……始まりは、こことは別の世界だった。そう、君が〝異い域いき〟と聞かされた領域だ」

　目の前の男が、話し始める。

「〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟も守しゆ護ご士しもそこからきたとは聞いているか？　聞いているのだな。ではなぜこの現世にきたか、なぜくる必要があったのか」

　暁歌〈オーバード〉は黒いコートのポケットに両手を入れ、慎の周囲を歩き出した。

「それは、彼ら──九く条じようと天音ユイナが──自分たちのいた領域を滅ぼしたがために」

　びく！と慎しんは背はい後ごをふり返る。男は慎のすぐ真後ろで背中を向けていた。

「そして、侵略のために」

「し……侵略？」

　慎の弱々しい問いに暁歌〈オーバード〉が答える。

「そうだ。九条は完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉を使用し、天音ユイナを中心とした新たな仮構の領域を構こう築ちくした。だがその領域はあまりにも脆ぜい弱じやくで、いずれは自然崩ほう壊かいするのは確かく実じつだった。ゆえに、彼は確固たる基き盤ばんを持つ別の領域にその領域を寄生させたのだ」

　男はサングラスで表情を隠かくしていた。慎を見ているのか見ていないのかも、わからない。

「その仮構領域、つまり虚きよ域いきと、寄生された領域を結ぶのは、滅びの子──天音ユイナが任意に選んだとある人物だ。この、ふたつの世界をつなぎ、その狭はざ間まにいる人物が、怪異を現実のものと認にん識しきさせている。それが君、〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟」

　男は再び歩き出す。ミルクのような濃こい霧を黒いコートにまとわりつかせて。

「しかし、多少永らえても、虚域の脆弱性が解消されたわけではない。やがて、今度は寄生された領域をも巻きこんで自壊する。しかし九条は周到で、崩壊の寸前に自分たちだけは始まりの地点へ戻るような記述を、虚域に組みこんでいた。こうして次々と多くの領域が崩壊させられてきた……」

　どくんと慎しんの鼓動が大きく跳はね上がる。かつて聞かされたある話が思い出される。

〝……彼らいわく、俺おれたちの〝領域〟は〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟を駆く使しして強制的に発生させられた〝虚きよ域いき〟である……〟

　脳のう裏りで再生されるその声は、九く条じようのものだ。

〝……その強制発生の事実ゆえに、この〝虚域〟は著しい歪わい曲きよくを抱えている……他ほかの多くの〝領域〟をもゆがませ、消滅させてしまうぐらいの……〟

　慎の思考に、男の声が入りこむ。

「ここまで話せば、もうわかるはずだ。君は自分の世界を守っているつもりだっただろう。だが実は、君はなにも守ってなどいなかった。君はずっと欺ぎ瞞まんを見せられていたのだ」

　この男はなにをいっている？　なにを自分に告つげようとしている？

　理解できなかった。彼の言葉もその意図もなにもかも慎には理解できなかった。

　だが男は慎の真正面で立ち止まると、あたかも胸に深く杭くいを打ちこむように、告げた。




「〝異い域いき〟からの侵略者は、九条と、天あま音ねユイナなのだから」




　いきなり、がくんと足元が一気に沈んだ気がした。

「う………………噓うそ、だ……」

　慎は懸けん命めいに声を張り上げた。ふるえる足を踏み出し彼は叫んだ。

「噓だ、噓だ！　おまえのいうことなんか噓だ！　おまえは、おまえはデイブレイクの仲間なんだな。そんなたわごとを聞けるか。おれは信じない！」

「では、だれの言葉なら信じられるのか。九条か」

　は、と一いつ瞬しゆん慎は息を吞のむ。だがすぐに彼は歯を食いしばっていい返した。

「いきなり現われてわけのわからないことをいうヤツよりは、ずっと信じられる！」

「ならば君に説明をしていたのはだれだ。〝門の王〈レクス〉〟、〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟、異域、完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉、〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟……デイブレイク。それらについて君に解説し教えこんできたのはいったい、だれだ」

「そ……それは……」

「九条だ。そうだろう」

　暁歌〈オーバード〉が一歩、慎へと踏みこむ。目に見えない圧迫感がいっそう増した。背はい後ごに身を引きたくなる衝しよう動どうを跳はね除のけて、慎は必死にいい返した。

「でも、おれはユイナを信じてる。彼女は……彼女だけはちがう！　ユイナがおれを守るために、この〝現げん世せ〟を守るためにどれだけ血を流して必死に戦ってきたか、おれは知ってる。彼女のそばでともに戦い、彼女の想おもいを見てきたんだ。あれが欺瞞なわけがない！」

「そうだな。彼女は存在自身が罠わななのだから」

　静かに、確たしかな力強い声で男がいった。今度こそ慎しんは息の根が止まりそうになる。

「わ……な……？」

「そう。彼女はどんな少女だ？　一いち途ずで、ひたむきで、真まっ直すぐ。君にのみ忠実で従順で、そしてなにより可か憐れんで美しい。彼女に仕えられて喜びを感じない者はいないだろう。彼女は、君を魅み了りようし味方につけてしばるための、見み栄ばえのいい餌えさだ」

　淡々と暁歌〈オーバード〉は話をつづけた。

「なにかおかしいと思わなかったか。君が本来属していた領域に、超常の力など存在していたか？　いつから非日常に足を踏み入れた。いつから君の前に怪異は現われた。なぜ、君の感知できる周囲にだけ怪異は現われる。昔から守しゆ護ご士しはこの現世にいたと聞かされたか？　自分たちが知らないだけで、人知れず彼らは現世を守るために異い域いきのものどもと戦ってきたのだと？……そうではない。それらは、ある日突然、現われたはずだ」

　男の声は平淡だった。事実だけを告つげる口く調ちようだった。ゆえになおのこと真実味を帯びて聞こえて恐ろしかった。彼の説明のひとつひとつが、慎の足元を崩くずしていく気がした。

「すべての変化は、彼女……天あま音ねユイナに出会い、彼女に選えらばれてからだ」

「……噓うそだ」

　男の説明をさえぎるように慎がつぶやいた。

「君は利用されたのだ。ふたつの領域をつなぐために」

「噓だ」

「君は利用されたのだ。君の属する領域を〝異域〟の輩やからに寄生させるために」

「噓だ」

「君は利用されたのだ。自分の領域を侵食した者どもを守るために」

「噓だ！　噓だ！」

「君は利用されたのだ。美しい下僕しもべを餌として、敵の持つ忌いまわしい目的のために」

「噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ！　それ以上いうな止やめろ止めろ止めろよ！」

　絶叫が慎の口を割ってほとばしり出た。彼は激はげしく首をふり泣き叫ぶようにいった。

「おまえのいうことだって根拠がないじゃないか。だれかの噓を暴あばいているっていう、そのおまえの真実はだれが証明するんだよ！　だれもいない。だれもいないんだ。おまえの語る話こそ全部噓のでたらめだ！　おれは信じない信じたりしない信じるもんか絶対におれは」

「君の存在が、君が本来属していた世界────〝真の現げん世せ〟を崩ほう壊かいへ至らしめるのだ」

　冷淡な声が慎の言葉を一息で止めた。

「さあ、いま一度告つげよう。君は選せん択たくをする必要がある。〝真の現世〟か、あるいは君をあざむいてきた〝異域〟の者どもか、そのどちらかを、選べ」

　一歩、黒いコートが慎に近づく。だが慎は身じろぎもできない。ぼうぜんとかぶりをふると、その拍子に声が唇くちびるから滑り落ちた。

「なにが、目的だ……そんなことおれに聞かせて、おまえは……」

「私は是ぜ正せい者しやだ。誤りを正すために存在する。私のいた領域は消滅させられ、戻る場所はすでにない。だがゆがみは正さねばならない。別の場所をこれ以上崩ほう壊かいさせないためにも」

「お、おれが選えらばなかったら、どうなるんだ」

「なにも。自動的にこの〝現げん世せ〟は崩壊して、君も君の属する領域も消滅する。九く条じようはまた構こう築ちくの始まりに戻り別の領域を選んでやり直す。私はそのあとを追う。それだけだ」

「なんで……なんで、おれが選ばなきゃいけないんだ！」

「君がふたつの領域を結ぶ〝門〟だからだ。そして、君が得たからだ」

　低く重い声が少年の耳じ朶だを強く、叩たたいた。

「──破壊する力、確かつ固こたる存在を幻げん影えいとして打ち砕く力を」

　がつんと、ぶん殴られた気がした。

　痛みをともなう激はげしい衝しよう撃げきに、慎は鼓動までも止められたように凍こおりついた。

「……その様よう子すでは、この場での選せん択たくは無理か。いいだろう、存分にその目で〝崩壊〟のありさまを確たしかめてから選べ。ただし、明日あしたの夜明けにすべてが終わるのは、告げておこう」

　彫像のごとく動かぬ慎の前で、男は身をひるがした。黒いロングコートに包まれた大きな背中が濃のう霧むに埋もれる寸前、かすかな声が届いた。

「〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟……賢けん明めいなる選択を……期待……」

　語尾が霧きりの彼方かなたへ消える。濃霧は彼の言葉の余よ韻いんも飲みこみ痕こん跡せきすら残さなかった。

　ぶる、と慎は体をふるわせた。思わず冷えた肩を抱いたとき、彼は我われに返った。

　視界は晴れ、道の両側につづく緑みどりの植えこみと、住宅街の家並みが目に入る。薄うすいもやのごとき雲で煙けむる空はいつしか明るくなり、見み慣なれた光景が慎の周囲に広がっていた。

　ただ慎の前方に道路が延びている。男が去っていった、霧で濡ぬれて不吉なまでに黒々としたアスファルトの道路が。まるで、慎の行く手の暗くら闇やみのように────

　よろ、と慎は一歩、あとずさった。

　そのまま後ろ向きで二、三歩歩くと、いきなりきびすを返して走り出した。

　すぐそこのマンションのエントランスに駆かけこむ。オートロックを解除するのももどかしく、慎は廊下を一心に駆けて自分の家のドアを蹴け破やぶるように開けた。

　ドアを後ろ手に閉めて荒い息を繰くり返す。体のふるえが止まらない。そのとき、

「慎ちゃん？　どうしたの、こんな朝早く。自主トレ？　髪の毛濡れてるじゃない」

　慎の目の前に、姉の真ま由ゆ子こがカーディガンを羽は織おったパジャマ姿で立っていた。彼女は洗面所に引き返してタオルを持ってくると、慎の濡れた頭を優やさしくふいた。

「風か邪ぜひいちゃうでしょ、ほらほら。雨でも降ってたの？　え、霧？」

　自分の髪を包むタオルの清潔な匂においと慣れ親しんだ家の中の空気、そして目の前でほほ笑えむ姉の姿に、慎はほっと安あん堵どで気がゆるんだ。

　なにを怯おびえていたんだろう、おれ。

　あんな得え体たいの知れないヤツのいうことが、なんであんなに怖かったんだろう。

　噓うそばっかりに決まってる。いつもどおりの光景といつもどおりの日常が目の前にあるじゃないか。今日きようで〝現げん世せ〟が終わるとか、だまされていたとか、罠わなだとか、そんな……。

　そう思う反面、慎しんはまだふるえが止まらなかった。そのふるえを抑えこもうと、体の陰で両のこぶしを作りにぎりしめた。

「……あ、あのさ。いまからおれ、学校行くから」

「え、でもまだ六時半よ、ご飯は？　それに慎ちゃん、なんか顔色悪くない？」

「いや、だいじょうぶ、別になんでもないから。着替えてくるよ、おれ」

　慎は頭のタオルをつかんで姉の横をすり抜けると自室へ走った。

　ドアを固く閉ざして濡ぬれたパーカーを床ゆかに脱ぎ捨てる。ジーンズのジッパーをふるえの止まらぬ指でなんとか下ろし、シャツと制服の上下をつかんだ。脱ぐより着る方が大変で、何度も指が滑ってボタンをはずしかける。

　ブレザーの上着に腕を通しながら、慎は自分の中で問いを繰くり返した。

　どうするつもりなんだ、おれ。どこに行く気なんだ、おれ。

　学校じゃないことは確たしかだ。学校に行ったってどうしようもない。じゃあ、どこへ？

　考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、考えろ……！

　心をどこかに飛ばしつつ、慎はリュックをつかんで廊下に出た。

　玄関で靴ひもを結ぶ。わななく指に、なかなか上う手まく結べない。しっかりしろと慎は自分をしかりつけてなんとか履はき終えると、背はい後ごで心配そうに立っていた真ま由ゆ子こをふり返る。

「じゃあ、行ってくるからさ。あの……」

　いわなくてもいい一言が、口から滑り落ちた。

「今日、気をつけてくれよ、姉ねえちゃん」

　いぶかしげに眉まゆを寄せて姉はそれを聞くと、少し笑って答えた。

「んん？　変なこというのね。じゃあ行ってらっしゃい。文化祭がんばれ～」

　明るい声を背に慎は外に出た。閉まるドアに真由子の笑え顔がおが隠かくれて消える。その瞬しゆん間かん、慎の胸を激はげしい後悔が襲おそう。もしもこれが永遠の別れだったら。もう二度と姉に会えなかったら──だがドアは無情に閉まった。まるで、この世で唯一の肉親とのつながりを絶たつように。

　進むしかない。しかしどこへ行けばいいのか、慎はまだ考えていなかった。

　慎は自転車置き場に向かう途中、携帯を広げてアドレス帳から洋ひろしの番号を呼び出した。

『…………うーす……おはよう、慎……』

　長いコール音のあと、寝ているも同然の声が応答した。

「あ、洋？　おれ今日、ちょっと遅くなるから」

『……へ？　どーゆうこと？』

「うん、ちょっと。出番って午後だろ。それまでに行けそうになかったらまた連絡する」

『どうしたんだよ急に。なんか大変なことか？』

　気き遣づかう洋ひろしの声に慎しんは良心が痛んだ。それでもなんとかごまかして通話を切ると、もうひとつの番号を呼び出す。強い緊きん張ちようを感じながら、慎は鳴なり響ひびくコール音を聞いた。

『あ……おはよう、慎』

　少し眠気の残る少女の声が応こたえた。その優やさしい響きに、慎は一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「……お、おはよう、ユイナ」

『どうしたの。少し、声に元気ない』

　こちらを心配する少女の返事に、慎はまた上う手まく言葉が出なくなる。

「あ、あのさ。今日きよう用事があるんだ。それから学校行くから、迎えはいいよ」

『用事？　用事って……』

　ユイナの声こわ音ねに不安の色が混じる。その口く調ちようにきしむ胸の痛みが強くなった。

　自分がなにをやっているのか、慎はわからなくなる。あの暁歌〈オーバード〉と名乗った男の言葉を裏づけるものはなにもない。初めて会った見知らぬ男のほんの一時の話で、ともに戦ってきた仲間を疑い、自分の決意を見失うなんて、そこまで簡かん単たんに惑わされていいのか。

　馬ば鹿かげている。いますぐユイナにいおう。いまのナシ、やっぱり一いつ緒しよに学校に行こう。まだ早いから、たまにはおれが迎えに行くよ。今日は文化祭なんだから────

　そういおうとした。だがだめだった。唇くちびるは開かずささやきすら出なかった。抱える不安は、胸に背中に肩に全身にのしかかり、押しつぶすように広がりつづけていく。

　沈ちん黙もくに耐えかねたか、『慎？』とユイナが問いかけた。その背はい後ごを、

『ユイナ、わたしはオフィスに行ってくるから』

　というクリスの声が通りすぎる。ユイナが行ってらっしゃいと答えたそのとき、慎はだれかの姿を心に浮かべた。

　猫ねこ背ぜのダークスーツ、赤シャツに緑みどりのネクタイ、うさんくさい笑えみの男…………九く条じよう。

　そうだ、と慎は思いつき、やっと言葉をこわばる舌に乗せた。

「あ……あの、ユイナ。じゃあ、おれ行くから」

　電話の向こうは沈黙している。だがすぐに彼女はいった。

『……わかった。学校で待ってる』

　優しい、いつもの少女の声だった。みじんも慎に疑問を持っていない素直な口調だった。

　思わず慎は激はげしい痛みに胸を押さえる。なぜこんなにも胸が痛むのかと考えかけて、だがその理由を追求する前に無理やりふるえる指でボタンを押して通話を切った。

　通話を切ったとたん、いまさら強い後悔を感じる。それをふり切り、慎は天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉のオフィスに電話をかけた。けれど応答したのは留る守す番ばん電話の音声だ。九条にもかけたが、相手が圏外か電源ＯＦＦだと伝える無む機き質しつなアナウンスが流れる。

　慎しんは携帯をしまうと、しばらく乗っていなかった自転車を駐ちゆう輪りん場じようから出す。たまに整せい備びしていたから錆さびもガタつきもなかったが、サドルには薄うすくほこりがつもっていた。

　ほこりを払い慎はペダルに足をかけ、地面を蹴けってサドルにまたがった。冷たい空気を裂いて、湿り気の残るアスファルトの上を回る車輪が走り出す。

　幅広の幹かん線せん道路に出ると車通りが増え、大型ダンプやバスが自転車を圧するように真横を通りすぎていく。道路は住宅街を抜け、駅前のビル街へと真まっ直すぐつづいている。風圧と排ガスをかぶりながらも慎はペダルをこぐ足に力を入れた。

　慎は、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉のオフィスを目指していた。

　そう、九く条じように会うために。

　だが、会ってどうするというのか。もしもあの暁歌〈オーバード〉の話が本当で、九条がすべてをあざむき騙かたりをつづけてきたのなら、その口から真実が明かされるとはとうてい思えない。それなら会いに行くこと自体、無む駄だな行為かもしれない。

　しかし慎は暁歌〈オーバード〉の話を思い返しながら考えつづけた。

　もしも本当に今日きようが〝崩ほう壊かいの日〟なら、きっと九条はなんらかの行動を起こすだろう。

　この領域が崩壊し振り出しに戻っても、九条にダメージはないのかもしれない。だが、そんな永遠の繰くり返しのために、彼は自分の望む仮構の領域を構こう築ちくしたのだろうか？

　そんなはずはない。自分の創造した領域の永遠の存続を願ねがったからこそ、脆ぜい弱じやく性せいをおぎなうために他ほかの世界を利用してきたはずなのだから。

　そしてさらに慎は、自分に課かせられているという『選せん択たく』についても思いをめぐらせた。

　選択肢しはふたつ。ユイナと、自分の属する現げん世せ。

　選えらんだ結果どうなるのか暁歌〈オーバード〉は明言しなかった。だが想像はつく。

　彼女を選べば、自分の属する領域は────

　自分の属する領域を選べば、彼女は────

〝……君が得たからだ。破壊する力、確かつ固こたる存在を幻げん影えいとして打ち砕く力を……〟

　そして、〝選ぶ〟とは、どういうことなのか────

　慎は唇くちびるを嚙かんだ。考えたくない方向へ思考が向かっているのに気づいた。

　そのとき唐とう突とつに、ユイナとの会話であれほど胸が痛かった理由にも気がついた。

　彼女を、疑っていたからだ。

　電話越しの彼女の声には、選んだ相手へのひたむきな信頼があった。それが慎に罪悪感を抱かせ、痛みをもたらしたのだ。だが、その罪悪感とは別の声が慎の耳じ朶だにこだまする。

〝……彼女は存在自身が罠わななのだから……〟

　噓うそだったのだろうか。

　あのひたむきさも必死さも、純粋さも優やさしさも全部、自分をあざむきだまして虜とりこにするための、彼女と九条の……〝異い域いき〟のものどもの罠だったのだろうか。

　ほんの昨日きのうまで、あれほど彼女と固く信頼で結びついていたはずなのに。

　いや、信頼で結ばれていたと思っていたのは、自分だけだったのかもしれない。

　そうだ、最初からおかしかったじゃないか。自分みたいな特に取り得もない優すぐれたところもなんにもない平凡なヤツを、あんな美少女が選えらぶなんて。

　彼女の告白を境に、いきなり普通ならあり得ない現象や怪異が現われたのも、彼女がそんな異変が当たり前の世界の人間で、彼女自身がその原因なのだとすれば納なつ得とくがいく。

　いや。納得がいくけれど、でもだからといって彼女のすべてを疑い否定していいのか？

　けれど、けれど、けれど────

　なにを信じればいいのか、なにが真実なのか、慎しんにはわからなくなっていた。一度生まれた疑念は消えず、逆にあとからあとから新たな疑いを引き出した。

　いつしか慎は、暁歌〈オーバード〉の話を真正面から真剣に受けとめていた。

　単なる噓うそや仮定ではなく真実の話として。得え体たいの知れない男だったが、それでも彼の話には無視できない説得力があった。気づいていながらあえて見すごしていた疑念を、彼の言葉で見直したからかもしれない。だからこそいま、自分は怯おびえ不安に駆かられて走っているのだ。

　自転車は駅前の方角へと、ひた走る。

　周囲には高いビル群が増え、車通りと人通りもさらに増える。繁はん華か街がいが近い。慎は前のめりでペダルを踏んで、ただ一心にわきめもふらず自転車を走らせた。

　背はい後ごから、得体の知れないなにかが追いかけてくる気がした。

　胸に深く根を下ろす疑惑が、その不気味ななにかを導みちびいているように、思えた。
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　桜おう菱とう市しの駅ビルに掲げられた大時計の時刻が七時を回る。

　今日きようは平日。駅へ向かう人も駅から出ていく人も多く、構内は混雑している。

　改札口付近の人々の流れは途と切ぎれず、時間の経過とともに増すばかり。はたからはまるで、黒くうねりあふれ出す、濁だく流りゆうのように見えた。




　構内の片隅で白いワンピースの少女は視し線せんを上げた。

　考え深げな美しいまなざしで、彼女は目の前をとおり過ぎるひとの流れを見送る。

　少女の上品な面立ちとひときわ目立つ白の装よそおいに、ふり返る者も多い。だが彼女は自分に向けられる目線に気づかず、外へとつづく流れの中の、だれかの背中を見つめていた。

　──あの背の高い黒いコート。あれは、だれ。

「……どうしたんだ、茉まつ莉り」

　少女の横から少年の小さな声がした。人ごみに埋もれる金の髪がちらりと見える。

「いえ、なんでもないわ、ウィル」

　茉まつ莉りは優やさしくほほ笑えんで首をふると、また駅の出口へ目め線せんを戻した。

　目を離はなした隙すきに、そのだれかの背中はあふれる人々に押し流されたがごとく消えていた。

　……いや、そもそもその『だれか』はいたのか。それすらもあやふやになっていた。

　茉莉は頭をふって、出口に立つ別の人間に視線を移す。

　謹きん厳げんな顔つきの慶けい介すけが、駅舎の巨大な柱にもたれて携帯で話している。外から射さしこむ朝の光が彼の鋭するどい横顔と、かたわらで背筋を伸ばして立つ少女の銀ぎん髪ばつを美しく照らしていた。

　慶介はしばしなにごとか応答していたが、なぜか隣となりのクリスと電話を変わった。少女はいぶかしげな表情で数語やり取りをすると、うなずいて慶介に電話を返す。

　携帯をジーンズのポケットにしまうと、慶介はクリスを従え茉莉のもとへとやってきた。

「苑そのさん、九く条じようさんから電話がありました」

「ああ、才さい木きさん。いったいなんと？」

　慶介が口を開きかけたとき、茉莉の持つビーズバッグから着信音が響ひびいた。

　茉莉は携帯を取り出して開く。液晶に表示された相手の名前にわずかに眉まゆをひそめると、応答ボタンを押して彼女は携帯を耳に当てた。

「はい、苑ですわ。九条さま……」

『やあ、おはよう。苑ちゃン』

　少女の形のいい眉がさらに不安に曇くもる。

「先ほど才木さんに電話をされたのでは。あたくしにまでわざわざ、なぜ」

『鋭い君なら、いまからなにが起こるか薄うす々うすわかってるよね』

　言葉の刹せつ那な、携帯をにぎる白い手袋に包まれた手がかすかにふるえた。

「九条さま、それは……それは」

『ごめンな。俺おれはいつもなにも明めい確かくなことがいえなかった。それでもついてきてくれた君らに、心から感かん謝しやしてる。運が悪ければ、またちがう形で会うかもしれない。そのとき君らは覚えてないだろうけれど、俺はちゃンと覚えているよ。全部、ひとつ残らずね』

「そんな、九条、さま……」

　常に軽けい薄はくだった九条の声はいつになく真剣だった。その声こわ音ねに茉莉は、いいようのない感情がこみ上げて胸がつまり、上う手まく言葉が出せなくなる。

『ウィルにも代わってくれないかな』

　いわれて、茉莉は心配そうに見上げていたウィルに携帯を手渡した。

「団長！　茉莉になにいったんだよ！」

　嚙かみつくようにウィルは携帯をつかんで叫んだ。が、急にその勢いが消える。

「……わかった。それじゃ」

　ウィルは言葉少なに答えて電話を切る。携帯を受け取りながら、茉莉は少年に訊きいた。

「九く条じようさまは、なんておっしゃって」

「駅は任せた、茉まつ莉りを守れって。それから……ありがとう、すまなかったって」

　いま聞いた言葉が信じられないという様よう子すで、ぼうぜんとウィルが答えた。

　四人は無言で立ち尽くした。構内に響ひびくアナウンスと、雑踏の無秩序なざわめきが、沈ちん黙もくする彼らの耳じ朶だを叩たたきつづける。そのとき、クリスが穏おだやかにいった。

「お互いがいれば、なにが起ころうと不安はありません。そうではないですか。そのために選えらび、そのために選ばれたのだと────わたしは、思っています」

　三人は確かく信しんをこめて見返すブルーの瞳ひとみを見つめる。やがて、その瞳に慶けい介すけがうなずいた。

「……行きましょう」

　少年が静かに告つげると、他ほかの三人も追つい随ずいしてうなずいた。四人は連れ立ち、改札口へと向かう。あふれる通つう勤きん客きやくの流れの中へ、彼らの背中は吞のみこまれていった。
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　朝あさ陽ひ射さす駅前のロータリーをなめらかに周回して、市営バスがやってくる。

　郊外行きの停留所前でバスは静かに停車した。きしむ音を立てて乗車口のドアが開く。

　時刻は七時を過ぎている。駅へ入る人々や駅から出てビル街に向かう人々は多かったが、郊外行きのバスを待っている人間は数えるほどしかいない。

　その中に、緑みどりのブレザーの制服を着た、中学生ぐらいの少年と少女の姿があった。

「早く早く、周しゆうちゃん！　桜おう菱とう中ちゆう行きのバス出ちゃうよ」

　乗車口のステップを三段跳とびで越えながら、ほわほわボブカットの少女、乙おと芽めがいった。彼女の後ろにいたおっとりした顔立ちの少年、周が、やれやれとあきれ顔で答える。

「焦あせらなくてもだいじょうぶだってば、乙芽。だいたい、まだやっと七時……」

　いいかけて、周は自分の背はい後ごを通りすぎるだれかをふっとふり返った。

「どうしたの、周ちゃん」

「え……あー、いや、なんでもないよ」

　乙芽に問われて、周はあわててステップに足を乗せた。バスに乗りこみつつ、なにが気にかかったのかと考える。いま通りすぎた、背の高い黒いコートの男だろうか。あれは、いったいだれなんだろう────だがすぐに、その不ふ審しんな思いは周の記き憶おくから消えた。

　こっちこっち、と乙芽はさっさと最後部の席に走る。

「桜菱中の文化祭、すごいんだよ。羽は立だてさんがウサギで滝たき坂さかさんが犬で、ユイナさんがアリスで璃り堂どうさんが女王さまなんだって！　楽しみだー！」

「そ、それは……それは壮そう観かんすぎるね……っていうかハマリすぎだね」

「でしょでしょ。だから早く行かないといい席なくなっちゃうかも」

　座席を埋める乗客は数名しかいなかった。貸し切り同然の広い車内で、乙おと芽めは後部座席に勢いよく腰かける。ついで周しゆうが腰を下ろすと、バスはエンジンの音高く発車した。

　走り出すバスに目を輝かがやかせる乙芽が、不意に窓の外へ視し線せんを移した。

「……あれ？　いまの自転車のひと、羽は立だてさんかな」

　乙芽は子どものように座席に後ろ向きに乗ると、背はい後ごの大きな窓から外を見下ろす。周もつられてふり返った。乙芽のいうとおり、眼下をいましも一台の自転車が走っていく。

　しかしバスと反対方向へ自転車はあっという間に遠ざかり、一秒後には着ている服の色さえ判別できなくなって、道路の彼方かなたへ消え去った。乙芽が首をかしげつつ席に座り直す。

「うーん、見間違いだよね。今日きよう文化祭だから、もう学校に行ってるだろうし」

　その言葉に、周はまだ背後を見やったままつぶやいた。

「いや……乙芽は目がいい。守しゆ護ご士しだから動体視力も優すぐれてる。たとえすれちがったのが一いつ瞬しゆんでも、羽立君と思ったなら、たぶん正しいんじゃないかな」

「え、じゃあ、なんでこんな学校と全然反対の場所にいたのかな」

「さあ、その理由まではわからないけれど」

　バスは静かに走りつづけた。窓の外は見上げるビル群から緑みどりの多い住宅街へと移り変わり、道路も車線が増えて幅広になる。郊外が近い証しよう拠こだ。

　眠気を誘うバスの震しん動どうに、周は軽くあくびをした。朝早く起こされたからまだ眠い。

　彼は先日やっと退院できて、いまは乙芽と、境界標〈テルミヌス〉に手配されたホテル住まいをしている。家に帰る前に、慎しんたちの文化祭を見にいこうと思ったのだ。

　ふと肩に重みを感じる。横目で見下ろすと、乙芽があどけなく可愛かわいい寝顔で自分にもたれていた。静かな震動と車内の暖かい空気に眠くなったのだろう。

「はりきりすぎなんだよね、乙芽は」

　苦笑してつぶやくと、周は座席に深くもたれた。

　先ほどの慎の様よう子すが思い出される。よく見えなかったが、彼はかなり急いでいたようだ。文化祭の朝に、なぜ彼は学校とかけ離はなれたこんな場所にいたのか。わざわざここまで出てくる意味が不明だし、守護士のユイナをつれていないのも不可解だった。

　バスの震動に身をまかせるうち、いつの間にか周はまどろんでいた。まどろむ意い識しきの中でも、つかもうとしてつかめない違和感に、少年は眉まゆを寄せる。

　やはり、おかしい。慎の様子ではなく、もっとちがう別の引っかかりが────

　と、不意にかたわらの乙芽が飛び起きた。彼女は素す早ばやく周の前に立って身がまえる。

「な、なに？　乙芽!?」

　周が驚おどろき身を起こした瞬間、いきなりバスのゆれが激はげしくなる。必死に背もたれにつかまって体を支える周の前で、乙芽が両足を踏みしめて前方へと叫んだ。

「どこへいくつもりなの！」

　そのとき違和感の正体に周しゆうは気づいた。ここまでの間、バスは一度も停留所に止まらなかったのだ。他ほかの乗客たちもまったく騒さわがず身じろぎもせず座っている。

　不意に、運転席の方角から声が聞こえた。激はげしくゆれるバスの中で、マイクも使わないのに、その声は後方の周と乙おと芽めの耳にはっきりと届いた。

「だいじょうぶ。行き先は……学校、だよ」

　温度のないその声こわ音ねと同時に、乗客たちが座席の間の通路へと、踏み出した。
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　携帯を手に、ユイナはどこか上うわの空そらで校門をくぐる。

　液晶の時刻は七時をとっくに過ぎていた。先ほどの電話以降、慎しんからの連絡はない。

　文化祭が始まるのは午前九時。しかしすでに校内は祭りの空気に包まれている。

　昇降口前の受付テント前を通ると、係の委員があわただしく動き回っているのが見えた。準備のためか、昇降口から講こう堂どうや体たい育いく館かんへ、荷物を持って向かう生徒たちもいる。校内は立て看板や花にリボン、各クラスや部活の演だし物ものの案内ポスターで、華はなやかというより派は手で派は手でしくにぎやかに飾りつけられていた。

　だがそのにぎやかな光景とはうらはらに、ユイナの表情は冴さえない。

　薄うす暗ぐらい靴くつ箱ばこの前で、少女は電話での会話を思い返した。

　慎のそっけない口く調ちようが気にかかる。いつもの彼らしくない。なにかを隠かくしているような口ぶりだった。いいようのない、ざわめく黒い不安が、ユイナには止められない。

「……慎」

　名前を口にして、きゅっとユイナは唇くちびるを嚙かむ。後悔が不安とともに胸にせまる。

　彼はどこにいるのか。なぜ、あんなに聞き分けよく電話を切ってしまったのか。こんなに心細くて不安でつぶれそうなら、無理やりにでもついていけば良かったのに……。

　制服の胸に手を当てて、少女がわだかまる懸け念ねんを必死に押し殺していたときだ。

「おはよう、天あま音ねさん。あれ、羽は立だてくんは……どうしたの？　一いつ緒しよじゃないの？」

　声をかけられて、はっとユイナは自分を取り戻した。背はい後ごをふり返ると、香か奈な未みが不ふ思し議ぎそうな顔で靴箱の前に立っている。

「あ……慎は、」

「慎なら用事があるってさ。ちょっと遅れるって」

　答えようとしたとき、薄うすい鞄かばんを手に洋ひろしが昇降口に入ってきた。

「おはよう浅あさ黄ぎくん。え、羽立くんの用事って？」

「おはよ、咲さき屋やさん。いや、なんの用事か知らないけど、やけにあわてた口ぶりでさー」

「なんだ、羽立はまだ来てないのか」

　廊下の端から宗そう司じがやってきた。委員長然としてすました丹に々に儀ぎ乃のも一いつ緒しよにいる。

「なんで？　慎しんになんか用なのか、宗司」

「いや、出番は午後だろ。せっかくだから客寄せに天あま音ねのアリスと」

「ええ、校内を看板を持って歩いてもらおうかと思いまして」

　洋ひろしの問いに、宗司と、そしてにこやかに丹々儀乃が答える。

　後ろで聞いていたユイナはひるんだ。アリスの格かつ好こうで校内中の注目を浴びて回るなんて、恥はずかしくて耐えられそうもない。部外者だっていっぱいくるだろうに。

　……でも、慎と一緒ならいいかも。逆に慎がとてもいやがりそうだけれど。それに慎が恥ずかしがって赤い顔をしているのは、ちょっと可愛かわいいかも……。

「なによ、同じこと考えてたの？　目立つことであたくしたちに勝てると思って!?」

　いきなり横合いからえらそうな口く調ちようが割りこんだ。

　廊下の反対側から、千せん花かが赤いマントと派は手でなミニのドレスをひるがえして歩いてくる。よほど女王様スタイルが気に入ったらしい。

　その後ろを超絶不ふ機き嫌げんな顔でリュウトがついてきた。舞ぶ台たい衣い装しようなのか、黒いシャツと黒いスラックス姿だ。襟えり元もとには赤いネクタイ。

　彼らとともに、案内の看板を持ったダンボール製銀ぎん色いろロボットと、季節はずれの麦むぎ藁わら帽ぼう子しによれよれの服を着た、かかし役の男子も現われる。と思ったら、モップのようなもさもさのたてがみをつけて、鼻を黒く塗ぬりヒゲを頰ほおに描いたライオン着ぐるみまで登場した。
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　もう見るからに、怪しい一団。

　ぼうぜんとするユイナたちに、千せん花かは胸を張っていばりくさった態度を見せた。

「あたくしたちも、ちょうどいまから校内中を回るところだったのよ。比較されてみすぼらしく見えるから止やめたらどうかしら？」

「……んな、ナイ胸誇らしげにそらしても意味ねえよぐぼあ!!」

　横からいらんツッコミをしたリュウトが勢いよく千花にこぶしでぶっ飛ばされた。

「お、おまえはいちいちうるさいのよ、毎回毎回そんなことばっかりこの変態！」

「うるせえ！　この世で一番無む駄だなものを教えてやろうかそれはテメェがつけるブラ」

　派は手でな女王キックにあごを蹴けり飛ばされてリュウトは宙に舞まった。

「黙だまりなさい馬ば鹿か犬いぬ！　だいたいおまえ耳と尻尾しつぽはどうしたの、ちゃんとつけなさいよ！」

「なっ……つ、つけるか、あんなもん！　死んでもイヤだ！」

「え、それはないだろぉ、滝たき坂さかぁ」

　ロボット役の生徒が、頭にかぶったパーツの奥からくぐもる声で発言した。

「俺おれらだってイヤだけどやってるんだぞぉ」

「そうですよそうですよ。僕らばっかにやらせないでくださいよ」

「自分だけ逃げるな～ちゃんとやれ滝坂～」

　かかしとライオンも同どう調ちようすると、リュウトの表情はますます険悪になる。

「オマエらはいいだろ顔わからねーんだし。俺は出してんだぞ、顔。モロに！」

「いいじゃないかぁ、別に恥はずかしい部分をさらしてるわけじゃないしぃ」

「存在が恥ち部ぶになってるだろーがッ！」

「わけわからないこといってないで、さっさと耳と尻尾つけなさい。命令よ、リュウト！」

　びしり！と千花がいい放つ。リュウトは心しん底そこ悔くやしそうな表情で周囲を見回した。

「くっそ、オイ、慎しんはどこだよ？　一いつ緒しよに行くぞ。恥ずかしいヤツがもうひとりいれば、まだ紛まぎれて目立たないかもしれねーしな」

「……ダブルで目立って、もっと恥ずかしいと思う」

「天あま音ね！　そこでぼそっと鋭するどすぎるツッコミするんじゃねえ！」

　わはは、と笑いが起こる。ユイナの横で香か奈な未みがくすくすと笑いながらつぶやいた。

「人気者だね、羽は立だてくん。みんなお待ちかねなのにどうしたのかな」

　そういわれて薄うすれかけていた懸け念ねんが戻り、ユイナの笑えみがふっと消える。ポケットに入れた携帯の重みを意い識しきして、時間を確かく認にんしようと手を伸ばした。

　ふと、その手が止まった。

　ユイナの表情が凍こおりつきこわばる。背筋をおぞましい感触が這はい上ったのだ。

　まるで、冷たい氷の手になで上げられたような。

　ゆっくりと、少女は校門の方角をふり返る。

　なにも変わったところはなかった。テント前やその内部を、忙しそうに行いき交かう生徒や、彼らの様よう子すをのぞく教師がいる。校門から急ぎ足で登校してくる生徒たちが見えて、背はい後ごの廊下からは、準備なのかバタバタと通りすぎていく足音も聞こえた。

　おかしなところなど、いま目に映る光景には、本当になにひとつなかった。

　なのにユイナは感じた。自分を恐怖にわななかせるなにかを、確かく実じつに。

　ふざけて笑い合っていたリュウトも、ふっと険しいまなざしになる。彼はユイナと同じように、昇降口から見える校門の方角をにらみつけた。

「……ユイナさん」

　丹に々に儀ぎ乃のが音もなくユイナの隣となりに歩み寄り、固い声で名を呼ぶ。千せん花かはただならぬ三人の様子に気づくと、いぶかしげに眉まゆを寄せて訊きいた。

「どうしたのよリュウト？　それにユイナさん」

　ユイナは答えない。答えられるような明確な感覚ではなかったからだ。緊きん張ちようにこわばるユイナの隣で着信音が鳴り、丹々儀乃が小声で応答する。

「……はい、ヴィヴィ？　どうしました……なにがくると？　いったい、ここになにが」

　カナメの会話を聞きながら、ユイナは大きく開いた校門の向こうの道路を見み据すえていた。

　ふと、脳のう裏りでなにかがささやくような気がした。

　──門は、境界。この世ならざる場より訪おとなう〝まれびと〟を招き入れる境の印──

　不意に、恐ろしい予感がいま、はっきりと形を成して言葉になった。

　なにかがくる。大気に満ちて空気をふるわせる不ふ穏おんな気け配はいが、ここに。

　次の瞬しゆん間かん、突き上げる衝しよう動どうが少女を襲おそった。それは激はげしい後悔と根源的な恐怖だった。

「慎しん！」

　ここにいない彼の名を叫んで、ユイナが走り出そうとしたときだった。

　その場のだれもの耳に聞こえた。いや、桜おう菱とう中ちゆうにいた生徒たち全員がそれを聞いた。

　彼方かなたから近づく、爆ばく音おんにも似たとどろくエンジン音を。
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　頭上を通過する電車のけたたましい音が、慎の鼓膜を打つ。

　彼が駆かる自転車はガード下を一気にくぐり抜けた。後方に電車の音が遠ざかる。

　裏通りのごみごみした雑居ビル群の一角で急停止すると、慎は自転車を放り出して古ビルの階段を駆け上った。階段の行きどまりにある錆さびたドアの前にたどり着き、飛びつくようにしてインターホンのボタンを激しく押すと、荒い息もかまわず彼は叫んだ。

「開けてください、羽は立だてです、慎です！　だれかいませんか！」

　返事がない。

　無む駄だと思いつつ、慎しんはドアノブをつかんで力いっぱい引いた。拍子抜けすることにあっさりとドアが開く。一いつ瞬しゆん息を吞のんで動きを止めるが、思い切って彼は真っ暗な中に踏みこんだ。

　足を踏み入れて慎は目をみはった。

　そこは、だだっ広い打ちっぱなしのコンクリートの部屋だった。もとは普通のオフィスだったのだろうか。外見も古いが中はもっと老ろう朽きゆう化かしている。足元には床ゆか材ざいを剝はがした跡が残り、その上を雨あま漏もりらしき赤あか錆さびの流れがいくつも這はっている。カーテンのない窓の、汚れたガラスを通して射さしこむ淡い光の中に、ほこりがうずを巻いて踊っていた。

　窓からは、駅周辺の高層ビルがすぐそこに見えた。ということは、いつものように遠くに飛ばされたわけではない。ここは駅裏のビルが存在する正しい場所なのだ。

　だれかの話し声が聞こえた。慎は、その声の方向に視し線せんを移した。

　部屋の陰に、ひとりの男がこちらに背を向けて立っている。ダークスーツで猫ねこ背ぜの男だ。彼は暗がりに身を隠かくすようにして携帯に話している。

「……じゃあ駅は任せたよ。あとは頼むな、ウィル……それじゃ」

　男は携帯をスーツのポケットにしまうと、そのまま両手を隠してふり返った。

「よう、少年。どうした」

「九く条じようさん……」

　ぼうぜんと、慎は男の名を呼んだ。相変わらずの彼のうさんくさい笑えみに言葉が出ない。

「なんの用。こンな朝早く」

　静かな問いかけに、慎はのどの奥にはりつく言葉を無理やり押し出した。

「教えて、欲しいことがあって……来ました」

「なにかな」

「……暁歌〈オーバード〉と名乗るひとに、会ったんです」

　思いきって慎はいい放った。だが、九条の穏おだやかな微笑は変わらない。その様よう子すにひるみそうになる気持ちをなんとか奮ふるい立たせ、慎は言葉をつづけた。

「そのひとは、いいました。今日きようが、崩ほう壊かいの日だって。本当は〝異い域いき〟からの侵攻なんてなかった、敵なんかいなかった、この現げん世せは完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉によって生み出された仮構領域に寄生されてる、そしておれは────おれは、おれは」

　言葉が途と切ぎれる。怖おじ気けづきそうになる。だが慎は、吐き出すように叫んだ。

「九条さんとユイナに、利用されてただけなんだって！」

　叫びに返る答えはない。しかしかまわず慎は身を乗り出した。

「教えてください、九条さん、真実を！　暁歌〈オーバード〉というひとのいうことは本当ですか？　おれをだましてたんですか？」

「…………どうして、だれもかれも〝真実〟を聞きたがるンだろうな？」

　少年の熱ねつのこもる言葉に返ったのは、ざらついた低い声こわ音ねだった。暗がりでわかりにくいが、九く条じようはひどく疲れているように見える。

「たとえどンな〝事実〟を語っても、ひとは見たいものしか見ないし信じたいものしか信じないよ。信じたいものを見るために、ひとはすぐ目の前にある明めい確かくな事実だってねじ伏せる」

「だから説明しないっていうんですか？　なにをいったって、どうせだれにも理解できないって思ってるみたいじゃないですか。それとも、もっと別のなにかを隠かくしてるんですか！」

「少年。君は、なにを信じたいンだ？」

　逆に問い返されて、慎しんは一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。だがすぐに口を開いた。

「信じたいんじゃない、おれは、ただ知りたいだけです。本当のことを」

「じゃあ、君が望む本当のことってなンなのかな」

「詭き弁べんでごまかさないでください！　おれが望んでいることが真実だとは限らないじゃないですか。それに、もうたくさんなんです。なにも知らされずにいいように利用されて、だれかの思い通りにさせられて、だまされて選えらばされるなんて！」

「すべての側面をみな知った上でなにかを選べる人間が、この世に存在するとでも？」

「かんじんなことをなにも知らされず選せん択たくをせまられるのが正しいなんて、思えません。それに、あなたのいっているのは全部言葉の遊びだ！」

　業ごうを煮にやして慎は怒ど鳴なった。

「それなら、どんなことだっていいつくろえるし、どんなことだってひっくり返せる。そうじゃない、おれはただ、教えて欲しいんです。〝真実〟って言葉がそんなに嫌いなら、じゃあ、いい変えます。あなたの────あなたの抱えている〝事実〟を！」

　慎はこぶしをにぎった。にぎったこぶしをふるわせて、慎はさらにいいつのった。

「伝えてください、教えてください。逃げないで、おれに理解させようとしてください！　確たしかに全部を知るなんてできないかもしれない。だれのいうことも正しいし、あるいは間違っているかもしれない。でもおれは知りたい。可能性を考えて、想像して、そして選びたい。たとえおれの気持ちと相容れなくても、納なつ得とくはできるかもしれないじゃないですか！」

「…………少年、君は、本当に真まっ正しよう直じきで真まっ直すぐな人間なンだな」

　ため息とともに吐かれた九条の言葉に、慎は驚おどろいて口をつぐんだ。

　あまりに彼の声が真しん摯しで、腹の底からそう思っているように聞こえたのだ。

「そうか。そういうことか……彼女が望み、選ンだのは……」

　九条はつぶやいた。慎の耳にはほとんど聞こえないぐらい、低い小さな声で。

　慎が聞き返そうとしたとき、九条が暗がりから歩んできた。

　淡い外の光の下に彼は現われた。その姿に、慎は大きく目を見開いた。

　そこに立っていたのは、疲れ果てた男だった。頰ほおはこけ、目の下は黒くくぼみ、髪は乱れてシャツにはしわが寄っている。端たん正せいな造りだからこそよけいに憔しよう悴すいが際きわ立だって見えた。

「いいだろう、話そうか」

　九く条じようは、いつになく真剣な声こわ音ねでいった。慎しんは固かた唾ずを吞のみ、期待してつづきを待った。

　だが、その耳に聞こえてきたのは、

「俺おれは──────そう、君を利用していた」

　淡々とした、冷たい言葉だった。見開く慎の瞳ひとみがさらに剝むかれたように大きく開いた。

「……今日きようは、まぎれもなく崩ほう壊かいの日だ。俺はこの日のためにずっと動いてきた。だれをもあざむき、利用して、準備を進めてきたンだ」

　凍こおりつく慎にかまわず、九条は乾いた声で話しつづけた。

「この〝現げん世せ〟は、仮構の領域とともにある。寄生されてると表現してもかまわない。敵の侵攻なンてなかった、いや、そもそも敵なンていなかった、そうだな、そういってもいいかもね。デイブレイクの侵攻も、ある意味お遊びだったンだから。今日という日のためのね」

「そ……んな……そんな、じゃあ、じゃあ……」

　慎は首をふった。にぎっていたこぶしが力なく開いた。

　わななく声でつぶやく慎を、九条は冷ややかな目つきで見る。

「どうした、少年？　君が望ンで聞きたがっていた〝事実〟じゃなかったようだな？」

「……わかりません……だって、おかしい。どう考えてもおかしい」

　懸けん命めいに少年はいいつのった。

「なにを考えているんです。自分の構こう築ちくした領域を存続させたいために、この〝現世〟に寄生したんじゃないんですか。それをなぜ崩壊させようとするんです。なぜですか！」

「わからないのか？　そこまで話を聞いたなら、もっと聞かされただろう、暁歌〈オーバード〉に。崩壊はまぬがれえないこと、そして君は選せん択たくをせまられていることを」

　九条の言葉に、慎は視し線せんをふとさ迷わせる。

　わからないのかって、なにが？　暁歌〈オーバード〉の話に、九条の真意がわかるような箇所があっただろうか？

　だが考えこむ慎の思考を、九条の言葉が破る。

「俺は、目的を果たすためにすべてを賭かけている。そのためにはだれをも利用するし、どンな卑ひ怯きようなこともするよ。それがイヤなら俺を殺せばいい。いまや、君にはその力がある」

　そして彼は、ゆっくりとひとつの名前を呼んだ。

「君こそが、ふたつの領域を結ぶ〝門〟、境界の王────レクス・フィニスだからね」

　言葉の瞬しゆん間かん、空気が冷えた。慎は、自分の血が凍った気がした。

　目線を落とす。足元を這はう赤あか錆さびの跡が目に入る。まるで、自分の流す血のような。

「……本当……なんですね。それが、あなたの側の〝事実〟なんですね」

「そうだ」

「だったらユイナは？　彼女は、あなたに利用されただけですか。それとも、まさか……」

　慎しんはいいよどむ。恐ろしさに唇くちびるはわななくばかりで、なにもいえなかった。うつむく少年を、憔しよう悴すいした九く条じようの痛ましげな微笑が見下ろした。

「……そうか。それが、君が一番聞きたいことなンだな……でも、俺おれはいわないよ。事実を隠かくすとそれは〝真実〟になる。自分の目で見て、確たしかめて、そして君自身が選えらべばいい」

　慎はうつむいていた。だが不意に、九条が身をひるがえす気け配はいを感じた。

「どこへ行くんですか！」

　叫ぶ慎の視界に、部屋の反対側へ歩む九条の背中が入った。彼が向かう先には、化け粧しよう板ばんの剝はげたひとつのドアが見える。九条はドアを開けて中に足を踏み入れながら答えた。

「……いったはずだ。俺は今日きようのために画策してきたと。だから、その目的に向かうのさ」

　閉まるドアに隠れる寸前、彼の瞳ひとみに、どこか哀かなしげな色がよぎった。

　ドアが閉まる音が、がらんどうの部屋に響ひびく。ぼうぜんとしていた慎は我われに返り、急いでドアに駆かけ寄るとノブを引いた。

　がくぜんとした。

　ドアの向こうはトイレだった。もちろん九条の姿はない。

　狭くて暗い個室には、よどんだ下水の臭しゆう気きがこもっていた。吐き気のする臭においに慎はあわてて扉とびらを叩たたきつけるように閉める。閉まるドアを見つめて、慎は頭をふった。

　わからないことだらけだが、少なくともはっきりしたことはひとつだけ、ある。

　そう、今日が……………………〝崩ほう壊かいの日〟だということが。

　慎はかすかに身ぶるいした。得え体たいの知れない恐怖が背筋を這はい上ったのだ。

　そして、その瞬しゆん間かんだった。

　体が激はげしくふるえた。足元がゆらいで思わず慎はぐらりと倒れかかった。

　地じ震しんではない。目に見えない大きな波動……いや、大きな気配だ。大気をゆるがすような、そんな壮絶な気配だ。

　恐ろしい勢いで慎はふり返った。背はい後ごにある窓の向こうに駅前のビルが見えた。

　その方角を見た瞬間、慎は知った。

　──────たったいま、〝それ〟が始まったことを。
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　駅前のロータリーには、次から次へとバスやタクシーが訪れては去っていく。

　そのロータリーの中央を目指し、ひとりの男が道路をよぎって歩いていた。黒いロングコートに身を包み両手をポケットに入れた、サングラスの大柄な男だ。

　行いき交かう車の流れを無視した大胆な足取りに、駅へ急ぐ人々がふり返る。タクシーの運転手が急ブレーキを踏み窓を開けて罵ば声せいを飛ばした。しかし男の歩みはゆるがない。

　彼はロータリー中央の大だい花か壇だんに足を踏み入れる。冬枯れを前にわびしく色あせ、それでもけなげに咲いていた秋の花々を、黒革のブーツが無残に踏みしだいた。

　花壇の真ん中で、男は頭上を見上げる。空にはいつしか薄うすい雲がかかっており、先ほどまで射さしていた朝あさ陽ひは閉ざされている。彼はゆっくりとコートのポケットから両手を出し、そして大きく真横へ広げた。まるで、天から落ちるなにかを受けとめるように。

　天を見つめる男の唇くちびるが、ゆっくりと開く。

「────来たれ、破は壊かいの徴しるしよ。境界の王〈レクス・フィニス〉を導みちびくために」

　低い小さなつぶやきが、周囲を行いき交かう車の音に混じって響ひびく。




「発動……………………………………………………………〝黎明〈デイブレイク〉〟」




　大きく広げた彼の両手の指すべてに、鈍にぶく光る細い環わがはまる。




　十月一日、午前七時半。

　かくして崩壊の一日は、始まった。
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　周しゆうと乙おと芽めを乗せたバスが速度を上げる。

　すさまじい加速に窓の外の景け色しきが流れた。バスは正規のルートをはずれて壮絶なスピードで狭い生活道路に入りこんでいく。周と乙芽は周囲を見て蒼そう白はくになった。

「な……！　こんな、なんで！」「やめて、止めてよ！」

　車一台通るのがやっとの道をバスは暴ぼう走そうする。道みち端ばたに置かれた自転車や店の看板を次々と跳はね飛ばし、花壇に乗り上げ花々を引きつぶす。通行人が叫びながら逃にげ惑まどった。

　激げき走そうの車内で、一斉に乗客たちがこちらをふり返り足を踏み出した。

　数はわずか五名。だが彼らの顔を見て、周と乙芽は蒼白になった。

　同じ造りだ。灰はい色いろの髪と灰色の服、色のない青白い肌。唇くちびるだけが濡ぬれたように紅あかい、壮絶な美び貌ぼうの少年と少女たち。彼らは同じ顔で同じ表情で、自分たちを見ている。見るだけで薄うすら寒くなる同じほほ笑えみを浮かべて。

　…………彼らは、デイブレイク。

　すさまじい恐怖に周は心しん臓ぞうが凍こおった。声どころか息すら失われた。

　後部座席で立ちすくむ周と乙芽へ、美しい造りの不気味なそれらが歩み寄る。

「来て、円環蛇〈ウロボロス〉！」

　おぞましい空気を懸けん命めいに跳はね除のけ乙芽が叫ぶ。少女の両手に光が生まれて次の瞬しゆん間かん、鋭するどいふたつの円えん刃じんが出現した。彼女は戦具をにぎり異い形ぎようどもへ走る。とっさに周もリングをはめた。だがそのときバスがすさまじい速度で曲がった。

「きゃあっ！」

　車体が傾きふり回されて、乙芽は座席の背もたれとついで床ゆかへと叩たたきつけられる。

「乙芽！」

　名を呼んだ瞬間、周の視界に前方のフロントガラスを通した景色が入った。

　住宅街を貫く道の彼方かなたに建つ大きな建物が見える。おそらく桜おう菱とう中ちゆうだ。校門が、まるでこの暴ぼう走そうバスを待ち受けるように大きく開いている。あの開いた校門を抜けて、バスは校舎に激突するつもりなのだ────と悟った刹せつ那な、少女の悲鳴が車内に響ひびいた。

「いやぁああっ！」

　床から起き上がりかけた乙芽の足を枯れ木のような細い腕がにぎり引きずっていく。周は思わず身を乗り出した。だが白く細い手が彼をつかんで床へと激はげしく押し倒す。

「周しゆうちゃん！」

　乙おと芽めが手を伸ばすが届かない。座席の間に押さえつけられた周の上に、冷たい灰はい色いろの顔がのぞく。冴さえ冴ざえとした影かげを落として、抑よく揚ようのない同じ声がいくつも降ってくる。

「やあ……称号〝円輪〈ケルビム〉〟……」「これから僕らは……」

「……祭りへと乱入する」「祭りへ」「祭りへと」

「行進だ」「行進だ」「行進するのだ」「我われらは進むのだ！」

　先頭の灰色の少女が片手を上げる。手首には妖あやしく光る蛇へびが巻きつきうごめいていた。

「…………この、這はいつくばる贄にえを高くささげて」

　銀ぎんの蛇が不吉な輝かがやきをもって彼の目を射いる。周の口から声にならない悲鳴が上がった。

「どいてえっ！」

　円えん刃じんの光が閃ひらめいた。乙芽が二対の戦具で周囲を切り飛ばし、駆かけよろうとする。

　走る乙芽の体で周はその背はい後ごが見えなかった。見えたなら彼女を止めたはずだ。運転席からなにかが立ち上がり、凍こおる笑えみで乙芽を見ている姿が見えたなら────

「周ちゃ…………！」

　突如、周の目の前で、乙芽の動きが止まった。周は大きく目を剝むいた。

　少女の腹の中心から、鋭するどく尖とがったなにかが生はえている。それは、あの銀色に光る蛇だ。突き出た蛇の先端から赤い滴しずくが垂たれて、床に滴したたり落ちた。その滴りが、増えていく。

「あ……あ、あ……ああ……」

　乙芽が上げる苦く悶もんのあえぎを、色も温度もない言葉がさえぎった。

「手加減も、遊びも、全部………………今日きようで、終了だよ」

　少女の肩ごしに色のない双そう眸ぼうをのぞかせ、灰色の少年は薄うすく嗤わらう。周のそばにいた灰色の少女が左手を閃かせた。だが甲かん高だかい刃音が宙を走る銀の蛇の軌跡を弾はじいてそらす。

「……させない、よ……！」

　不気味な戦具に貫かれた乙芽が円刃を投げたのだ。彼女は懸けん命めいに身をよじり床ゆかを蹴けり身に突き刺さった蛇から逃のがれると、残ったもうひとつの円刃で素す早ばやく周囲を薙なぎ払った。

　彼女の周りにわずかな空間ができる。その間かん隙げきを逃さず、傷ついた体で前のめりに走りながら、乙芽は周を囲む灰色の者へと果敢に円刃をふり上げた。

　刃やいばと蛇のぶつかる金属音。

　投げられる蛇を次々と片手の円刃が弾く。彼女は一息で周の間近にたどり着き立ちふさがる灰色の少女に斬きりかかる。だが深い傷を負う乙芽にはそこまでが限界だった。

　灰色の少女が斬りかかる乙芽を銀色の蛇で激はげしく打ち払う。

「いやぁっ！」

　悲鳴を上げてにぎった戦具ごと乙芽は弾き飛ばされた。周は乙芽の名を呼ぼうとした。しかし同時に空気を裂く音が聞こえて、

「……あ……ぐ、……がぁっ!!」

　口から出たのは、痛みに悶もん絶ぜつする叫びだった。硬い感触が彼の腕を深々と貫いている。少年を取り囲み灰はい色いろの者どもがせまる。周しゆうはさらなる衝しよう撃げきを予想して、恐怖に目を閉じた。

　次の瞬しゆん間かん、肉に突き刺さる鈍にぶく痛々しい音がした。────なのに、痛みはない。周はおそるおそる目を開けた。そしてはっと鋭するどく息を吞のんだ。

「……させない……って、ば……」

「乙おと芽め!?」

　乙芽が、頭上で四つん這ばいになり周を見下ろしていた。身につけた制服のシャツが血に汚れている。彼女は周をかばいその体で敵の戦具を受け止めていたのだ。

「ごめん、ごめん……周、ちゃん……」

　少女の唇くちびるから声が生まれる。開く唇の端から赤い流れが伝い、見上げる周の頰ほおに落ちる。

「守れない、ボクだけじゃ……逃げて、周ちゃん、だけでも……」

　言葉半ばで、ドン、と乙芽の体がゆれる。ごふ、と少女がさらに血を吐いた。両肩を、制服のスカートからのぞく白いふとももを、細い腕を、新たに蛇へびが貫いていた。

　それでも彼女は周をかばい動かずに、食いしばった歯の間から声をふりしぼる。

「ごめんね……ボク、やっぱり弱いんだ……周ちゃんを守る、力……ない。せめて、ボクが死んでも、周ちゃんが、生きていれば……だから逃げて……お願ねがい、だから……」

「……乙芽」

　周の顔がゆがんだ。その上に、乙芽の体がぐらりと倒れかかる。体から蛇が抜けて、周のかたわらに血まみれの彼女がゆっくりと沈んだ。

　倒れるふたりを囲み、五対の瞳ひとみが見下ろす。色も温度もない非情なる者どもの瞳が。

　周は手を伸ばして投げ出された乙芽の手をにぎった。

　床ゆかの震しん動どうが激はげしくなる。激げき突とつへ向けての加速だと周は理解した。

　彼は乙芽の手を強くにぎる。にぎったまま体の陰でリングのはまる片手を動かし、激しくゆれる床をなでてつぶやいた。

「…………──　逆輪〈コントラリ・クルスス〉　──」
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「あ──あれ！」

　昇降口から校門を指差す千せん花かの声に、その場のみなは凍りついた。

　道路の彼方かなたから桜おう菱とう中ちゆうへ恐ろしいスピードで巨大なバスが走ってくる。

　次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが響ひびき渡った。暴ぼう走そうバスが校門に激突した音だ。文化祭の看板をはね飛ばしコンクリートの門柱をフロントバンパーで砕くだいてさらにバスはテントへせまる。

　信じられない光景にだれもがとっさに反応できなかった。校門前のテントにいた生徒たちも、逃げるどころか動くことすらできない──────

　いきなり前ぜん輪りんがあらぬ方向に曲がった。

　タイヤを鳴らし傾くようにしてバスが急転回する。そのまま壊こわれた門柱につづくコンクリート塀べいへ向かって激げき突とつ、壮絶な音で塀をなぎ倒し破は壊かいすると、バスは斜めに傾かしいで止まった。

「……に、逃げるんだ、逃げてくれ、みんな！」

　弱々しい叫びが聞こえた。壊れかけて開いた後部ドアから転がり出る、傷ついた少女を支える少年の声だ。千せん花かには彼らがだれなのか一目でわかった。

　周しゆうと乙おと芽めだ。ふたりとも緑みどりのブレザーの制服を血に汚している。乙芽の方がひどく、周に抱きかかえられてぐったりしている。その無残な姿に千花は蒼そう白はくになった。だが彼らのあとにつづいてバスのドアから現われた姿を見た瞬しゆん間かん、さらに全身の血が引いた。

　五人の、灰はい色いろの少年と少女。

　黒こく灰はい色しよくのノースリーブパーカーからのぞくむき出しの二の腕は折れそうなほど細く、その細さに彼らの異様さ不気味さが際きわ立だって見えた。彼らは傾いだバスから降り立つと、そろって嗤わらった。すさまじいまでの美び貌ぼうが、醜みにくい嗤いを形作る。

　次の瞬間、空気を裂いて飛ぶ鋭するどい音が聞こえ、同時に周と乙芽が吹ふき飛んだ。

　逃げるのがやっとの傷ついたふたりは、地面に叩たたきつけられ動かなくなる。その間近にただの一歩で灰色の五人が近づいた。

「止やめなさい！」

　千花は思わず叫んだ。引いた血の気が激しい怒りに音を立てて沸わき上がるのを感じる。彼女はとっさにリングをはめてこぶしをにぎり、足を踏み出した。

　そのとき炎のようなオレンジレッドが彼女のかたわらを流れて走った。

「千花、生徒をどっか逃がせ！」

　リュウトが真まっ直すぐに敵を目がけて駆かけていく。

　一歩遅れて悲鳴が上がった。テント付近にいた生徒たちだった。リュウトはいまだ固まる彼らへ「逃げろ！」と言葉を投げつけ、恐ろしい速度で走りながら叫んだ。

「神み渡わたし！」

　渦巻く風が彼の両手脚に宿る。風をまといリュウトは灰色の群れに襲おそいかかった。

　即座に灰色の五人は散開する。だが壮絶な竜たつ巻まきのごとき蹴けりがひとりを蹴り飛ばした。

　飛ばされたそれは壊れたコンクリートの塀にぶち当たり大きく跳はね上がって沈んだ。瓦が礫れきの間にくずれる灰色の姿に目もくれず、少年は周囲に散った四人をにらみつける。

「……イイ度胸じゃねえか、真正面から乗りこんでくるなんざな」

　低く重い言葉がリュウトの唇くちびるから生じた。

　荒げた声ではない、しかし彼が激げつ昂こうしているのは明らかだった。

　彼の両手脚にはいかついナックルバスターと足甲が出現している。その姿でオレンジレッドの髪の少年は、倒れた周しゆうたちをかばい敵の前に立ちはだかった。

「……そちらこそ」「真っ向から」「ひとりで挑戦とは」「いい度胸……」

　四人が歌うように告つげた。瓦が礫れきの塀へいの間からも灰はい色いろの姿が立ち上がる。と、なんの前触れもなく灰色の少女が足を踏み出し瞬しゆん時じにリュウトのそばに現われる。

　いきなり至近距きよ離りで銀ぎん色いろの蛇へびが飛んだ。

　リュウトは無言で右手を閃ひらめかせ、黒い手甲で蛇を打ち払う。頭部を狙ねらう次の一いち撃げきを身をかがめて避け、少年は地に手をつき思い切り蹴り回した。足をすくわれ倒れる相手の腹に、ぶち抜く速度でこぶしをめりこませると、灰色の体が身を折り曲げ跳はね上がって動きを止める。

　だがわずかにかがんだ彼の背中に空を裂く銀の戦具が飛んだ。

　刹せつ那な、金属を跳ね返す衝しよう撃げき音おんが響ひびいた。ふり返るリュウトの前に明るい色の長い髪がなびく。そこにはユイナが白銀の剣を持って立っていた。

「よけいな介入するな、天あま音ね！」

「うるさい、滝たき坂さか。ひとりじゃ無理だ！」

　ユイナはリュウトに叫び返し、両サイドに剣を流すように薙ないだ。両側に立つ灰色の姿がふたつ吹き飛ぶ。しかし先ほどリュウトが地面に打ち倒した灰色の少女が立ち上がった。深いダメージを負っているはずなのに、美び貌ぼうが浮かべる氷の笑えみは変わらない。

「素直に死んでろよ、化ばけ物ものが！」

　リュウトが叫んで走る。ユイナも剣をにぎって追随した。

　ふたりが戦う隙すきに周が乙おと芽めを助け起こして立ち上がろうとした。だが怪け我がの痛みに思うように体を動かせず、もつれた足で再び地に倒れかかる。

「二にの関せき、百もも世せさん！」

　ふり返りかけたユイナの前に灰色の少年ふたりが出現、いきなり同時に左手を投げた。

　少女へ蛇の形の戦具が飛ぶ。ユイナは剣で蛇を打ち払うが、動きを一いつ瞬しゆん止められて周たちに届かない。その間、もうひとつの銀の戦具が周たちへと走る。

　乙芽が気力をふりしぼり、とっさに手にした円えん刃じんで受け止めた。しかし戦具に巻きつく蛇に引きずられ、彼女は自分を抱く周ごと再び地面に引き倒される。蛇が身を引くと円刃は奪われ乙芽の手から離はなれた。そこへなおも鈍にぶい銀の光が走る。

「──　飄風鑓〈フラトゥス・イクトゥス〉　──!!」

　突如、強烈な突とつ撃げきの突風が生まれた。風の刃やいばが、灰色の少年たちの全身を斬きり刻み空に巻き上げ、次の瞬間激げき烈れつに地面へと叩たたき落とす。

「千せん花か！」

　色いろ鮮あざやかなミニのドレスをひるがえし、千花が周のそばに立っていた。

「ユイナさん、二関君と百世さんを助けて体たい育いく館かんにでも避ひ難なんさせて！」

「だけど、千せん花か」

「ふたりを守って避ひ難なんさせるなら、とっさの動きに長たける守しゆ護ご士しが適任よ。それに」

　千花はリュウトの方を見て、きっぱりいい放った。

「こんな馬ば鹿か犬いぬでも、隣となりで一いつ緒しよに戦うのはあたくしだわ」

　その言葉にリュウトが一いつ瞬しゆん声を失う。だがすぐに心得たとばかりに、にやりと笑った。

　ユイナは無言で誇り高い少女を見返すと、うなずいて即座に行動に移す。乙おと芽めを助け起こし、周しゆうと一緒にこの場を去るユイナを見届け、千花はリュウトと並んで灰はい色いろの姿に向き直る。その全身には気迫と闘とう志しがみなぎっていた。

　先ほど千花が放った風の現象〈フェノメノン〉に打ち倒されたふたり以外、残るは三人。その内、リュウトによって瓦が礫れきに叩たたきこまれたひとりと、一いち撃げきを腹にくらったひとりは、わずかに足元がふらついている。しかし、残るひとりが感情のこもらぬ声で小さくつぶやいた。

「……馬鹿だね」

　言葉に重なり悲鳴が上がる。ふり返る千花とリュウトの面おもてが、一瞬にして蒼そう白はくになった。




　戦う千花たちの後方で、校門前にいた生徒たちが昇降口へと必死に走る。

　いまにも転びそうになりながら、眼前の惨さん劇げきから少しでも離はなれようと、彼らは靴のまま校舎内に駆かけこむ。だが、そのときだった。

　つんざく女生徒の悲鳴が上がった。廊下に上がりかけた生徒たちがふり返る。

　灰色の少年が彼らの背はい後ごに出現していた。それは、バスでやってきた五人の中のひとりではない。彼は細い枯れ木のような腕で、女生徒の頭をわしづかみにしている。女生徒は恐怖に顔を引きつらせ、自分を拘束する不気味な相手を見上げた。

　血ち化げ粧しようをほどこしたかのような赤い唇くちびるが、彼女にささやく。

「……鈴すず原はら美み香か……」

　それは、灰色の少年を見上げる女生徒の名前────刹せつ那な、彼女の姿がかき消えた。

　存在の痕こん跡せきもなく消滅の気け配はいもなく、いきなり、消えた。

　灰色の少年は消えた少女の頭をつかむ形に開いた手のひらを見下ろすと、つぶやいた。

「狙ねらいは、無差別なんだよ。それに……」

　いつしか空が、薄はく暮ぼのごとき暗さに変化していた。光は薄うすれ、地面に落ちる影かげが消える。

　だが、黒こく灰はい色しよくの靴が踏みしめる足元には、黒々とした闇やみのような影が落ちていた。その地面に落ちる黒い影が、盛り上がる。指の形に、手のひらの形に、空をつかもうと伸ばされる幾本もの黒くゆらぐ腕の形に。

「……僕らだけじゃあ、ないしね」

　黒灰色の少年の足元から、無数の黒灰色の姿が、ざわり、と一斉に這はい上がった。




　校内は手がつけられないほど騒そう然ぜんとなっていた。

　警けい察さつや救急車を呼ぶ電話は通じない。携帯でさえも不通だった。

　対応に混迷する職しよく員いん室しつと比べて、生徒たちはまだ事態の深刻さが吞のみこめていなかった。

　生徒たちは窓に鈴なりに群がり、破は壊かいされたコンクリート塀ぺいとそこに突っこみ傾くバス、灰はい色いろの少年少女と対たい峙じするユイナたちという光景を、騒さわぎながら見物していた。携帯で撮さつ影えいする者すらいた。あるいはヒステリックにうろたえるか、友人たちと固まり怯おびえるかで、だれひとり逃げようとしなかった。

　非現実的。

　あまりに眼前の光景はフィクションめいて、だれもが本気に受けとめられなかったのだ。

　いつの間にか空の光は失うせ、外は夕暮れの時刻のように薄うす闇やみに包まれている。明度の変化はあまりにゆるやかにひそやかに行われたために、不自然に感じた者はいなかった。

　その薄暗がりの中、生徒たちが群がる一階の窓のすぐ外に、だれかが立っていた。

　灰色の服、灰色の長い髪、壮絶な美び貌ぼうの少女たちだ。校門前にいた五人ではない、薄闇にまぎれて校内に侵入したのか。少女らしからぬ低い声で、灰色の彼女たちはつぶやいた。

「……そう、僕らはこの場所に至る〝門〟を通過した」

　滑るように灰色の靴が踏み出す。窓のさらに間近に歩み寄り、群がる生徒たちの間に灰色の腕を差し入れて、ひとりの男子生徒のあごをぐいとつかむ。

　血ち塗ぬれた唇くちびるが、吐と息いきのごとく生徒の名を呼ぶ。

「……高たか森もり甲こう一いち……」

　その瞬しゆん間かん、男子生徒の姿はかき消えた。

　彼が占めていた場所に、ぽっかりと空間が空く。なにもない。なにひとつそこにはない。彼がいた痕こん跡せきはなにひとつない。見ていた者たちの記き憶おくからも彼の情報は突然、失われた。

　……ただ、自分の目の前でたったいま〝だれかが消えた〟という事実だけが、残った。

　灰色の少女がほほ笑えむ。自分を見つめる多くの顔を見回して壮絶な美貌で、残忍に。

「さあ、つぎは…………君、かな」

　彼女はつぶやいて、細い指先を伸ばした。

「う、うわあああああああ────っ!!」「いやあああああっ!!」

　恐怖にひきつる悲鳴がそこかしこから上がった。

　一斉に生徒たちは窓から離はなれた。二階、三階から見下ろしていた者たちも同じく身をひるがえした。彼らはやっと、やっとのことで気がついたのだ。

　目の前の光景が────〝現実〟だということに。

　次の瞬間、窓の桟さんにたくさんの白い指がかかる。そして同じ造りの灰色の集団が同じ顔をのぞかせ、ゆっくりと這はい上った。




　恐慌状態の生徒たちが廊下へ逃げる。たちまち廊下はパニックにかられて殺到する者たちで身動きも取れなくなった。

　向かう先のあてはない。離はなれたい、あのわけのわからない者たちから遠ざかりたい。

　────目の前の〝非現実〟的な〝現実〟から、逃のがれたい。

　その想おもいだけが彼らを突き動かし、追いたてた。

　混雑はひどくなる一方だった。あちこちから絶え間なく悲鳴が上がり、その悲鳴があの灰はい色いろの集団が校内に潜せん入にゆうしたのかという恐怖をかきたてる。動くことすらままならなくなり、押されて倒れ、踏まれる者たちの怒ど号ごうや嘆きの叫びが、さらなる恐怖を呼び寄せた。

　そのときだった。突如、生徒たちの頭上にアナウンスが響ひびき渡った。

『勧告。即座に体たい育いく館かんへ避ひ難なんしてください』

　混迷に水を打つ冷静な声は、丹に々に儀ぎ乃の要よう子このものだった。

『告知。わたくしは二年Ｂクラスの学級委員長、丹々儀乃要子です。勧告を繰くり返します。即座に体育館へ避難してください。学級委員は、自分のクラスの生徒たちを先せん導どうしてください。先生方も体育館へ生徒の誘ゆう導どうをお願ねがいします。繰くり返します……』

　生徒たちは顔を見合わせた。

　人間はとっさの際、明めい確かくかつ具体的な指示があればそれに従いやすい。特に目の前のできごとに我われを失っていた彼らにとって、それは天よりの啓けい示じに等しかった。

　繰り返される冷れい徹てつな声のアナウンスに、わけがわからないなりにも、みなはやっと目的を持って体育館へと動き出した。




　香か奈な未みは混乱していた。記き憶おくも、思考も。

　丹々儀乃が「体育館へ逃げてください！」と告つげて、香奈未の手を引き体育館の方角につづく廊下へ移動させると、そのままどこかへ行ってしまったのは覚えている。

　逃げろという言葉に動かされ、彼女は洋ひろしや宗そう司じのあとにつづいてやみくもに走った。

　校門前の惨さん劇げき。バスから現われた灰色の少年と少女。見覚えなどないはずなのに、あの背筋を寒くする美び貌ぼうに香奈未は記憶の底が刺し激げきされる気がした。

　なにより彼らに向かっていったユイナたちの姿が脳のう裏りから離れない────

　渡り廊下を走った先に、体育館の両開きのガラス扉とびらが見えてきた。頭上に聞き覚えのある声のアナウンスが流れる。要子ちゃんだ、と香奈未は気づいた。

「な、なんかわかんないけど、とにかく中、入ろうぜ」

　洋が扉を開けてうながした。カーテンが閉め切られて真っ暗な内部がのぞく。

　背はい後ごから他ほかの生徒たちの足音とざわめきが近づいて、恐怖の悲鳴と怯おびえの泣き声とともに、あっという間に体育館へと一斉になだれこんだ。

　戸口にいた洋と宗司がその流れに巻きこまれ、香奈未は逆に弾はじき出されて距きよ離りが開く。

「咲さき屋やさん！」

　洋ひろしが混雑の間から手を伸ばし、必死の声こわ音ねで香か奈な未みを呼んだ。しかし見る間に彼は押し寄せる生徒たちの中に埋もれていく。香奈未は渡り廊下の端に立ち、その光景を見ていた。彼女のかたわらを次々と生徒たちが走っていく。香奈未を邪じや魔まだと突き飛ばす勢いで。

　ぎゅ、と香奈未は体のわきでこぶしをにぎった。

　不意に少女はきびすを返し、逃げる生徒たちと反対方向へと走り出す。

「咲屋！　どこへ行くんだ！」

　背はい後ごで宗そう司じの叫びが聞こえた。だが香奈未はふり返らない。

　自分でもなにをしているかわからなかった。馬ば鹿かげた行為だとわかっていた。それでも彼女はある場所へと向かう自分を止められなかった。

　校門前へ。廊下を走る香奈未の行く先は、真まっ直すぐその方向だった。




　ユイナは周しゆうと一いつ緒しよに乙おと芽めを支え、薄うす暗ぐらい校内の廊下を体たい育いく館かんへと向かっていた。

　幸い追ってくる灰はい色いろの姿はない。それでも彼女は剣をにぎり周囲を警けい戒かいしつつ進む。一刻も早く周しゆうと乙おと芽めを避ひ難なんさせ、千せん花かたちの戦いを助けなければと焦あせりがつのる。

　けれど本当は、それよりも気になることがあった。

　────慎しん。

　ユイナは歯を食いしばり、声に出したくなる衝しよう動どうを懸けん命めいにこらえる。

　先ほど携帯を広げたが、液晶に表示されたのは圏外の文字。思う相手と連絡を取る術すべは絶えていた。それに目の前のこの状況を放っていけない。

　だが慎がどこでどうしているのか、この状況だからこそ恐ろしいまでに不安だった。

　自分の知らない場所で、異い域いきの輩はい流りゆうどもに襲おそわれているのではないか。彼こそひどい怪け我がを負ってはいないか。そう考えただけで、狂おしいほどの切ない想おもいに苛さいなまれる。

「乙芽、だいじょうぶ……？」

　周の言葉に、ユイナは自分が支える乙芽へ視し線せんを移す。

　彼女の怪我はひどかった。破れた制服と全身を血で汚し、肩で荒い息をしながら歯を食いしばる様よう子すは、見ているユイナにも痛みが伝わる気がするほどだった。

　だが彼女は血に汚れた愛らしい面おもてを上げて、わずかにほほ笑えんだ。

「だい、じょうぶ……リングはめてる、から……少し、痛み、ひいてきた」

　乙芽はそういうが、無理をしているのは明らかだった。

　けなげな少女の言葉に、周が苦しそうに顔をゆがめる。彼も怪我をしていたが、その表情は、怪我の痛みの苦しさではない。

「あ……！」

　不意に乙芽の足元が滑った。少女の体が滑り落ち、床ゆかにひざをつきかける。

　そのときだれかが駆かけ寄って、落ちる寸前の乙おと芽めの体に手を差し伸べて支えた。

「咲さき屋やさん！」

　ユイナの視界に前髪をヘアピンで止めた少女が入った。

　彼女は乙芽を抱きとめて、蒼そう白はくの面おもてでユイナを見上げている。思わずユイナは叫んだ。

「なにしてる。ここにいたらだめ。逃げて！」

「……わ、わかってる。でも、でもどうしても訊ききたいことがあって」

　香か奈な未みは必死の面おも持もちでユイナへと口を開いた。

「あ、あの灰はい色いろのひとたちは、なんなの？　いま、なにが起こってるの？　ユイナさんたちはなんで、あのひとたちと戦うの？　それって、それって、」

　香奈未は唇くちびるをわななかせ、思い切ったようにいった。

「羽は立だてくんも、関係してるの……？」

　ユイナは胸をつかれた。

　彼女は慎しんを思うあまりに、状況もわからず戦う術すべすらないのに、戻ってきたのだ。

　胸が痛む。深い亀き裂れつのようにその痛みは、ユイナの胸に走り広がった。

　彼は……慎は、香奈未の側の人間だったはずなのだ。

　自分が選えらばなければ、彼はなにも知らない普通の人間だった。香奈未や洋ひろし、宗そう司じたちのように、なんの危険もない穏おだやかな普通の生活を送れたのだ。異い域いきのものどもとの戦いに巻きこまれ、死の淵ふちに立つような怪け我がをすることもなかったはずなのだ。

　ごめんなさい、とユイナは、自分を見つめる香奈未に心の中で思わず詫わびた。

　自分が奪ったのだ。彼があるべき場所を、彼を慕したう者のそばから────

　そのとき、周しゆうが口を開いた。

「天あま音ねさん、ぼくらは…………羽立君を、駅前で見かけました」

　思いがけない言葉に、はっとユイナと香奈未は周を見る。

「ぼくらの乗ったバスとは反対方向へ自転車で……たぶん、駅裏でしょう。なぜ、彼はひとりであんな場所にいたんですか。その理由は知っていますか」

「……わからない。慎は、なにも詳しいこといわなかった。ただ用があるって、電話で」

「そうですか。守しゆ護ご士しであるあなたに説明もなく、ひとりで行動しているんですね」

　ユイナの答えに、周は考え深げなまなざしで見返した。

「彼は必要もなく噓うそをついたり隠かくし事ごとをしたりするタイプじゃない。おそらくあなたにいえない理由のために、彼はひとりで行動しているんです」

「あたしに、いえない理由……？」

「はっきりとはわかりません。でも、尋じん常じようじゃないことが起こっている気がします。あんなに大量にしかも一度に、デイブレイクが襲しゆう撃げきしてくるなんて、聞いた覚えがない……」

　周は血のにじむ面に決意を秘めて、ユイナに力強く告つげた。

「行ってください。ここはだいじょうぶです。璃り堂どうさんたちも……ぼくも、いる。あなたには守りたいひとがいるはずだ。そのひとのそばに、行ってください」

　ユイナは目を見開いた。

　そうだ、もう自分は選えらんでしまったのだ。選んだことを後悔するならば、せめてその選せん択たくを力の限り全うしなければ────

「羽は立だて君のとこに、いくの？」

　周しゆうを手伝い乙おと芽めを助け起こしながら、香か奈な未みがユイナを見上げて訊きいた。

　ユイナは戸と惑まどうように香奈未を見下ろす。だが一いつ瞬しゆんの迷いのあと、うなずいた。

「……そうか。気をつけてね、天あま音ねさん」

　香奈未はそれしかいわなかった。ユイナはじっと香奈未を見つめると、答えた。

「うん……咲さき屋やさん、ありがとう」

　心からの深い想おもいをこめてそういうと、ユイナは即座に身をひるがえした。




　見送る香奈未たちの前でユイナは窓に走り寄り、桟さんを乗り越え向こう側に下りた。そして学校を囲む塀へいに走ると驚きよう異い的てきな跳ちよう躍やく力りよくで跳とび上がり、塀の上に手をつき跳び越える。

　ユイナの姿は見えなくなった。だが彼女はきっと、真まっ直すぐに走っているのだろう。

　彼を捜して彼を追って、彼に追いつきそのそばにいるために。

　自分をじっと見返した不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみを、香奈未は思い出す。

　香奈未の想いを理解して、それでもなおかつ行くことを選ばざるを得ない彼女の瞳は、まるで詫わびているように見えた。同じ相手を想う自分へと。

「……がんばれ。王子さま、つかまえろ」

　香奈未は小さくつぶやいた。あふれて渦巻く想いを、それ以上の言葉にできなかった。

「行きましょう。体たい育いく館かん、こっちの渡り廊下を行けばすぐに見えてくるから」

　周にそういうと、うなずく彼とともに香奈未は乙芽を支えて歩き出した。




　　　　　　　３




　桜おう菱とう駅えきのビルに掲げられた大時計が、七時三十五分を指す。

　駅構内を行いき交かう人々の流れは増え、なおいっそう混み合っていた。ホームでは多くの人々が連なり、いましも入ってくる電車を待ち受けている。

　これだけ多くの人間がいるにもかかわらず、ざわめきは少ない。だれもが陰いん鬱うつにうつむき列を作って並ぶ光景は、ひとつの巨大な灰はい色いろのかたまりに見えた。




　ウィルは茉まつ莉りとともに、ホームの隅にたたずんでいた。

　我われ知らず彼は眉まゆをしかめる。見知らぬ人間と否応なしに体が接触する朝の混雑は、慣なれない彼にとって、あまり心ここ地ちよいとはいえなかった。体温や体たい臭しゆうさえ感じられそうな他人との距きよ離りに、ウィルはテリトリーに踏みこまれた嫌けん悪お感かんがつのる。

　だが賢かしこい少年には、苛いら立だつ気分は不安と同義なのだということもわかっていた。周囲の他人のだれにも、自分の苛立ちの責任はない。

　駅を任せた、と九く条じようは告つげた。ここで重要な戦いがあるのは予想できる。構内の各所にも、茉まつ莉りの〝現象〈フェノメノン〉〟発動用の聖句をほどこした。

　しかし、これだけ多くの人々を守り切って戦えるものなのか。

　ウィルはまだ幼いが、自分の実力を見誤る愚かさはない。しかしこんな不ふ確かく定ていで不安要素ばかりの状況では、いっそ愚かな蛮ばん勇ゆうがあればいいとさえ思う。

　人混みの間から、そっと彼は周囲を見回した。反対側のホームに慶けい介すけとクリスがいるはずだが、ひしめくひとの波に彼らの姿は隠かくれて見えない。

　少年はリングをはめた左手をにぎりしめると、かたわらの茉莉を見上げる。

　視し線せんに気づくと、茉莉は小首をかしげてウィルを見下し、包みこむような笑えみを見せた。見る者を安心させる、いつもの彼女のほほ笑みだ。

　その笑みにウィルは不安が和やわらぐ。ここが自分のいるべき場だと改めて確信する。

　茉莉に目顔でうなずき、少年は前方に向き直る。その目の前で、反対側のホームに電車が到着した。滑りこむ車両にさえぎられ、向かい側の様よう子すがわからなくなる。

　アナウンスが聞こえて、発車のメロディが鳴なり響ひびく。と同時に電車が発車し────

　いや、発車しない。

　と、いきなりわあっという叫びが向かい側のホームから上がった。

　思わずウィルは背伸びをして身を乗り出した。茉莉もはっと身をこわばらせる。だが視界をさえぎる車両に、状況がわからない。多くの人々の恐怖の悲鳴だけが届き、こちら側のホームにも騒さわぎは伝染して落ち着かぬざわめきが高くなる。

　ウィルが携帯で慶介に連絡しようとしたそのとき、目の前に別の電車が入ってきた。

　あちらとこちらを隔てて電車は止まる。アナウンスもなく扉とびらが開くと、詰めこまれていた乗客たちが吐き出された。予告なしに開いた扉にだれもが戸と惑まどい顔だ。

　と同時にホームに立つ人々の間から、開いたドアへ踏み出す何人もの姿がある。出てくる乗客を力強い手つきでぐいと押しのけるようにして、彼らは電車へ乗りこんだ。

「ああっ！」

　茉莉がわななく声を上げた。ウィルも驚きよう愕がくに凍こおりつく。

　押しのけられた乗客たちが、消えた────！

　電車に乗りこむ姿がふり返る。灰はい色いろの髪と灰色の衣服、そして壮絶な美び貌ぼうの者どもが、茉莉とウィルを見返す。なんの色もない瞳ひとみが薄うすい笑みと相まって、ただ、ただ不気味だった。

　こちら側のホームが瞬またたく間にすさまじい喧けん騒そうに包まれた。

「消えた？」「確たしかに消えたぞ！」「いったいなんだ」「なにが起こったんだ……！」

　騒さわぎをよそに、発車の合図もないまま不意にドアが閉まりかけた。

「ウィル！」「わかった、フィンガル！」

　茉まつ莉りの叫びとともに、ウィルは自分の戦具を呼んで閉まるドアへと駆かけこむ。

　間かん一いつ髪ぱつ、転がるようにして乗りこむふたりの背はい後ごでドアが閉ざされた。




　流れる動きでクリスが人混みを移動する。

　ホームを逃げ惑う群集の動きを読み素す早ばやく避けながら、彼女は小さくつぶやいた。

「……天てん啓けい」

　不意に行く手の人混みが割れた。開く空間の中心に、灰色の少年少女たちが立っている。ひとりふたりではない、かなりの数だ。

　クリスの動きにためらいはない。両手に生まれる剣とともに彼女は突き進む。

　彼女の走りに少年少女たちが反応し、左手の戦具をそろって投げた。

　ふ、と銀ぎん髪ぱつの少女の姿がゆらぐ。電光のような素早く鮮あざやかな動きに身をかすませて、宙を飛ぶ不吉な銀の光をクリスは左手の短剣で次々と弾はじいて返す。

　と、やにわに彼女は一気に距きよ離りを縮ちぢめて灰色の群れへと接近、右手の剣で斬きりかかる。

　幾体かの灰色の体が切り刻まれて吹ふき飛んだ。ひざをつくひとりが立ち上がりかけたそのとき、背後から音もなく近づく気け配はいがある。

「……性質─完体：球〈グロブス〉・対象：片影〈ウムブラ〉……」

　小さなささやきとともに開いた右手に光る放電を宿らせて、そのだれかは手近の灰色の少年を片手で羽は交がい締じめにすると、言葉をひとつ短く発した。

「──　電伐〈エレクトリキタス・カエデス〉──」

　と同時に火花散る右手を激はげしく灰色の少年のわき腹に叩たたきつける。

　ばしん、という重い音が空気をふるわせた。

　布と人間の皮ひ膚ふが焦げる嫌いやな臭においがして、灰色の少年がゆっくりと地に沈む。崩くずれ落ちる少年のあとに立つのは慶けい介すけだ。彼は落ちる敵を乗り越え次の標的に走る。

　クリスが剣で動きを止め、慶介が激しいショックを食らわす。派は手でな電でん撃げきで周囲の人々を巻きこまないようにと、慶介は発する現象の範はん囲いを極力狭めて叩きこむ。彼らの流れるような見事な連係、迷いのない冷れい徹てつな攻撃に、次々と灰色の少年少女が倒れていく。

　しかし、対する灰色の者どもこそ動どう揺ようの色もない。ひとりの灰色の少年が、クリスの素早い攻撃を超移動でかわすと彼女に向かってつぶやいた。

「……残念。もう、遅いよ……」

　嗤わらいを含んだおぞましいつぶやきに、冷静沈着な慶介とクリスも思わず視し線せんを向ける。

「君の仲間は」「一足先に」「向かったから……」

　慶けい介すけたちは急いで目め線せんを移した。停車中の車両に視界をふさがれてはいるが、いましも反対側のホームから、アナウンスもないのに電車が発車していくのがかろうじて見える。

　走り去る電車の音が、不吉なつぶやきにかぶさった。

「〝崩ほう壊かい〟を運ぶ列車に乗ってね────」




　ホームをあとに、電車が加速する。

　車内に乗りこんでいた茉まつ莉りとウィルは身を起こした。彼らへ向かい、周囲から灰はい色いろの者どもがゆっくりと歩んでくる。ウィルは大剣をにぎりしめ、身構えた。

　車内に残る乗客が騒そう然ぜんとして腰を浮かす。悲鳴を上げて隣となりの車両へ逃げていく者もいた。そんな乗客を、灰色の少年少女たちはくすくすとあざ笑いながら見回した。

「お逃げ」「お逃げよ」「逃げなきゃ」「逃げて！」

「君らはどうせ」「哀あわれなモブだ」「食われて」「狩られて」「消されてお終しまい」

「さあ、逃げろ！」「逃げろ逃げろ逃げろ」「逃げてくれないかなみっともなく！」

　ひひひひゃはははは、という甲かん高だかい狂える哄こう笑しようが車両の天てん井じようと床ゆかにはね返る。

「黙だまれ！」

　聞くに堪たえない笑いにウィルの怒りの声が割りこんだ。

「勝手に勝ち誇るなよ、この化ばけ物ものどもが！」

　その言葉に、灰色の少年のひとりがもったいぶる動きでウィルに向き直った。

「……その勇気も、無む駄だだよ」

　突き刺さるような氷の嗤わらいとともに、灰色の集団が声をそろえて謳うたった。

「いまごろ桜おう菱とう駅えきには」「僕らが、満ちあふれている」「駅だけじゃない」「ビルに」「街中に」「郊外に」「桜菱市からも」「あふれて出てゆく」「僕らは」「電車を乗のり継つぎ」「バスを使い」「飛ひ行こう機きに船に乗って」「あらゆる地点へ」「君たちの手の届かない場所へと」

「…………〝デイブレイク〟は、拡大していくんだ」

「な……なんて、こと……！」

　茉莉が上げるあえぐような声に、ウィルも彼らの言葉を理解した。背筋を血の気が一気に下がる。剣の柄つかをにぎる手のひらに、じわりと汗がにじんだ。

　灰色の少年と少女たちが、両手を広げて誇らかに高らかに、宣言した。

「さあ……今日きようが、すべての、終わりだよ」

　床が激はげしく揺ゆれて、レールを食はむ音がいっそう高くなる。電車が加速を始めたのだ。

〝終わり〟を、遠く彼方かなたへ運ぶために。
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　ビルのドアを蹴け破やぶるように開け、慎しんは階段を駆かけ下りた。

　錆さびた扉とびらが壁かべに跳はね返り大きな音を立てるが、わき目もふらず地上へ向かう。段を降りるのももどかしく、最後は手すりをつかんで飛び降りて、ひと通りのない駅裏の道を走り出す。

　慎は走りながら携帯を取り出す。だが表示されているのは圏外という無情な文字だ。

「くそ！」

　慎は短く吐き捨てた。

　こんな駅近くで〝圏外〟のはずがない。恐ろしい予感に胸を締しめつけられる。彼は三つのリングを取り出して指にはめると、線せん路ろに平行にもと来た道を戻った。

　ガード下を抜けると視界が開けて、繁はん華か街がいのビルと、その間を貫く幾本もの大きな道路が見えてくるはず。そこを曲がれば駅前はすぐそこだ。

　だがそんな短い距きよ離りのはずなのに、焦あせりのせいか走りがひどく遅く感じる。自転車ならまたたく間に駆け抜けられる距離が、どれだけアスファルトを蹴っても縮ちぢまらない。

　暁歌〈オーバード〉の語った〝事実〟。

　いま聞いたばかりの、九く条じようの語った〝事実〟。

　崩ほう壊かいの日の今日きよう、なにが起こるのか。自分に課かせられているという選せん択たく、それを決定したとき、なにがどうなるのか……。考えれば考えるほど、感じている不吉な予感が明めい確かくな形を成していく。慎の見たくない、考えたくもない方向へと進んでいる気がする。

　慎は、ユイナに会いたいと切実に思った。無性に会いたかった。会って問いただしたかった。なにが本当なのか、どこまで知っていたのか。本当に自分をあざむいていたのか。

　あの、自分に向けてくれた真まっ直すぐなまなざしも、可か憐れんな仕し草ぐさも、優やさしく温かい言葉も、一いち途ずで真しん摯しな想おもいも全部、全部全部全部──────

　全部、罠わなだったのか。

　そう思った刹せつ那な、怒りのような悔くやしさのような、胸を圧しつぶす狂おしい哀かなしみのような、様さま々ざまな激げき情じようがぐちゃぐちゃに混じり入り乱れて慎に押し寄せた。

　我われ知らずこぶしが固くにぎりしめられる。こみ上げる叫びをこらえて嚙かみしめる奥歯が痛い。激はげしい感情にもつれかける足を、慎は懸けん命めいに動かして走りつづける。

　だがやみくもに走る彼の足が止まった。

　目の前にあるのは、朝の光に照らされる無人の道路。道の両りよう脇わきには、けばけばしい彩色の居酒屋の看板と立ち並ぶ電柱、ひしめくすすけた雑居ビル。

　そんな光景の彼方かなたに、なにかの姿が見えた。遠とお目めで灰はい色いろにかすむ数名の人間の固まりだった。いや、遠目だから灰色なのではない、それ自体が灰色の少年たちだ。

　その瞬しゆん間かん、なぜか辺あたりが徐々に徐々に薄うす暗ぐらくなる。さっきまであんなに明るい朝だったのに、まるで黄昏たそがれのような薄暗さで、正しい時間が判別できない。

「………………知ったんだね」

　せまる彼らから、温度のない声が響ひびいた。慎しんはあとずさりかけて、はっとふり返る。

「暁歌〈オーバード〉の話は〝真実〟だっただろう……？」

　後方からも唇くちびるだけが目立って赤い、くすんで色のない少女たちが現われた。

　前と後ろから、慎を挟んで追いつめるように、灰はい色いろの集団がせまりくる。

　彼らは超移動で瞬時に慎に近づくことが可能なはずだ。だがその歩みはもったいぶって遅々としている。手を伸ばして捕らえる寸前の獲え物ものを、最後にいたぶりなぶるように。

　慎は必死に前と後ろを交互に見比べ、さらには逃げ場を求めて周囲を見回した。その間にも、じりじりと距きよ離りを縮ちぢめる彼らの声が聞こえてくる。

「始まっているよ」「始まっているんだ」「自分の目で見て」「確たしかめればいい」

「すぐそこだ」「〝崩ほう壊かい〟の始まりの地点はね……！」

　彼らは両手を広げて薄くほほ笑えみながらやってくる。同じ顔、同じ声で、歩みをそろえて進むその様が、慎の背筋に恐怖のふるえを駆かけのぼらせた。

　その怯おびえに彼は破れかぶれになって右手を突き出し叫んだ。

「……うあああっ！　──　輝閃〈フルゴル〉　──!!」

　薄闇を裂いて灰色の集団の眼前に閃せん光こうが生まれる。目くらましの光が効きいたのかどうかわからないが、慎は走り出した。彼の突進に前方の集団が割れて開く。

　慎はあとも見ず必死に走った。だが線せん路ろの下をくぐり抜ける慎の耳じ朶だを、いくつもの連続する不吉な音が叩たたく。頭上を通る電車の騒そう音おんにまぎれて聞き取れないが、人々の騒さわぎ声ごえや車のクラクションにブレーキ音、激はげしくなにかにぶつかる衝しよう撃げき音おんだ。

　やがて繁はん華か街がいのビルが見えてきた。その瞬間、足元をすくわれるようなひときわ大きい激げき突とつの響きが慎の鼓膜を殴った。

「……！　な…………そんな!?」

　身を起こした慎は、眼前の光景に蒼そう白はくになった。

　巨大な交差点の角に立つ、ひときわ大きい瀟しよう洒しやなビルから黒煙が上がっていた。

　あれは、慎がよく姉と利用していた、桜おう菱とう市しでもっとも大きいデパートだ。

　そのデパートの壁へき面めんにタンクローリーがめりこんでいる。と、さらにそこへトラックが真まっ直すぐ突進していく。まるでカーブを曲がる最中、いきなり制御を失ったかのように。

　追突前の一瞬、慎は運転席の上に、灰色の姿を見た──────

　トラックが激突する。壮絶な衝撃音のあと、タンクローリーの中の液体に引火したか、大気をふるわせて爆ばく発はつが起こった。空を焦こがす勢いで炎が上がる。ビルの壁面を紅ぐ蓮れんの火炎が舐なめて這はい上り、あっという間に建物全体を覆おおって燃もえ盛る。

　広い交差点は車と逃げ惑う群衆で埋め尽くされた。行きも戻りもできない車の列が、悲鳴を上げて逃げる人々の動きを阻はばむ。慎しんは全身をわななかせてその光景を見ていたが、我われに返って再び携帯を取り出した。しかし表示された圏外の文字に、いちるの希望を叩たたき壊こわされる。

　だが惨さん劇げきはそれだけではなかった。

　悲鳴をあげて大勢の人々が駅構内から現われた。彼らは恐怖に顔をひきつらせ、必死の形ぎよう相そうで駅から遠ざかろうとしている。慎は、はっと駅の方角に視し線せんを移すと、逃げる人々の背はい後ごから現われる姿に目をみはった。

「あ────あいつら…………！」

　ここにも灰はい色いろの子どもたちがいた。彼らはまるで羊の群れを追いたてる狼おおかみどものごとく、散開して逃げる群衆を追って歩いている。

　ひとりの少女が、ふっと足を踏み出した。

　少女は消えて次の瞬しゆん間かん、走る人々の真後ろに出現すると、おもむろに両手を伸ばす。その手に触れた背広姿の男性と、制服の女子高校生が一瞬で消えた。

　慎は凍こおりついた。だが彼が凍りつく間にも、灰色の子どもたちの絶え間ない前進はつづく。彼らの恐怖の行進に追われて人々は悲鳴を残すひまもなく消えていく。

「う、う、う…………うわあああああああああっ!!」

　慎は絶叫した。恐怖と怒りがない交まぜになってわけもわからず叫んだ。

　リングをはめた右手をにぎり、灰色のモノどもに向かって言葉を紡つむぎつつ彼は走った。

「基き盤ばん構成：領海の境界・波〈アギタレ〉──性質：単一の座・極〈アクシス〉……」

　その言葉に、ひゅ、と空気を裂く音が割りこんだ。

「……性質：超越者の威光・光子〈ルークス〉……うがぁあああっ!!」

　いきなり激はげしい力で打うち据すえられて、慎はもんどりうって地面に倒れた。

　ざらつくアスファルトに体が叩きつけられて滑る。息がつまるほどの痛みに目がくらんだが、それでも必死に起き上がろうと道路についた手を、再びなにかが弾はじいた。

　顔面から倒れて鼻をぶつ。火花のような痛みが散って、どろりとした感触が鼻び腔こうを伝い落ちた。それでもなお立とうとしたが、踏ん張る足を打ち据えられて転倒する。かろうじて半身を起こすと横合いからきた衝しよう撃げきに跳はね飛ばされた。

「が……う、く…………」

　道路に崩くずれ落ちて身を折り、慎はあえぐ。その耳元で、不意に声が聞こえた。

「無む駄だなのに」

　おぞましいささやきとともに衝撃が降ってきた。

「うわぐあっ……！」

　銀ぎんの蛇へびが彼の体を乱打してさらに遠くへ跳ね飛ばす。固い地面に叩きつけられ壮絶な痛みに声も上げられず苦く悶もんする慎を、毒の滴したたる言葉がなぶる。

「同じ光景が」「桜おう菱とう市しのあちこちで起きている」「もうだれにも」「止められない」

「可哀かわいそうだね」「可哀そうだよ」「君たちの戦いは」「君たちの働きは」「全部、無む駄だ」「無駄に戦い」「無駄に死ぬ」「君たちの存在に」「……なんの、意味もない」

　笑いが降る。地に倒れた慎しんを囲んで、いやらしい嘲ちよう笑しようが降りそそぐ。

　慎は痛みにしびれる頭をもたげた。鼻び腔こうから赤い滴しずくが垂たれて、乾いた黒いアスファルトに濡ぬれた跡を残す。血の跡を見つめる慎の耳じ朶だを、終わらない笑いが打ちつける。

　その笑いに、破は壊かいの音と人々の悲鳴が絶え間なく重なった。




　　　　　　　５




　夕暮れ時のような視界の中、ユイナは駅へ向かって一心に道路を走っていた。

　リングをはめているからどれだけ走ろうと疲れはさほどではない。だが目的地までの距きよ離りは、いくら身体能力が高くても果てしなく遠く感じられた。

　走りに流れる周囲の光景に、ユイナは胸が痛み焦あせりがつのる。

　暴ぼう走そうしたバスは目につくあらゆる物を轢ひきつぶしていた。巨大なタイヤに踏みつぶされてひしゃげた自転車、壊こわれたコンクリートの花か壇だんとすりつぶされて花弁も葉も混然となった花々、通行人が逃げるときに落としたバッグは中身ごと平たくなって道路にへばりついている。混乱の悲鳴をあげて人々が行いき交かう中に、子どもの泣き声も聞こえた。

　ささやかな人々の日常は、ほんの一いつ瞬しゆんの暴走によって失われていた。

　歯を食いしばり、ユイナは大きな道路に出てさらに速度を上げて走りつづける。その脳のう裏りに、だれかの声と姿がよぎった。

〝……だいじょうぶ。きっと帰ってくる。いい子にして、ここで待っておいで〟

　ユイナは泣きそうになった。それは父の声、父の顔だった。

　思い出すだけで胸が痛むために、ずっと心の底に押しこめていた幼いときの記き憶おくだった。

　自分を置いて戦いに行ってしまった父と母。あれは六歳さいのときだ。

　それまでもこんなことはあった。いつもどおり、いわれたとおりに幼い自分は家の中に作られた避ひ難なん場所に閉じこもり、鍵かぎをかけてひざを抱えた。

　きっと帰ってくる。どんなに傷ついても、必ず父と母は帰ってくる。だから自分は、ここで待っていよう。やがて扉とびらの外からノックの音が、ついで父の声が聞こえるはずだから。

〝ただいま、ユイナ。もうだいじょうぶ、出ておいで……〟

　その声にいつもユイナは泣きながら飛び出して、傷つきながらも笑いかける父と母にひしと抱きついた。幼い身には残酷だった途と方ほうもない恐怖も孤独も、その瞬間なにもかも消えて、ただ胸を満たす安心感にとって代わった。

　だから、だいじょうぶ。絶対に父とうさんたちは戻ってくる。いい子で、待ってる────

　だがそのときは、どれだけ待ちつづけても、なんの音もしなかった。暗い隠かくれ場所で少女はずっと外の音に耳を澄すませつづけたが、気け配はいすらなかった。

　お父とうさん。お母かあさん。

　涙をこらえ、ユイナはひざをぎゅっと抱きしめ小さな声で父母の名を呼んだ。

　何時間経たったのか、あるいは一日以上は過ぎたのか、果てしないまでの長い時を暗くら闇やみで過ごしたのち、待ち疲れてまどろむ夢うつつの中で、彼女はだれかの声を聞いた。

〝ユイナ……〟

　幼い少女は一気に目が覚めた。お父さん、と叫んで鍵かぎを開け、転がり出るようにして扉とびらを開けたその瞬しゆん間かん、彼女はその場に立ち尽くした。

　目の前の床ゆかに父が倒れていた。

　母はいなかった。目に入ったのは父ひとり。それも全身を血に汚した姿の。

　お父さん、とユイナはつぶやいて、床に流れる父の血の中にひざをついた。父は自分にふるえる腕を伸ばすと、手のひらを広げた。その上には、小さななにかが載のっていた。

〝……ずっと受うけ継ついできた、大切な指ゆび輪わだよ……いつか、おまえにこの世で一番大事なひとができたなら、その相手に渡すんだ……〟

　ユイナはそのなにかを受け取った。

　それは、血のこびりつく三つのリング。彼女がリングを受け取ったのを見届けて、父はほほ笑えんだ。その笑え顔がおが、記き憶おくに残る最後の父の姿だった。

　────そのあとどうなったのか、思い出せない。気づけば施設のベッドで目が覚めて、大人おとなたちが遠巻きにささやく声を聞いていた。

　そして、自分がひとりぼっちになってしまったのを、知った。

　もう帰りを待つ家族はない。抱きしめてくれる胸も、涙をぬぐう優やさしい腕も、帰るべき家もない。日暮れて夜に追われる帰り道に目指す、無数の光の中にあるたったひとつの明かりは、永遠に失われてしまったのだ。

　あれからずっと、ユイナは後悔してきた。ひとり置いていかれるぐらいなら、なぜ無理やりにでもついていかなかったのだろうと。同じ後悔を、彼女はいま感じていた。

　……慎しん、どこにいるの。どうか無事でいて。お願ねがい。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで彼女は自分が選えらんだ〝門の王〈レクス〉〟を求めて走る。

　風を起こして通り過ぎる数知れぬ車がユイナを追い越す。薄うす闇やみに、どの車もほとんどヘッドライトを点つけている。その光が走る少女の足元を照らしてくれた。

　どれぐらい走っただろう。やがて行く手の薄闇の向こうにビル群が見えてきた。そびえる黒いシルエットが道路の両側に次第に増えていく。

　もう少しだ、もう少し、駅まであと少しだ────

　アスファルトを蹴ける足にユイナがさらに力をこめたときだった。

　突如、激はげしい衝しよう撃げき音おんが大気をつんざいた。

　鼓膜のみならず地面までもふるわせる震しん動どうにユイナはつんのめり、思わず立ち止まる。

　事故だ。道路前方に黒い煙けむりがあがっている。

　巨大なトラックと市営バスが激げき突とつしているのが見えた。トラックのコンテナの横腹にバスがめりこみ、共倒しになって広い交差点をふさいでいる。

　激突音がつづいた。倒れるバスとトラックを乗用車が避けそこね、何台もぶつかり弾はじき飛ばされ近くのビルへと頭から突っこみ入り口を破は壊かいする。

　見る間に道路は渋滞していく。ブレーキ音を響ひびかせ後続の車が止まり、窓やドアを開けて人人が次々と道路に身を乗り出した。周囲の住民がユイナを追い抜き現場へ走る。騒さわぎは広がり、罵ば声せいや混乱の叫びが飛とび交かい、電話が通じないという狼ろう狽ばいの声がまた聞こえた。

　ユイナは体がふるえた。これも、敵対する〝異い域いき〟の者どもの仕業だろうか。

　自分たちが怪け我がをするだけならまだ良かった。だがオーシャンズワールドのときのように、あちら側はもう無差別の侵攻を始めたということなのか…………。

　怒りと、絶望にも似た哀かなしみが胸に広がる。にぎるこぶしがふるえ、嚙かみしめる唇くちびるがわなないた。激しい感情に、たまらずユイナは走り出そうとする。

　だが、少女の絶望をさらにかきたてる光景が現われた。

　傾かしいだトラックとバスの上に、なにかがずらりと並んだのだ。

　一見、黒こく灰はい色しよくの固まりに見えた。同じ顔、同じ色、同じ造りの────それらはゆらりと立ち上がり、事故現場に集まる群衆を見下ろしている。

　次の瞬しゆん間かん、一斉にそれらは飛び降りた。戸と惑まどう観かん衆しゆうへ灰はい色いろの姿が歩んでいく。みなが身を引く前にいきなり細い腕が伸びて、白い指先で人々の体に触れる。

　瞬間、触れられた人間が消滅した。

　だれもがあっけにとられた。人混みの間に、ぽっかりと隙すき間まが生まれる。みなが我われに返る前に黒灰色の少年少女たちが襲おそいかかった。指先が触れてなでる体が次々と消えていく。

「う、うわあああああ───っ!!」「ひいいぃいいいっ！」

　叫びとともに群集が散った。逃げる人々を灰色の姿が悠ゆう々ゆうと追い始める。

　自動車に乗りこみ走り出そうとする者もいた。渋滞の中無理やりＵターンし発進する車が互いにぶつかり合い、さらに惨さん劇げきが広がった。

「止やめて─────────っ！」

　ユイナは絶叫した。白はく銀ぎんの剣を右手に生み出し、全速力で灰色の集団に突撃する。

　すぐ間近の、女性を押し倒したばかりの灰色の少女に激しく斬きりかかる。横様に薙なぎ払われて吹ふき飛ぶ灰色の姿を無視し、ユイナは地面に倒れた女性を助け起こした。

「逃げて、ここから遠くへ！　早く、お願ねがい……！」

　自分が泣いているのにユイナは気づかなかった。

　たったひとりで目の前の惨さん劇げきが止められるとはこれっぽっちも思えなかった。それでも少女は走った。走るしかできなかった。

　壮絶な気迫をこめてユイナは剣をふるう。敵の投げる銀ぎんの蛇へびにも似た戦具を打ち払い、地面を蹴けりつけ跳ちよう躍やくして、敵のまっただ中へ飛びこみ剣をふり回した。光輝〈デュランダル〉の光が灰はい色いろの少年少女たちを一気に薙なぎ倒す。

　だがどれだけ倒してもそこかしこに存在する灰色の姿は尽きない。周囲に上がる悲鳴は止やまず混乱はひどくなり、惨さん禍かはいっそう広がるばかりだった。

　ユイナの瞳ひとみに涙が浮かぶ。胸にこみ上げる絶望から目をそむけ、彼女は戦う。

　逃げて、逃げて、ここからひとりでも逃げて、生き延びて……！

　祈るような思いでユイナは剣をふるった。ふるいつづけた。だが自じ暴ぼう自じ棄きにも似た動きの不意をつかれるのは、容易だった。

　いきなり足が滑った。

　地面に倒れて強く胸を打ちユイナは、一いつ瞬しゆん息がつまる。足首に巻きつく銀の蛇に気づき、倒れながらも果敢に剣で薙ごうとするが、その手首を別の蛇がとらえて戦具を奪う。

　たちまち少女の両手足首は拘束された。身動きとれずに地面に倒れてもがくその上に、

「……無む駄だだよ」

　影かげが、落ちた。

　薄うす闇やみの空のはずなのに、ユイナの上に覆おおいかぶさるようにいくつもの影が生まれる。

　ユイナは叫び返そうとした。地面を蹴けり、手足を縮ちぢめ、叫んで拘束をふりほどこうとした。だが、どれほどなにをしても、拘束はまったく、ゆるがなかった。

　見下ろす灰色の者どもの、赤い唇くちびるが開く。

「僕らは残酷に」「残忍に」「〝邪悪〟そのものとして」「作られた」「道具」

「君らを追いつめ」「君らの憎悪の的となり」「君らに食われ」「君らが力を得る糧かてとなり」「そして最後に君らを」「終わりへ導みちびく標しるしとなるモノ……」

「……だから、教えてあげよう」「明めい確かくに」「明めい瞭りように」「直接的に」「端たん的てきに」

「〝真実〟を、教えてあげる……」

　ひとりの灰色の少年が身をかがめ、地に倒れたユイナの耳元でそっと、ささやいた。

　まるで────愛の言葉を、告つげるように。

「……みんな、消えるよ。君のせいで」

　思わずユイナは瞳を見開き、すぐそばにいる灰色の少年を見返す。

「…………どう、して…………どうして、あたしの、せい…………」

　少女の問いに、目もくらむばかりの美貌が不気味な笑みを少女に返す。

「────君が、タブーを犯して生まれた〝滅〈ルイナ〉〟の子だから」

　ぞわり、とユイナは身をふるわせた。

　全身の血が下がり、手足が冷たくなる気がした。いま耳じ朶だを叩たたいた言葉は、恐ろしいまでの威力でもって、少女の全身を頭の先からつま先までも貫いた。

　ささやきは止まらない。降るように歌うように、残酷な言葉がユイナに注そそがれる。

「君が生きているせいで、すべてが消える」

「二にの関せき周しゆうは、」「百もも世せ乙おと芽めは、」「璃り堂どう千せん花かは、」「滝たき坂さかリュウトは、」

「才さい木き慶けい介すけ、クリス、苑その茉まつ莉り、ウィル……ヴィヴィもカナメも、君の仲間すべては、」

「咲さき屋や香か奈な未み、浅あさ黄ぎ洋ひろし、田た上がみ宗そう司じ…………君のクラスメートたちは、」

「この街の人々は」「この〝現げん世せ〟の人々は」

「そして、君が選えらんだ〝門の王〈レクス〉〟」

「君が選んだこの領域でもっとも大切な相手」

「君が守りたい世界と同義の人間」

　にぃ、と灰はい色いろの者どもは美び貌ぼうを醜みにくくひきつらせて嗤わらうと、ユイナのもっとも聞きたくない一言を、とどめの一いち撃げきのごとく食らわした。




「…………羽は立だて慎しんは、消えて、なくなるよ」




　いや。

　いや。いや。それだけはいや。

　ユイナは全身をふるわせて絶叫した。だが身をふりしぼって叫んだはずなのに、耳朶を打つのは自分を囲む灰色の者どものおぞましいささやきだけだった。

　ぐい、と両手首に巻きつく蛇へびに引かれて、無理やり引き起こされたユイナの体を、前から灰色の少女が、背はい後ごから灰色の少年が抱きしめる。次々と彼らはユイナを囲んで抱いた。

　どの体も体温がない。まるで、冷たい氷の塊に抱かれているかのようだった。

「いま、君の大事な彼は」「選せん択たくをせまられている」「彼の選択が」「すべてを決める」「この領域の」「行方ゆくえを決める」「重要な選択だ……」

「……選……択……？」

　感情のこもらぬつぶやきが、ユイナの唇くちびるから落ちた。その問いに、よりいっそう彼女を追い打つ決定的な答えが返る。

「…………〝君〟か〝真の現世〟かの…………二択を」

　びくり、とユイナは身をふるわせた。

「君の選択が」「彼を〝境界の王〈レクス・フィニス〉〟と成した」

「君が彼を選んだがために」「彼はあるべき場所から遠ざけられた」

「君が彼を選んだがために」「彼の属する〝真の現世〟は崩ほう壊かいに瀕ひんしている」

「君の父親と母親の死も」「この惨さん状じようも」「全部」「全部」「全部全部全部」

「天あま音ねユイナ……〝滅〈ルイナ〉〟の子。君が、存在しているせいだ」

「終わるよ」「みんな終わるよ」「全部全部みんな消えるよ」「今日きようで〝現げん世せ〟が」

「────崩ほう壊かい、するんだ」

　言葉の牙きばの先より滴したたる強烈な毒が、少女の心を犯して汚す。

　叫びの形に凍こおりつくユイナの可か憐れんな唇くちびるがわなないた。

「…………いや…………いや、いや、いや………………いやあああああああっ!!」

　ユイナは拘束された指を必死に動かした。そして今度こそ絶叫した。

「光輝〈デュランダル〉！」

　少女の呼び声に白はく銀ぎんの剣が戻る。その剣をにぎり少女は激はげしく周囲を薙ないだ。のけぞる灰はい色いろのモノどもをユイナは体当たりで吹ふき飛ばし、拘束から逃のがれて一気に走り出す。

　少女は長い髪をなびかせ飛ぶように走る。だが昏くらく冷たい嗤わらいがその背中を追う。いつまでもいつまでも、石を投げつけ鞭むちで追いたてるがごとく、残忍に執しつ拗ように追ってくる。

　その嗤いに、鼓膜を引き裂く車のブレーキ音、車体がぶつかり合う衝しよう突とつ音おん、ビルに激げき突とつする音、追われて行き場もなく逃げ惑まどう人々の悲鳴と叫びが重なりつづける。

　走りながらユイナは剣をふるう。無む駄だで無益とわかっていても少女は目の前の惨さん状じようを見すごせなかった。灰色のモノどもから反撃を受け血を流しても、彼女は止まらなかった。

　自分の向かう先が、ただ〝絶望〟の光景だとしても──────
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　校舎三階の放送室から、丹に々に儀ぎ乃のは眼鏡めがねをはずして走り出る。

　階段の手すりをつかんで乗り越え一気に飛び降りながら彼女はつぶやいた。

「────出現、デイオブラース」

　一階に激しく着地した瞬しゆん間かん、ふわりと広がる黒衣のミニドレスの裾すそ。左手に切っ先のない黒剣をにぎり、カナメは薄うす暗ぐらい廊下で身を低くして疾しつ走そうを開始した。

　彼女が走る前方で進路は別の廊下につながっている。生徒たちがヒステリー状態で泣き叫び走っていく光景と、彼らのあとを悠ゆう然ぜんと歩く灰はい色いろの姿とがカナメの視界に入った。

　カナメは床ゆかを蹴けりつけ跳ちよう躍やくすると、剣に速度を乗せて激しく切りかかる。

　弾はじかれる剣の軌跡。即座に次の銀ぎんの蛇へびがカナメに投げられる。それを打ち返しつつ、黒衣の少女は逃げる生徒たちの時間を稼かせぐために敵の眼前に立ちはだかった。

　ひとりの灰色の少女が紅あかい唇くちびるを開く。

「…………裁定人」

「…………呼声。デイブレイク」

　答える声に返るのはいくつもの冷たいほほ笑えみだ。

「なぜ僕らに剣を向ける？」「君はかつて」「僕らに与くみしたのに」

「王の力を見定める中立の立場でありながら」「僕らの力を欲したのに」

「返答。それゆえにこそです。かつてあやまちを犯したがゆえに、わたくしはあなた方に対立する存在として、いまここに立ちます」

　無表情ながら毅き然ぜんと答えると、やにわにカナメは激はげしく踏みこみ剣をふり下ろす。

　壮絶な速度に灰色の少女は避けきれず吹ふき飛んだ。倒れる少女を背はい後ごの少年たちが踏みつけ乗り越え進む。そこへ真正面から黒剣が、彼らの脳天から足元まで斬きり下ろした。

　体の前面を薙ながれて崩くずれる少年の後ろと隣となりから別の灰色の姿が足を踏み出す。一いつ瞬しゆんでカナメの背後に回ると、彼らは多方向から一斉に変へん幻げん自在な戦具を投げた。

　床に手をつき転がる彼女のあとを、銀ぎんの蛇へびがいくつも追って突き刺さる。

　ひとつの蛇がドレスの裾すそを縫ぬい止めた。一瞬、動けなくなる少女目がけて、灰はい色いろのモノどもが放つ鈍にぶい銀の光が走る。カナメは不自由な姿勢で黒剣を眼前で幾度も閃ひらめかせた。

　だが剣の軌跡の隙すき間まを縫って矢のごとき攻こう撃げきが少女を襲おそう。

「あっ！」

　左腕を裂かれて剣を落としかけた少女の全身にさらなる追撃がきた。ドレスの裾を引き破りからくも避けたが、踏み出す灰色の靴が彼女を取り囲む。

　歯を食いしばりカナメが顔を上げたとき、視界の彼方かなたの暗い廊下の端に立つだれかの姿が目に入った。ひるがえるドレスの緋ひ色いろを認にん識しきし、とっさにカナメは床に身を伏せる。

　その瞬間、轟ごう音おんが響ひびき渡った。少女の頭上を壮絶な光の火か線せんが貫き、廊下に立つすべての灰色のモノどもを焼き尽くして、向かいの端まで一気に届く。

　火線の光と灰の焼ける煙けむりが薄うすれる中、傷ついた腕を押さえて立ち上がるカナメに、翼つばさある火砲を右手に緋色の少女が走り寄る。

「……ヴィヴィ……」

　近づく相手を見て、カナメは大きく目を見開いた。ヴィヴィも傷を負っている。

　カナメの比ではない。破れたドレスの隙すき間まからのぞく肌には赤い傷きず跡あとがいくつもついている。緋色のドレスはまるで彼女が流した血で染まっているように見えた。彼女の様よう子すを見るだけで、外ではもっと激しい敵の侵攻があるのがわかった。

　ヴィヴィは黒衣の少女に駆かけ寄ると、心からの安あん堵どを血に汚れた面おもてに浮かべた。

「良かった、カナメ。アナタに会えて」

「質問。ヴィヴィ、いったいなにが起こっているのです」

「……恐ろしい勢いでデイブレイクが街に満ちてるの。消しても消してもきりがない」

　ヴィヴィは手短に、暁歌〈オーバード〉と九く条じようの話を語った。

「確かく認にん。〝崩ほう壊かいの日〟とは、このデイブレイクの襲しゆう撃げきのことでしょうか」

「たぶん。もっと早く境界標〈テルミヌス〉か天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉に話すべきだったかもしれない。でも、確かく信しんがなくて」

「疑念。このありさまでは、たとえなにか備えがあったとしても無む駄だだったかと思います」

　カナメの声には沈うつな響ひびきがにじんでいた。その声に、ヴィヴィは目を伏せる。

「……カナメ、ごめんなさい。アタシは…………行かなきゃならない」

「確認。それは九条のところですか」

　その問いに一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくすると、ヴィヴィは切なげに瞳ひとみを閉じてうなずいた。

「疑問。ではなぜ、あなたはここにいるのです」

「ただ、来たかっただけよ。できるならアナタのそばで戦いたい。もし、もしもこの〝崩壊〟が止められなくて、本当に今日きようですべてが終わってしまうなら……」

　ヴィヴィはその先をいわなかった。そんな彼女に、カナメはふと和やわらいだ口く調ちようでいった。

「あなたのいる場所はここではありませんよ、ヴィヴィ。あなたは〝境界守護士〈ディフェンソル〉〟です。あなたは選えらんだ相手のもとに行くべきです」

「その選せん択たくがまちがっていても？　選ンだ相手がすべての災いの元げん凶きようかもしれなくても？　……体がふたつあればいいのに。アタシは、アナタも選ンだつもりでいたわ」

「知っています、わかっています、ヴィヴィ。あなたはわたしを助けることを選えらんでくれました。ずっと以前、わたしがデイブレイクに魅み入いられて、利用されかけたときに」

　黒衣の少女は優やさしいまなざしで緋ひ色いろの少女を見つめていった。

「母に及ばぬ実力、それゆえに職しよく務むには耐えられないと母に見限られた絶望に、わたしは自分を見失いました。けれどあなたはあのひとを選び、守しゆ護ご士しとしての力を得て助けにきてくれましたね。母にも見捨てられたわたしを、あなたは────あのひとを慕したっていたのに」

「……でも、アイツに力を与えたのはまちがいだったわ」

　細い形のいい眉まゆをきつく寄せて、ヴィヴィは吐き捨てた。

「アイツはアナタのお母かあさんを殺したのよ、裁定の場で。この〝崩壊〟も、アイツが画策して導みちびいたのかもしれない。だったらアイツに力を与えた自分も…………同罪よ」

「何度も繰くり返します、母は職務を全うしただけ。裁定人は全力をもって王の力を見み極きわめる責務を負っているのですから。それに母はあえて死を回かい避ひしなかったのかもしれません」

「それは……なぜ」

「わたしに裁定人を継つがせるために。わたしを見捨てたことへの良心の呵か責しやくのために」

　目を閉じて顔をそむけるヴィヴィに、カナメは静かにいった。

「あなたが好きです。ヴィヴィ」

　ふっと血色の瞳が見開かれて、黒い大きな瞳を見返した。

「あなたのようになりたかった。あなたのような迷わない強さが欲しかった。力ではありません。自分の想おもいを見失わない心の強さが、わたしはうらやましかったのです」

　カナメ────丹に々に儀ぎ乃のは気さくな優やさしいほほ笑えみを友人に向ける。そんな彼女にヴィヴィは哀かなしげにつぶやいた。

「……アタシは、強くなンかない。なにもわかってない子どもで、自分の責務から逃げるような人間で、だれも本当には助けられない。自分の気持ちだってわかってないわよ」

「でも、さっきいってくれたではありませんか。わたしのそばに来たかったと。体がふたつあれば良かったと。それで、わたしは充分です」

　黒衣の少女は血に汚れた腕を伸ばすと、そっと友人を抱きしめて優しくささやいた。

「だから、行ってください。前にもいったとおり、わたしの気持ちは変わりません。あなたの強さに匹敵せずとも、せめて……あなたの友人として恥はじないほどに、強くありたい」

「カナメ……」

「あなたの守りたい相手を、あなたが守れるように祈っています。ヴィヴィ」

　ヴィヴィは視し線せんを落とし、カナメを左手で抱きしめ返す。

「……ありがとう、カナメ────ううん、要よう子こ」

　ほんの一いつ瞬しゆん、ふたりの少女は互いを抱きしめた。そして、すっと一歩離はなれると、自みずからの戦具を伸ばす。切っ先のない黒剣の先端と白はく銀ぎんの火砲の先が、刹せつ那な、触れ合った。
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　それが、最後の別れの合図のように。

　次の瞬しゆん間かん、ふたりは即座に背をひるがえした。ヴィヴィは翼つばさを広げて一気にもと来た廊下を飛び去り、カナメも剣をにぎって廊下をひた走る。

　走りながらカナメは思う。

　差し伸べて抱きしめた自分の腕よりも、はるかに友人は血にまみれて傷ついていた。それでも彼女はここまで来てくれた。自分に会うために、自分に想おもいを伝えるために。

　だから、それだけで自分は最後まで戦える────

　唐とう突とつにカナメは、自分の背中を追う無数の気け配はいを感じた。と思いきや、いきなり真横にいくつもの影かげが並んで走り出す。冷たい響ひびきが並走するそれらの紅あかい唇くちびるから聞こえた。

「……別れのあいさつは、もうおしまい？」「さあ、行くよ」「行ってもいいかな」

「君の壮絶な」「戦いぶりを」「死に様を」「……さらしてくれないかなぁ……」

　カナメは唇を結び無言で走りつづけると、廊下のある地点で不意に跳ちよう躍やく、一気に距きよ離りを取ってから壁かべ際ぎわに設置されたパネルを開ける。

　それは防火シャッターの手動制御装置だ。少女の指が動くと、頑丈なシャッターがかなりの速度で廊下をふさいで降下し、体たい育いく館かんへと通じる道を閉ざす。閉まるシャッターを背はい後ごに少女は黒剣をにぎって無言でふり返る。にぎる腕から黒い柄つかへと赤い流れが落ちていく。

「宣言。ここから先は、なにひとつ通しません」

　冷れい徹てつな裁定人の声がそう告つげた。

　だが返されたのは、数を増す灰はい色いろのモノどもの凍こおりつくほほ笑えみだった。
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　渦巻く疾しつ風ぷうを抜けてふたつの姿が走る。

　なびくのは紅あかいリボンと、オレンジレッドの髪。彼らが走り抜けるあとに、打ち倒された色のないモノどもが横たわる。その倒れた同類を踏みつけて、さらなる姿が立ち上がる。

　千せん花かとリュウトは校舎の外で、灰色の少年少女たちを相手に戦いつづけていた。

　どれだけの数を地に叩たたきつけたか、どれだけのモノどもを風で吹ふき飛ばし切り裂いたか、わからない。だが彼らの奮ふん闘とうに比べて対たい峙じする相手は無限に増えるばかりだった。

　彼らは校舎の陰に滑りこみ、壁に背中を預けて背後をうかがった。ふたりとも満まん身しん創そう痍いだ。壁にもたれ、そろって肩を大きく上下させ荒い息を吐いている。

　千花の身につけるミニドレスは見るも無残に切り刻まれて、あちこちから血がにじむ。リュウトも輪わをかけてひどいありさまだった。疲労と痛みが、少女の美しい面おもてと、少年の精せい悍かんな横顔をゆがませている。

　千花は背後をうかがいつつ考えていた。

　ずっと流れていた避ひ難なんをうながすアナウンスはいつしか途と絶だえている。校内の生徒たちはすべて無事に体たい育いく館かんへ逃げられただろうか。

　千せん花かはリュウトと一いつ緒しよに、彼ら自身を囮おとりに敵を引きつけ排除してきた。しかしこの無限の数では、いつか自分たちは倒れるだろう。そうなれば生徒たちはどうなるのか。この場には自分たち以外に戦える者はない。ならばこの身を捨てても守らねばならない。それが高こう家けの〝門の王〈レクス〉〟たる責務なのだから…………。

　千花は唇くちびるを引き結んだ。決して恐れを知らない誇り高い少女は、いま心の底で怯おびえていた。だがひるむ様よう子すなどかけらも見せず、彼女はかたわらの少年をふり返る。

「いいこと。生徒たちを守るのが最さい優ゆう先せんよ。あたくしのことはかまわず放っておいて」

「……そんな命令は聞かねえよ」

　荒い息で、リュウトは千花の言葉をさえぎった。

「そんな気弱な命令は絶対聞かないぜ、オマエらしくない。もっといつもみたいに傲ごう慢まんに命令しやがれ、ナイ胸そらしてな！」

　とリュウトがいった瞬しゆん間かん、怪け我がにもかかわらず千花は思いきりぐーでぶん殴った。地面にぶっ倒れて派は手でにはずむ少年に、少女は両手で胸を隠かくしながら顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「う、うるさいわね馬ば鹿かリュウト！　こんなときまでそんなくだらないたわごとばっかり！　そうよ、認めるわよ、悪かったわね胸がなくてぺったんこで！」

「しょうがねえだろう、おまえにツッコめるとこなんざ、そこしかないんだからな！」

　リュウトは頭をふって身を起こすと、千花を見上げて叫び返した。

「弱点なんかどこにもないクセに。いっつも完かん壁ぺきでいっつも傲慢でいつだってエラそうで、オレが守る必要なんてこれっぽちもないなんて顔しやがって！」

「当たり前でしょ、あたくしはおまえの主人なのよ。だれが守ってくれなんて頼んだの。この世で最強のあたくしが、だれかに守られる必要があると思って！」

「そうだよ、わかってるさ。テメェはだれにも守られる必要なんざねえよ。だけど、」

　リュウトは真まっ直すぐな瞳ひとみで千花を見つめてこういった。

「だけど、オマエの隣となりで戦うのは……だれでもない、このオレだ……そうだろう？」

「リュウト……」

　その真しん摯しなまなざしに千花は言葉を失った。たたみかけるようにリュウトは告つげる。

「俺おれを信じろ。オマエの下僕しもべだろうが。なんだってオマエの命令なら実行する有能な犬だろ、そうだろうが！　だったらこう命令しやがれ、いつものエラそうな口く調ちようで」

　少年は立ち上がった。立ち上がって挑むように真っ向から千花をにらんで叫んだ。

「〝あたくしもみんなも、全部守ってみせろ〟ってな！」

　千花はぼうぜんと目の前のリュウトを見み据すえた。それはとても力強い言葉だった。だがこの絶望的な状況では、なんと無む謀ぼうで無意味で、虚むなしい宣言だっただろう。

　しかしリュウトもわかっているにちがいない。わかっていてなおかつ彼は千せん花かを励ますために、蛮ばん勇ゆうに見せかけた言葉を叫んだのだ。

　この瞬しゆん間かん、千花はあるひとつの事実を自覚してしまった。

　絶対に守られたくない、だれかの背はい後ごで守られるなんて絶対にごめんだと思っていた。だれより先に立って戦い、彼を導みちびいて進むのは自分だと。

　けれど、ともに戦うことで守られていた関係がここに────ある。

　熱あつい想おもいが胸にこみ上げて、千花は唇くちびるを嚙かむ。その熱くなる胸に声がふるえそうになるのを懸けん命めいにこらえると、彼女はいい放った。

「……いい度胸よね、主人のあたくしに命令するなんて。この馬ば鹿か犬いぬ」

「いつもいってるだろ。主人のしつけがなってないんだよ」

　にやり、と精せい悍かんな面おもてでリュウトは笑った。死し線せんの中にもかかわらず、彼の笑えみは頼もしかった。その頼もしい笑みに千花も思わず笑みを返す。

　心をゆるして信頼する相手にだけ通じる想いが、確たしかにそこにあった。

　そのとき、無数の気け配はいが周囲の空気をじわりと侵すのを彼らは感じた。ふり返るふたりの前に、不吉な灰はい色いろのモノどもが視界をふさいで立ちはだかる。

「…………見ぃつけた」

　満まん身しん創そう痍いの千花とリュウトをなぶるように冷たい声が響ひびく。

　だが紅あかいリボンの少女は、くいと高慢にあごを上げてかたわらの少年に告つげた。

「あれだけ大口叩たたいたなら、あたくしの足を引っぱるような真ま似ねはしないでよ」

「あったりまえだろ、テメェこそオレに遅れんな」

　傲ごう慢まんな声に返るのは、同じく不ふ遜そんな言葉だった。

　一瞬、ふたりは視線を交かわす。それから同時に敵に向かって走り出した。
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　薄うす暗ぐらい廊下に点々と血の滴しずくがつづく。周しゆうと香か奈な未みに支えられた乙おと芽めの流す血だ。

　息も絶え絶えな乙芽を支え、香奈未は周と体たい育いく館かんへと歩く。逃げ遅れていた生徒たちが彼らを追い抜き、前方の戸口から、体育館へと通じる渡り廊下に出て走っていった。

　香奈未は乙芽の顔を不安げにのぞきこむ。愛らしい横顔は血に濡ぬれて、ときおり小さな唇を嚙かむのが痛々しい。香奈未は正視できなくて目をそむけた。

　自分と同い年ぐらいの彼女が、こんなにもむごたらしく痛めつけられるなんて、どんな理不尽な理由があるのだろうと香奈未は悲かなしくなる。

　三人は戸口にたどりついた。体育館はすぐ目の前だ。が、不意に戸口の前で乙芽が足を止めると、弱々しくも必死にふたりの腕をふりほどいた。驚おどろいて周がふり返る。

「乙おと芽め!?」

「……もう、ボク、だいじょうぶだから。そこを閉めて、先に行って」

　か細い声で少女はそういうと、リングをはめた手をにぎりしめてきびすを返す。背を向ける乙芽の向こう側、いま歩いてきた廊下の彼方かなたに、わだかまるいくつもの影かげが見えた。

　思わず香か奈な未みは両手で口を覆おおう。それでも体の芯しんから上がる悲鳴とふるえは止まらない。

　そのとき、周しゆうが香奈未にそっとささやいた。

「三十秒後に、体たい育いく館かんの入り口を封ふう鎖さします。その前に彼女と中へ入ってください」

　肩をふるわせ見返す香奈未に、周は静かにほほ笑えんだ。

「名前、わからないけれど……ありがとう。ぼくは二にの関せき周といいます」

　そういうと、彼は背はい後ごの乙芽へ向き直った。

「乙芽」

　呼びかけられてふり返る乙芽を、周は背後から抱きしめた。シャツに彼女の流す赤い血がべっとりとつくのもかまわず、周は乙芽を抱きしめて、力強くいった。

「……今度は、ぼくが守るよ」

　そういうと、いきなり周は抱きしめた乙芽ごと香奈未を背後へ突き飛ばした。

「きゃあっ！」

　香奈未は乙芽を受け止め一いつ緒しよに背後に転げ落ちた。落ちていく彼女の前で周がスチールサッシの戸口をぴしゃりと閉める。がちゃりと鍵かぎをかける音があとにつづいた。

「あ……い、いやだ、いやだ、周ちゃん！」

　乙芽はふるえる腕を伸ばすが届かない。

「どこにも、行かないって、約束、したよ……やだ、やだよ……周ちゃん……！」

　涙が頰ほおを伝い血と混じり合って、少女の細いあごに落ちる。その涙に香奈未の胸は締しめつけられるほど痛む。だが懸けん命めいに彼女を支えて起き上がった。

「だ、だめだよ……一緒に逃げよう、ね！」

「いや、いやだ……周ちゃんと、離はなれるなんて……」

「で、でもあのひとはあなたを逃がすために残ったんだよ。だから逃げなきゃだめだよ。お願ねがい、そんな怪け我がなんだもの、お願いだから逃げて！」

　必死にいいつのる香奈未の言葉に、乙芽は涙をためた瞳ひとみで弱々しく見返すと、力なくうなだれた。香奈未は「行こう」と声をかけ、彼女を抱きかかえるようにして歩き始める。

「咲さき屋やさん！」

　不意にかけられた声に香奈未は顔を上げる。洋ひろしが体育館から走ってくるのが見えた。

「あ、浅あさ黄ぎくん!?　なんで出てきたの！」

「だだだ、だってさあ、咲屋さんのこと、し、心配で……こ、この子は？」

「あとで話すから手伝って。いますぐ体育館へ入らないといけないの。な、なんだかわからないけど、もうすぐ体たい育いく館かんを封ふう鎖さするんだって。だから早く中に入れっていわれたの！」

　蒼そう白はくの洋ひろしに香か奈な未みが焦あせりの声でいったとき、魂が抜けたようになっていた乙おと芽めがふっと目を見開いた。次の瞬しゆん間かん、彼女は香奈未の腕をふりほどいて背はい後ごに向き直る。

　はっと香奈未は手を伸ばした。

「だ────だめ、だめだよ、なんで！」

「ごめん。でも……ボクの居場所は、そっちじゃ、ないんだ……」

　血と涙に頰ほおを汚した少女は、肩ごしに香奈未を見つめてほほ笑えんだ。

「ありがとう……助けて、くれて……ボク、百もも世せ乙芽。早く、逃げてね…………」

　そういって、乙芽はふらつきながら歩き始める。香奈未は追おうと手を伸ばした。だが空中でふるえる手は止まり、それ以上どうしても伸ばすことができなくなる。

「なに？　なんであの子行っちゃうの？　止めないといけないんじゃ……」

　という洋の言葉に、遠くから聞こえるかすかな音がかぶさった。徐々にそれは大きくなり、激はげしい地じ響ひびきになる。

　突如、校舎の陰からフロントバンパーをへこませたバスの鼻先がのぞいた。

　大地を激しくふるわせて、無人のバスは校舎周りに植えられた木々をなぎ倒し、渡り廊下を目指して急角度で大きくカーブしてくる。香奈未と洋はあまりの光景に凍こおりついた。逃げなければと思いつつも、ふたりの足は硬直して地面に縫ぬいとめられたように動けない。

「浅あさ黄ぎ、咲さき屋や！」

　声とともに、彼らの襟えり首くびを背後からだれかが引っつかんだ。

　宗そう司じの腕だ。背の高い彼は無理やりふたりを引きずると、体育館の中に転がりこんでガラス扉とびらを閉める。その直後、バスが渡り廊下の屋根を支える柱を吹ふき飛ばして突進してきた。

　分厚いガラス扉を通してすさまじい急ブレーキの音が響き渡る。

　三人は大きく目を剝むいた。扉と密着するように、巨大なバスがすぐそこで停止している。その光景に三人は一瞬ぼうぜんとなり、そしてほぼ同時にへんにゃりと床ゆかにへたりこんだ。

　どうしてだれも乗っていないバスが走ってきたのかわからない。だが周しゆうが先ほど告つげた〝封鎖〟とはこれだったのかと、香奈未はぼんやりとした思考の中で思う。

「……裏口を閉めろ、窓は格子が入ってるから、そこだけ施せ錠じようすれば……」

　教師たちが指示する声が遠くから香奈未の耳に届いた。

　思考の片隅でそれを聞きながら、少女はガラス扉の外を眺める。バスに閉ざされた視界の向こうには、周と、そして彼を追っていった乙芽がいるはずだった。

　止めるべきだったのだろうか、あの血まみれの少女を。

　だが止められなかった。彼女の願ねがいを止めることなんて、自分にはできなかった。そうだ、止めるなんてできはしない。だって自分だって走っていきたかったのだ。

　…………慎しんを捜して、慎のもとへと。

　いつからどうして、彼を好きになったのだろう？

　小学校からずっと一いつ緒しよにいたから。のんき者で話しやすくて、なにも身構えなくて良かったから。一見平凡でなんの取り得もないように見えて、本当はがんばりやで優やさしいから。

　あげようと思えばいくらでもあげられる。でもそんなのはどれもすべて、本当に好きになった理由じゃない。

　だって…………だってただ、ただ自分は、彼が「好き」だったのだ。

　理由もなく意味もなく、本当にただ単に、彼が「好き」だったのだ。

　そばにいると嬉うれしかった。言葉を交かわせると楽しかった。同じ話で笑えたら、それで幸せだった。単なるクラスメートで、単なる小学校からの同級生で、他ほかのひとよりちょっとだけ親しくて、でもそれ以上の存在には絶対に……絶対に、なれなかった。

　あんな風に、彼のあとを追って走っていけなかった────

　香か奈な未みの脳のう裏りで、よろけながら歩いていく乙おと芽めと、走り去るユイナの姿が重なり合う。

　その瞬しゆん間かん、突如目頭が燃もえるように熱あつくなり、香奈未は顔を伏せた。だがこみ上げる涙は止まらない。扉とびらを背に座りこむ香奈未の頰ほおを、ぼろぼろと熱い滴しずくが伝い落ちる。

「ど、どうしたの。咲さき屋やさん!?」「だいじょうぶか、おい、咲屋！」

　洋ひろしや宗そう司じが心配そうに香奈未に声をかける。だいじょうぶ、と答えることもできずに、少女はしゃがみこんでひざに顔を埋め、激はげしくしゃくり上げた。

　泣きながら、香奈未は願ねがった。

　どうか、無事でいて。どうか、無事に帰ってきて。

　あの血まみれの周しゆうと乙芽も、ふたりだけで立ち向かっていった千せん花かとリュウトも、そして────慎しんとユイナも、どうか、一緒に。
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　駅構内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけて、銀ぎんの髪をなびかせクリスが剣をふるう。

　階下まで一気に飛び降りつつ左右に剣を薙なぐ。斬きられて姿勢のゆらぐ敵に、慶けい介すけが両手を広げて電でん撃げきを放つ。壮絶な稲いな妻ずまに身を貫かれ、灰はい色いろの少年たちが階きざはしにくずおれた。

　構内にほぼ一般人は残っていない。大半はふたりが時間を稼かせいでいる間に外へ逃のがれたが、デイブレイクによって消された者も少なくなかった。

　あきらめることなく慶介とクリスは駆ける。力及ばないことに歯は嚙がみする暇ひまを彼らは自分たちに与えない。まだ逃げ切れず追いつめられた者も駅の各所に残っているのだ。

　ふたりは駅の通路を駆け抜けた。前方に、黒こく灰はい色しよくの影かげがいくつも彼らを待ち受ける。

　そのときクリスのあとを走る慶介が、かすかに聞こえた泣き声にふり返った。

　通路の彼方かなたで幼い女の子が、灰色の少女に髪をつかまれている。いたいけな女の子は恐怖にひきつり、泣きながら小さな身をふるわせていた。

　即座に慶けい介すけは進行方向を変える。果てのない戦せん闘とうに気力も体力も尽きかけていたが、彼は迷わず片手に弾はじける火花を生み出しつつ、暗い通路を疾しつ駆くする。

　クリスが気づいてふり返ったときだった。

　灰はい色いろの髪にふちどられた美び貌ぼうが、慶介を見つめてさげすむように薄うすい笑えみを浮かべた。

「ぐぁああっ！」

　いきなり横合いから無数の攻こう撃げきが降りそそぎ、走る彼に食らわされた。

「我わが王！」

　クリスが叫ぶ目の前で、慶介が全身を銀ぎんの蛇へびに切り裂かれ床ゆかにくずおれる。

　ホームに上る階段に身をひそめていた灰色の少年たちが現れ、彼のそばに近づいた。が、慶介は身を低くしたまま床を蹴けって青白い電光を体にまとい囲みに突進する。

「──　雷転〈ウォルビリス〉　──！」

　激はげしい電光の突撃をくらって少年たちが吹ふき飛ぶ。電光の威力はさほどではなく、彼らはふらつきながらもすぐさま立ち上がりかける。だがそれで充分だった。一いつ瞬しゆんの隙すきをついてクリスが跳とびこみ少年たちを斬きり上げ斬り伏せ、再度地に叩たたきつけた。

　その間に慶介は、片腕で眼前をふせぎながら、幼い女の子を拘束する灰色の少女に走る。

　宙を滑る蛇が慶介の片腕に突き刺さる。彼は歯を食いしばりつつも突き刺さる蛇を抜かず、おもむろにもう片手でつかんでぐいと強く引いた。その拍子に灰色の少女がバランスをくずし、幼い女の子が手から離はなれる。

　その刹せつ那な、すさまじい電流が蛇を伝って灰色の少女を襲おそった。衝しよう撃げきに打ち倒されて、少女は全身をふるわせて床ゆかに沈んでいく。

　恐怖に身をこわばらせて立ちすくむ幼い少女に、慶介はふらつきながら告つげた。

「行け、真まっ直すぐ、外へ……逃げるんだ……」

　幼い少女は泣きながら走っていく。見送る慶介が、がくりとひざから崩くずれ落ちた。

「王、我が王────！」

　クリスが冷静沈着な態度をかなぐり捨てて、悲鳴にも近い声を上げて走り寄った。だが彼女を制するように、弱々しく慶介の片手が上がる。

「動じるな、クリス……！」

　びく、と銀の髪の少女は足を止める。それを見つめて慶介は告げた。

「〝舞踊〈ダンシング〉〟、クリス。自分の命令は────それだけだ」

　彼女は、自分を貫くように見つめる慶介の瞳ひとみを、じっと見返した。

「…………ｙａ、我が王。あなたの命令は、わたしのすべてです」

　力強くうなずいてそう答えると、クリスは背後に向き直った。ふり返る彼女の前に、ゆっくりと数を増していく黒こく灰はい色しよくの影かげが見える。銀の髪の少女は両手の剣をにぎり直す。

[image: ]

　限界はすでにきていた。だがその限界を超えて、彼女は戦うつもりだった。

　自分の力を恃たのむ彼が背はい後ごにいる。そのためならどこまでも駆かけ、いつまでも舞まおう。

　クリスは上がる息を整ととのえ、それから一気に敵へと駆け出した。
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　疾しつ走そうする電車の中に、乗客の悲鳴が破裂するばかりに満ちていた。

　両端の車両へ逃げて集まる人々を追って、灰はい色いろに身を包む少年と少女が歩く。

　次の駅がせまる。いくつかの灰色の影かげが扉とびらの前へ静かに歩み寄る。




　囲みを突破し、茉まつ莉りはウィルとともに車両を移動した。

　目につくすべてのドアに、茉莉はある現象〈フェノメノン〉を次々と付与していく。遠くから逃げ惑う人々の悲鳴が、電車のゆれる音に混じって聞こえてきた。

　どれだけの乗客が消されてしまったのだろう。それでも残った人々を守り、他ほかの駅にデイブレイクどもが降り立つ前に、構こう築ちくを済ませなければならない。

　なにより、あの人数相手には────おそらく、ウィルが耐え切れない。

　茉莉のあとを、ウィルが大剣を手に荒い息でつづく。彼は全身を切り裂かれ、シャツには血がにじんでいた。後方の床ゆかに彼の流す血の跡あとが点々とつづいている。

　彼女の称号が持つ力に直接的な攻こう撃げき力りよくはなく、敵はウィルが一手に引き受けなければならない。なんとか蹴け散ちらしてここまできたが、立っていられるのが奇き跡せきに思えた。あまりの痛ましい様よう子すに、茉まつ莉りはとても見ていられなくなる。

　彼女は車両と車両の間を隔てる扉とびらの前で足を止め、背はい後ごの少年をふり返った。

「ウィル、この扉〈ヤーヌア〉を桜おう菱とう駅えきにつなげるわ。あなたはここから駅に行って、才さい木きさんたちと合流してちょうだい」

「……茉莉は、いつもそうだ」

　なじるような声に、茉莉は一いつ瞬しゆん言葉が止まる。金髪の少年は悔くやしげに少女をふり仰あおいだ。

「そういって、僕をそばから遠ざけるつもりなんだな。どうしてだよ、いつもいってるじゃないか、僕を子ども扱いしないでくれって！　僕は茉莉を守りたい、茉莉のそばで戦いたい！　もしもこの領域が消えてなくなるなら……僕は、茉莉のそばで倒れたい」

「……ウィル」

「僕は子どもだけれど、茉莉のパートナーはこの僕だけなんだぞ。お願ねがいだよ、茉莉。最後まで一いつ緒しよにいさせてくれよ！」

　その言葉に、茉莉は息を吞のんで少年を見返した。胸に置いた手がわずかにわななく。

　覚悟がなかったのは自分の方だと、少女は改めて思い知る。

　彼の強い意志が怖かった。強さと成長を求めるあまりに、彼が危険に進んで身を置くような真ま似ねをするのが恐ろしかった。そうだ、自分は彼を失うのが…………怖かったのだ。

　彼はとっくに覚悟を決めていたのに。選えらんだ相手とともに、最後まであることを。

　なのに王たる自分が、彼への信頼をゆらがせていたなんて────

　自分のふがいなさに、茉莉は詫わびるように目を閉じる。それからふっと瞳ひとみを開いて、目の前に立つ大事な相手にほほ笑えんでみせた。

「わかったわ、ウィル。残る車両はあとひとつだけよ。一緒に行きましょう……最後まで」




　走る電車の窓から駅のホームの端が見えてくる。アナウンスもないまま電車は停車すると、すべての車両のドアを一斉に開いた。

　その開いたドアの外に向かって、灰はい色いろの少年少女たちが大きく一歩、

「……!?」「!!」

　外へ踏み出したはずの足が電車の床ゆかを踏んだ。

　さしもの彼らも驚おどろきを隠かくせず目をみはる。立ち尽くす背後で扉が閉まった。彼らが足を踏み入れたのは最後尾の車両のようだ。中には乗客の姿はない。

「待ってたぞ、化ばけ物ものども」

　大剣をにぎる金髪の少年が、彼らの前に立ちはだかると力強く告つげた。

「歓迎するよ、僕がおまえたちを、存分に地に這はいつくばらせてやる！」

　だが勇ましい宣言とは裏腹に、体に負った深い怪け我がに少年の息は荒い。その様よう子すに、薄うすく冷たい残忍な笑えみが返された。

「……這いつくばるのは」「いったいどちらか」「目に見えて、いるよね……」

　電車が再び動き出す。と同時にはかったように、彼らは襲しゆう撃げきを開始した。
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　無限につづく壮絶な死し闘とうに、どの王も守しゆ護ご士しも追いつめられて地にひざをつく。

　なぜ彼らは戦うのか。その戦いに意義があるのか。

　いくども打ち倒され血を吐いて、すさまじい攻撃による壮絶な痛みにのた打ち回り、拷ごう問もんにも等しい苦しみを受けてまで、なぜ戦わねばならないのか。

　だが彼らは立ち上がる。こぶしをにぎり、戦具をかまえ、飽あかずに彼らは足を踏み出す。

　愚かさと同義だった。無む謀ぼうと同じだった。だがそれでも彼らは立ち止まらない。

　自分の背後に、守るべき戦う術すべのない人々がいるから。

　自分の背後に、守るべき場所があるから。

　自分のかたわらに────ともにあるべき相手がいるから。




　激はげしく両手を突き出して、千せん花かは鋭するどく渦巻く風の現象〈フェノメノン〉を放った。

　負った傷の痛みと激しい戦いの疲れが、美しい少女の面おもてをゆがませ、足元をふらつかせた。よろける千花に襲おそいかかろうとする敵を、リュウトが風を巻き起こす蹴けりで薙なぎ払う。その動きに励まされ、彼女は地面を踏みしめ次の攻撃に移ろうとした。

　が、不意にがくりとひざがくずおれる。

　その隙すきをついて食らわされた攻撃が、少女の細い体を激しく刺し貫いた。紅あかいリボンが片方ほどけて、ダークブラウンの髪が倒れる千花の軌跡に広がる。

　だれかが千花の名を呼んで駆かけ寄り、抱きしめた。

　リュウト。

　地に倒れゆく千花は、自分を抱く腕にすがりつきながら相手の名をつぶやいた。

　…………そうだ、もうひとつ、千花にはわかってしまったことがあった。

　高こう家けの王としての責務を全うすることが、自分の望み。だから恋なんかしない。なにがあっても恋愛なんかしない。絶対絶対、絶対にだれも好きになんか、ならない。

　どうして自分は意い固こ地じにそう思っていたのか。それはなぜか。だってそれは…………。

　好きなひとが、もう、ここにいるから────

　薄れる意い識しきに痛みが遠のき、少女は相手の胸に崩くずれ落ちるように顔を埋めた。




　地に崩くずれかける千せん花かを、リュウトは腕を伸ばして抱きかかえた。

　襲おそいくる攻こう撃げきをこぶしで払いのけて彼は少女を守る。見下ろす腕の中の彼女の頰ほおは青白く、血の気がない。息すらかすかでいまにも消えそうだ。

　千花。

　名前をつぶやいた瞬しゆん間かん、ひときわ激はげしい衝しよう撃げきが彼の背中を襲った。

　銀ぎんの戦具に深々と貫かれる彼の耳に、記き憶おくの底のひとつの言葉がよみがえる。

〝…………好きになんか、ならないでよ…………〟

　無理だ、千花。

　それは、無理だ。

　たとえオマエの願ねがいでも、王としての命令でも、オレは自分の心まで縛しばれない。

　一度生まれてしまった想おもいを消すなんて、やっぱりオレには無理だった。いまこの身に食らわされたすさまじい痛みより、オマエを失う恐怖の方が、オレは辛つらい────

　リュウトは残った力をふりしぼり、すべてから守るように千花を抱きしめてその上に覆おおいかぶさると、ともに地面に沈んでいった。







　防火シャッターに背中を預け、カナメは血で滑る手のひらで必死に柄つかをにぎり直す。

　額ひたいから流れ落ちる生なま温ぬるい感触を、黒手袋に包まれた手の甲でぬぐう。だが流れは止まらずに、少女の黒い瞳ひとみへ入り視界をかすませた。

　ヴィヴィ。

　彼女は心の中でその名を浮かべ、緋ひ色いろの少女が飛び去った方向を見えない瞳で見つめた。

　いまカナメが抱く願いは、たったひとつだけだった。

　友人が、思う相手のもとへとたどり着ければいい。それがかなうならば、自分が流す血も、終わりのないこの戦いにも、価値がある。

　頰になにかがまた流れた。ぬぐおうとして腕が上がらないことに気がつく。

　だが、にぎっていたはずの黒剣が滑り落ちたのも、シャッターにもたれる体が落ちていくのにも、カナメは気がつかなかった。







　背はい後ごのスチールサッシの戸を通じて、バスが止まる強い震しん動どうが伝わってきた。

　安あん堵どを感じた瞬しゆん間かん、前方の暗がりから鋭するどい音とともに数知れぬ攻撃がくる。

「うあぁあっ!?」

　周しゆうの体を貫通する銀ぎんの蛇へびが、戸に突き刺さった。貫かれた攻撃に縫ぬいとめられて周は動けなくなる。だが苦痛にゆがみかける面おもてに、ふと笑えみがよぎった。

　……乙おと芽め。

　名を呼んだ瞬しゆん間かん、無邪気な笑みを自分に向ける少女の姿が脳のう裏りをかすめる。

　背にする戸の向こうに彼女がいる。そう思うだけで、ここに立っていて良かったと思う。彼女が生きていてくれるなら、どんな痛みにもどんな恐ろしさにも耐えられる。

　周しゆうは目を閉じた。優やさしい笑みを口の端に浮かべて銀ぎんの蛇へびを体に突き刺したまま、彼は床ゆかへと朽ち木のように倒れていった。




　閉ざされた戸の前に、乙芽の腰が崩くずれ落ちる。

　もう立っていられない。ここまで意い識しきがもっていたのは奇跡に思えた。

　乙芽は頭上を見上げた。彼との間を隔てるスチールサッシの分厚い扉とびらがすぐそこにある。

　やっぱり最後まで、自分は周のことしか考えられなかった。そんな身勝手な弱い自分を、そして他ほかのひとたちを、周は守るためにひとりで行ってしまった。

　周ちゃん。

　乙芽はつぶやく。心から慕したうたったひとりの相手の名前を。

　弱虫で、意い気く地じなしで、自分が手を引いてあげないとって思ってたけど、本当は最初から最後まで守られていたのは、ボクの方だったんだね────

　滑り落ちる少女の体とともに、銀に光るスチールサッシの戸に赤い血がついた。ふたりの間を隔てる戸にすがりつくようにして、乙芽は静かに目を閉じた。







　外部の空間につなげた扉から乗客が避ひ難なんしたのを見届けて、茉まつ莉りは大きく息をつく。

　そのとき、不意に背はい後ごに気け配はいがせまるのを感じた。

　ふり返る前に、恐ろしい衝しよう撃げきが立てつづけに彼女を襲おそった。あまりの衝撃に声も上げられない。清純さを象徴する純白のワンピースが、見る間に染み出る赤い血に汚されていく。

　遠のく意識の中で、茉莉は少年の声を聞いた気がした。

　茉莉、茉莉、一いつ緒しよに家に帰ろうよ…………。

　その声に、少女は優しい笑みを血に濡ぬれた唇くちびるの端に浮かべた。

　そうね、ウィル。

　手をつないで一緒に帰りましょう。あたくしたちの暮らす家に。

　あなたの好きなパイを焼くわね。いつもすましたあなたが、そんなとき満面に笑みを浮かべて嬉うれしそうに食べるのを見るのが、あたくしは大好きだから…………。

　つぶやきは声にならずに唇の中で消えた。瞳ひとみを閉じる少女の体が静かに傾いていく。




　血ち濡ぬれた大剣が、倒れたウィルのかたわらに転がっていた。

　電車のゆれに剣は少しずつ動いて、彼から遠ざかろうとする。にぎりしめるはずの持ち主は動かない。少年のまぶたは閉じられて、瞳ひとみの美しいハシバミ色は見えなかった。

　青ざめた彼の小さな唇くちびるがかすかにだれかの名を形作った。

　……茉まつ莉り、茉莉。

　一いつ緒しよに、帰ろうよ。僕らの家に。

　茉莉のいる場所が僕の家、僕の帰る場所。あなたのそばが、僕の居場所だもの……。

　投げ出された少年の手が、だれかを求めるようにわずかに動いた。







　駅の暗い通路の真ん中で、慶けい介すけは打ち倒されて転がった。

　腰のウォレットチェーンがコンクリートの床ゆかに当たり、澄すんだ金属の音を響ひびかせる。

　その瞬しゆん間かん、先ほどよりも比べ物にならないほどのすさまじい衝しよう撃げきがさらに慶介に降りそそいだ。恐ろしい量の血が彼の口から吐かれる。

　クリス。

　彼は歯を食いしばり少女の名を呼んだ。突き上げる痛みが彼の声を奪う。

　どこまでも自分に忠実だった彼女は、いまどこにいるのだろう。

　言葉はいらない。想おもいを確たしかめる術すべなど必要ない。

　ただ、彼女とともにあるだけでいい。

　自分を選えらび、自分が選んだ、分かたれた半身のような少女に────ただ、会いたい。

　焦こがれるほどに願ねがいつつ、慶介はただひとり明かりのない暗がりで、静かに目を閉じた。




　幾本もの宙を飛ぶ蛇へびが、クリスの全身を切り裂いた。

　ふたつの剣が床に落ちて甲かん高だかい音を奏かなでる。そのあとを追うように、銀ぎんの髪を宙になびかせてクリスのひざが落ちていく。

　少女の唇が血を吐きながら、ある名前を音にした。

　……慶介。

　こんなときにしかあのひとの名前を呼べないなんて。

　あのひとが自分の背はい後ごにいると思うだけで迷いが消えた。

　あのひとがそばにいるだけで、戦うために生まれてきたのだと無心に思えた。

　彼はどこにいるのだろう。わたしを守り導みちびいてくれたあのひとは、どこだろう。

　全身の傷の痛みより、彼がいない喪そう失しつの痛みの方が、ずっとずっと苦しく、哀かなしい……。

　その痛みをかかえたまま、クリスは目を閉じて、声も上げずに倒れ伏した。







　戦う少年と少女たちは倒れていく。

　命の消えかける中、彼らは選えらんだ相手の名を呼び、選んだ相手の姿を心に描いて、そして自分の流した血だまりの中へと沈む。

　差し伸べる救いの手も、終わらない惨さん劇げきを止められるどんな奇跡も、そこにはない。

　残る王と守しゆ護ご士しはただ一組。だが彼らは今日きよう、まだ出会ってもいなかった──────
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　炎と黒こく煙えんの上がる街を、ユイナはいまだ走りつづけていた。

　どこまで行っても少女の瞳ひとみに映る光景は変わらない。走れば走るほど、悲惨さは増していく。倒しても倒しても灰はい色いろの少年少女たちは現われて、人々を襲おそいつづける。

　目に入る敵を片かた端はしから斬きり倒し、そのつど新たな傷を細い肢体に負いながら、彼女はひたすら走る。切り伏せた敵の血で彼女の持つ剣は紅あかく染まり、白はく銀ぎんの光が失われる。剣をにぎる少女の腕も脚も、切り裂かれてズタズタの制服も、すべて血で染まっていた。

　それでも立ち止まらず、ユイナはただひとりの名前を胸に前へとひた走る。

　慎しんに会いたい。こんな恐ろしい光景は、もう見たくない。

　彼の笑え顔がおを見て、彼の声を聞いて、変わらないなにかがあるのを確たしかめたい────！

　だが彼女の耳じ朶だを叩たたいたのは、求める相手の声ではなかった。

「またひとり、倒れたよ……」「……君の仲間が」

　不意に間近で残忍な声が少女の耳をなぶった。反射的にユイナは走りつつ剣で薙なぎ払う。吹ふき飛ぶ気け配はいがしたが、すぐさま別の声が反対側から少女にささやいた。

「二にの関せき周しゆうが」「百もも世せ乙おと芽めが」「璃り堂どう千せん花かが」「滝たき坂さかリュウトが」「苑その茉まつ莉りが」「ウィルが」「才さい木き慶けい介すけが」「クリスが」「カナメが」「人々の命が」「みんなの命が…………」

「消えて、いくよ」

「止やめて、止めて、もう…………もう止めて！」

　力の限りユイナが叫んでも、並走する妖あやしいモノどものささやきはかき消せなかった。

「……わからないかな」「僕らは君らの戦いの意志を」「砕くだくのが目的だ」

「仲間の死も」「人々の消去も」「そのための見世物」「そのための生いけ贄にえ」

「抗あらがえば抗うほど」「さらに多くの人々が消えるよ」「……もっとも」

「最後には全部────消えてしまうんだけどね！」

　その刹せつ那な、噴ふき上げ突き上げる怒りがユイナを襲った。

　少女は残る渾こん身しんの力をふりしぼり、壮絶な勢いで白銀の剣を閃ひらめかせる。

　激はげしく大きく剣をふり回し、草を刈るがごとく周囲を思いきり薙ぐ。

　剣が敵の体に食いこむ重い手ごたえを一気にふり抜いた。灰はい色いろのモノどもが激はげしく飛ばされ、道路やビルの壁かべにぶつかり、大破した車のボンネットに弾はずんで崩くずれ落ちる。

　ユイナは剣をにぎって肩を上下させ、荒い息を繰くり返した。熱あつい呼吸に、のどと肺が乾き灼やけつく気がする。滴したたり落ちる汗が血と混じって少女の首筋を伝い流れた。

「……どれだけ僕らを倒そうと」「無む駄だなんだよ……」

　地面に倒れた灰色の少年が、這はいつくばったまま顔を上げた。

「ほら、周囲を」「見てごらん……」

　車のボンネットにあおむけに倒れた灰色の少女が、壁際でうずくまる灰色の少女が、首をねじって首をもたげてささやいた。

　声に誘さそわれたように、ユイナは荒い息をしつつ周囲を見回す。

　黒こく煙えんがあちこちのビルの窓から上がっていた。

　大型車も乗用車も、バイクに至るまで、道路を走る乗り物は運転手が消えたために、ビルにぶつかり路上に倒れ、別の車に追突している。割れたフロントガラスの破片や部品の欠片かけらがアスファルトに散らばって、それがさらに次の事故を招いている。

　その間を傷ついた人々がよろけながら歩く。逃げる気力もないのか座りこむ者もいる。煙けむりとともにビルから飛び出て、待ち構える灰色の子どもたちの餌え食じきになる人々もいた。

　いままで見てきた、目もそむけたくなる光景と同じだった。

　だがふと、少女は瞳ひとみを大きく見開いた。

　あれは…………あれは、入り口から盛大に黒煙を吐き出すあの大きなスーパーは、慎しんと初めて出会ったスーパーだ。

　ユイナは背はい後ごに向き直る。こちらの方角には、慎と二度目に出会った書店が、激げき突とつした車で破は壊かいされているのが見えた。

　遠くには、彼とすれちがい、彼の声にふり返った交差点の横断歩道が見えた。

　そうだ、ここは彼に会い、もう一度彼に会いたくて彼を捜して、ずっと歩いた街角だ。

　彼の面おも影かげが、破壊された街のどこを見ても思い出された。けれどどこにも彼はいない。こんなにも、焦こがれるほど心に思い浮かべているのに、彼の姿はどこにもない。

　不意にユイナは恐ろしい考えにとらわれた。

　もしかしたら、もしかしたら────彼との出会いは、幻まぼろしだったのかもしれない。

　自分は最初から、こんな戦いと破壊のつづく領域にいたのかもしれない。

　母が帰ってこなくて、父が血だらけで倒れていた、あの日からずっと。

　平へい穏おんな日常も、胸を満たす他愛たわいもない笑いも、心安らぐなんでもない当たり前の日々も、破壊と戦いに疲れた自分が望んだ願がん望ぼうだったのかもしれない。

〝だいじょうぶ、立てる……？〟

　差し伸べられた優やさしい腕も、救いのない日々の果てに見た幻だったのかもしれない……。

　そんなわけはない、そんなはずがない。そう思いつつも、ユイナは気力が尽きていくのを感じた。尽きる気力を意い識しきした瞬しゆん間かん、押し寄せる疲労にひざから激はげしく地面に落ちた。

　全身に負った傷の痛みに、アスファルトで打ちつけたひざの痛みがくわわったが、少女にはまるで他ひ人と事ごとのように遠く思われた。

　その数知れぬ痛みの中で、胸を締しめつける哀かなしみの痛みが、一番強かったから────

「……もう、走るな。天あま音ねユイナ」

　かすかに聞こえた声に、ユイナはうなだれた頭を上げた。

　動かぬ車の連なる道路の彼方かなたから、黒いコートに身を包んだ男が歩んでくる。

　あれは、だれ。

　初めて見る男だった。しかしユイナは、なぜかその男を見て、ある感情が胸に浮かんだ。

　懐なつかしさと恐怖。慕したわしさと嫌けん悪お。そんな、矛む盾じゆんするようなふたつの感情が。

　男はユイナの前で立ち止まる。野性的なサングラスに表情を隠かくし、頭髪は灰はい白はく色しよくで、一見しただけでは年ねん齢れいがわからない。若く見えて、男というより青年にも思えた。

「私は、暁歌〈オーバード〉という」

　びくりとユイナの体がふるえる。彼の声こわ音ねは少女の矛盾する感情をさらに刺し激げきした。

「天音ユイナ。君は、タブーを犯して生まれた子だ」

　その言葉に、刹せつ那なユイナは地面に置いた手に力をこめた。爪つめが固いアスファルトに食いこむ。食いこむ爪に体のふるえが伝わった。

「本来、王と守しゆ護ご士しは結ばれてはならぬもの。それを無視した結果、君という存在が世に現れた。その瞬間からすべてが…………君が本来属していた〝領域〟は破は滅めつに向かったのだ」

　息がつまる。

　灰はい色いろの少年少女たちの冷たい嘲ちよう笑しようより、淡々とまるで事実を伝えているだけのような男の言葉の方が、より真実味を帯びて聞こえて、なおさらユイナは打ちのめされた。

「破滅の一端を担ったのは九く条じよう。その九条が滅びの子である君を中心に据すえて構こう築ちくした仮構の領域が〝虚きよ域いき〟。その虚域は、君が選えらんだ〝門の王〈レクス〉〟、羽は立だて慎しんの属していた領域に寄生して同化して、いまその領域とともに崩ほう壊かいしようとしている。そう、」

　男は静かに告つげた。

「天音ユイナ。君は虚域に属する者……つまり、虚構の存在だ」

　それは、一気にふり下ろされた処刑の刃やいばだった。

「あ……ああ……あ……」

　ふるえる声が、ユイナの唇くちびるから見つめる地面に落ちた。

　虚構。

　全部、噓うそだったのか。いまここにいる自分は、噓の存在だったというのか。

　やっぱり夢だったんだ。全部、噓のあたしが望んだ夢。

　やっと納なつ得とくがいく。あれほど自分の居場所がないように感じていたのも、いつもひとりぼっちで、いつも異端者の異邦人で、どこにも帰る場所がないと思っていたのも、自分がこの〝領域〟の人間ではなくて、本当は〝噓うそ〟の存在だったからなのだ。

　そう、この破は壊かいの光景は自分のせい。慎しんが過ごしていたはずの平へい穏おんな日常を壊こわし、恐ろしい悪夢をもたらしたのも、全部虚構である自分のせい。

　彼を選えらぶべきじゃなかった。彼を選んだのは、やっぱり間違いだった。

　そう思うのに、それがわかっているのに、なのにやっぱりあたしは、

　あたしは、君に……会いたい。

　君と過ごした日々。君と笑った日々。君のかたわらにいられた日々。

　君と並んで、まばゆい朝あさ陽ひ射さす道を学校へ行った。

　君と並んで、明かりの灯ともる街を見下ろしながら夕暮れの坂道を下った。

　君とたどるこのなんでもない道が、どこまでも永遠につづけばいいと願ねがった。

　たとえどんなに辛つらい戦いがあろうとも、君と一いつ緒しよならきっと乗り越えて、必ずまた平穏な日常に戻ることができると信じられた。

　あの日々が、もう二度と帰らない日常が、心焦こがすほど懐なつかしい……。

　慎。

　あたしの望んだ日常。あたしが願った、〝普通〟の存在する大切な場所────

　ユイナは、自分が泣いていることに気がつかなかった。

　涙が頰ほおを伝いあごから落ちて、乾いたアスファルトにいくつもの黒い染みを作る。

　少女は泣いた。声も上げずに泣いた。あふれる涙を止める術すべがわからなくて、立ち上がる気力も歯向かう気力も抗あらがう気すらもなくなって、彼女はぼうぜんとただ泣きつづけた。道路を叩たたく滴しずくはいつまでも止やまず、黒い染みは広がるばかりだった。

　そんな哀あわれな少女に向かって、男はさらに話しつづける。

「滅〈ルイナ〉の子、天あま音ねユイナ。虚きよ域いきをつかさどる君が選んだ羽は立だて慎が境界の王〈レクス・フィニス〉。彼がふたつの境界を結び、この領域の人間に虚域を認にん識しきさせている原因だ。ゆえに、彼は選せん択たくをしなければならない。彼の属する領域の崩壊を阻止するか、あるいは」

　男の語尾をさえぎるように、うなだれる彼女を取り囲んで灰はい色いろの靴がせまりくる。

「まだ間に合うよ」「まだすべては消え去っていないよ」

「助けたい？」「助けたいよね」「君の仲間も」「君の友だちも」「君のクラスメートも」「なにも知らない普通の人々も」「なにより」「…………大事な、彼を」

　力なく、ユイナは泣なき濡ぬれた頭を上げた。哀かなしみのために明めい確かくな意志の薄うすれた面おもてが、見下ろす青白い美び貌ぼうの子供たちに向けられる。

「選んでもらおうよ、彼に」「さあ、立ちなよ」「連れていってあげるよ」

「────彼の、もとへ」

　ユイナの目の前にいるのは敵だった。彼らの言葉にどんな恐ろしい企たくらみが隠かくされているか、薄うす々うすとだが理解できた。それでも〝彼のもとへ〟という言葉は、絶望の最中にいる少女に、ただひとつ残された希望として、かすかな光をもたらした。

　ぐい、と両側から腕をつかまれて、少女は無理やり立たせられる。

　灰はい色いろの子どもたちに手を引かれ背中を押され、彼女は魂のない人形のごとく歩き始める。

　歩き出す背はい後ごに黒いコートの男がたたずんで、じっと自分たちを見送っているのに、ユイナは気がつかなかった。
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　駅からいったいどれぐらい走っただろうか。

　距きよ離りも時間も、慎しんはもうなにひとつわからなくなっていた。

　走れども走れども、行く手にあるのは悲鳴と瓦が礫れきと黒こく煙えんと破は壊かい。立ち止まりかけてひざをつきかけ、そのたび打うち据すえられた。こぶしをにぎりしめ灰色のモノどもへ突進しては、銀ぎん色いろの蛇へびの攻こう撃げきに弾はじき飛ばされアスファルトに這はいつくばった。

　目くらましの〝現象〈フェノメノン〉〟では、彼らの蛮ばん行こうは止められない。攻撃の〝現象〈フェノメノン〉〟を構こう築ちくしようと集中すれば、激はげしい攻撃に阻はばまれる。

　どうすることもできない。なにをどうしても、自分の無力さを思い知るだけだった。

　いま、慎はひときわ激しく打ち倒されて地面に転がっていた。

　強烈な痛みが彼を目覚めさせ、目を見開かせる。しばし気を失っていたのだろうか。

　鼻血のこびりつく顔で彼は空を見上げていた。薄うす暗ぐらい灰色の空が見えて、その空を囲む街のビルから、天をいぶす勢いで火災の煙けむりがひたすら立ち昇っているのも見えた。

　煙る空に、だれかの姿がよぎった気がした。自分を見つめる可か憐れんな瞳ひとみの少女の面おも影かげが。

　だが慎は目をつぶりたくなった。その面影の少女の名を、思い出したいのに思い出したくない。彼女を思い浮かべることは、自分の中の迷いを見据えるように思えた。

　突如、見上げる灰色の空を、いくつもの灰色の子どもたちの頭がさえぎった。冷ひえ冷びえと冴さえる氷の声こわ音ねが慎を囲んで落ちてくる。

「決心は決まった？」「選せん択たくは決まった？」「この惨さん劇げきを」「止められるただひとりの人間」「境界の王〈レクス・フィニス〉である羽は立だて慎…………君だけが」

「〝真の現げん世せ〟────君の本当の〝世界〟を、救えるよ」

「うるさい、うるさいうるさい黙だまれよ！」

　激げつ昂こうの叫びが慎の唇くちびるからほとばしり出た。

　全身の痛みなど感じなかった。ただそれよりも悔しさに胸が苦しかった。

　目の前の惨劇をどうにもできない無力感、いいように操あやつられてなぶられる屈辱感、それが途と方ほうもない絶望を彼にもたらしていた。彼は横たわったまま激はげしく首をふった。

「……たくさんだ、もうたくさんだよ……おれにどんな力があるっていうんだ。おれをどうにかしてなんとかなるなら、いっそ殺せよ、殺してくれよ……こんな、こんな……！」

「できるじゃないか」「君は」「オーシャンズワールドでやったように」

「見たくない現実を」「目をそむけたい現実を」

　くくく、と一斉に上がる低い嗤わらいとともに、彼らはいった。

「〝彼女〟ごと幻げん影えいにして、ぶち壊こわしてしまえば、いいんだよ……」

　慎は顔を上げた。我われ知らず、彼は奥歯をきつく嚙かみしめる。

「お……おまえら……そうか、そうなんだな！」

　ぎりぎりという歯嚙みの音が脳にまで響ひびき渡った。突き上げる怒りに痛みも忘れて身を起こし立ち上がると、彼は憎ぞう悪おをこめて灰はい色いろの子どもたちにいった。

「おまえたちの望みはそれなのか！　そうなんだな、この〝現げん世せ〟を破は壊かいするために、〝現世〟を守るユイナを消すために、こんな惨劇を見せておれを操あやつろうとしているんだな！」

「そのとおり」「僕らの役目は」「この領域のゆがみを是正し」「消滅させること」

　あざ笑う声に、慎しんは痛みを吹ふき飛ばす勢いで叫んだ。

「だったらするかよ。おまえらの望みをかなえるためのそんな選せん択たくなんてするものか！」

「じゃあ、彼女を選えらぶ？」

　冷ややかな声が、慎の叫びを両断する。

　すっ……と白くか細い指先が、慎の胸に針を刺すがごとく突きつけられた。

「本来君が属する領域に、虚きよ域いき──つまり彼女に寄生されて生まれたのがこの〝現世〟」

「〝真の現世〟を選ぶということは、すなわち〝天あま音ねユイナ〟を消去すること」

「その結果、虚域もともに消滅する」

「君が見たくないこの現実は消えて、本来の君の世界を取り戻せるよ」

「だが、〝彼女〟を選ぶということは、」

　びくん、と慎はふるえた。白い指の刺さる箇所を中心に、わななきが広がっていく。

「この崩壊を傍ぼう観かんして、虚域に自分を組みこむこと」

「新たな領域を次々と食いつぶす永遠の繰くり返しに、自分もくわわること」

「彼女のために」「愛いとしい彼女のために」「一いち途ずに君を慕したうけなげな彼女のために」

「だけれど君を陥おとしいれて虜とりこにしたなによりも美しい少女のために」

「家族を捨て、友人を捨て、なにも知らない逃げ惑まどう哀あわれな人々を見捨て、生まれ育った〝真の現世〟もなにもかも全部捨て去って────」

　嗤いを含んだ少年の声が、返る。

「彼女を選び、自分を〝虚構の存在〟に、できるかい？」

「あ……ああ……あ……」

　慎しんはあえいだ。先ほどまでの勢いは殺そがれて、広がるふるえに立つこともできなくなる。

　周囲で上がる嘆きの声が、慎の耳じ朶だを打ちのめす。

　保ほ護ご者しやを消された幼おさな子ごの、胸を締しめつけるような泣き声が聞こえる。

　怪け我がをした妻を抱いて、必死に助けを呼ぶ男の叫びが慎を打うち据すえる。

　火に追われ、煙けむりに追われ、灰はい色いろのモノどもに追われて逃げ惑う人々の悲鳴が慎に届く。堪たえがたいその響ひびきが、彼の気力も体力も尊そん厳げんも誇りもなにもかも打ち砕いていく。

　────みなは、どうなっただろう。

　たったひとりの家族である姉の真ま由ゆ子こ。友人の洋ひろしや宗そう司じや香か奈な未みやクラスメート。

　ともに戦った仲間たちはどうなっただろう。

　誇り高く前を見据える千せん花か。彼女とともにあるのが望みだと迷いなく語ったリュウト。

　大切に思う幼なじみを傷つけたくないといった周しゆう。彼を心から慕したう愛らしい乙おと芽め。

　茉まつ莉りにウィル、慶けい介すけにクリス。カナメにヴィヴィ。

　彼らの面おも影かげが、語ってくれた言葉とともに脳のう裏りによぎる。

　そして、九く条じようと…………ユイナ。

　その名を思い浮かべた瞬しゆん間かん、慎の胸にある想おもいが確たしかな強い形となった。

　会いたい。ユイナに、会いたい。

　この出口の見えない状況の中で、自分に突きつけられた恐ろしい選せん択たくの前で、彼女がこれまで向けてくれた一いち途ずな言葉と想おもいが、たまらないほど恋しかった。

　自分を励まし、支えてくれた優やさしい彼女が、どうしようもなく欲しかった。

　だが彼女はいま、どこにいるのだろう。なぜ離はなれてしまったのか。なぜ噓うそをついて彼女を置いてきてしまったのか。せめて一いつ緒しよにいられたなら、せめてお互いの想いを話せていたなら、せめて、せめて、せめて────だがもう、どんな後悔も追いつかない。

　自分はひとりでここにきてしまった。だからひとりで、決めるしかない。

「……ああ、来たよ」「お待ちかねの、彼女が」

　鼓膜をふるわす冷たい声こわ音ねに、慎は弾はじかれたように顔を上げた。

　瓦が礫れきと化す街中を、こちらに向かってひとりの少女が歩んでくるのが見える。

　それは、白はく銀ぎんの剣を持ち、全身を血に汚した少女だった。だがその刹せつ那な、慎の瞳ひとみに映るすべての光景が色を失い灰色になった。

「………………ユ……イナ…………」

　近づく彼女の背はい後ごに見えたのは──────

　いくつもの同じ顔、同じ姿の灰色の少年少女たちだった。

　彼らはずらりと少女を囲んで並び、彼女の歩みに合わせてゆっくりと進む。

　あたかも、ユイナにつき従うかのように。

　あたかも、ユイナに連れられて、この場に終わりを告つげにきたかのように。
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　立ち並ぶ廃ビルの間に、ひとりのダークスーツの男がうずくまる。

　ここは、閉へい鎖さされた桜おう菱とう市しの再開発地区だ。崩くずれそうなビルの間に、立ち入り禁止の札や工事中を示すロープにネットが張り巡らされているが、通行人も工事関係者の姿もない。再開発をめぐる利権争いのために放置されている最中なのだ。

　男はビル壁かべに力なくもたれて座りこみ、深い息を吐いた。切り刻まれた衣服の間からのぞく肌には血がにじんでいる。赤いシャツは、自みずからの流す血でドス黒い赤に染まっていた。

　彼の周囲のアスファルトには、累々となにかの残ざん骸がいが散らばっていた。

　…………パーツ。それは無残につぶされ切断された、血だらけの人間の部分だ。

　灰はい色いろの衣服、灰色の髪、色のない真っ白な足に腕。一見凄せい惨さんな光景だが、生命の残ざん滓しの感じられない無む機き質しつさから、あたかも人形をバラして並べたような印象があった。

「────無む慈じ悲ひだな、九く条じよう」

　淡々としたつぶやきとともに、黒いコートを身にまとう長身の男が歩んでくる。

「彼らはすべて、私の構こう築ちくした〝現象〈フェノメノン〉〟……単なる道具であっても、体たい組そ織しきは人間と同等であるのに」

「……俺おれに、慈悲を要求するのか？　……それは、残念ながら無理ってもンだぜ」

　九条から弱々しい、しかし皮肉に満ちた言葉が上がった。コートの男、暁歌〈オーバード〉が、それに乾いた声こわ音ねで答える。

「そうではない。ただの感想、理解できない相手の行為に対する率直な所感だ」

　暁歌〈オーバード〉の履はくいかつい黒革のブーツが、九条の間近に歩み寄る。サングラスをかけた面おもてが、疲れくたびれ果てた男を静かに見下ろした。

「ずいぶんと、すり減っているようだな」

　感情のこもらぬ低い声に、わずかに呆あきれたような響ひびきが感じられた。

「再会のあの日から今日きようまで、たったひとりで〝デイブレイク〟を排除しつづけてきたのだ。体力も気力も限界だろう。まったく度しがたい。私には共感不可能だ。しかも毎回だ。毎回毎回〝崩ほう壊かいの日〟が告つげられてから必ずお前はそうする。なぜだ、なぜそんなことをする」

　答えはない。かまわず暁歌〈オーバード〉は話しつづける。

「自みずからの行いのつぐないのつもりか？　お前があざむいてきた者たちが、残されたわずかな時間を少しでも安らかに過ごせるようにと？　無意味だな。良心の呵か責しやくがあるならば、そもそもこんな〝虚きよ域いき〟を構築しなければ良かったのに」

「良心の呵責あればこそ、ともいえるよ。そうだな、オマエには理解できないだろう」

　やっと、九く条じようは視し線せんを上げて目の前の男にいった。

「是正者を名乗るオマエも〝完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉〟で構こう築ちくされた、ある現象だからさ。そう、オマエは正しくは人間じゃない、だから理解はできない……」

「そうだ、私は是正を繰くり返すように記述された存在だ。だからお前の行動の意味が理解できない。それは充分、理解している」

「うらやましいね、そうやってなにもかも忘れて、単なる記述に徹てつしていられるってのは」

　そういって、九条は暁歌〈オーバード〉を見上げた。コートの男も無言でそれを見返す。

　しばしふたりの男は視線を交かわしたが、やがて暁歌〈オーバード〉の方が口を開いた。

「……今回は、お前を守る守しゆ護ご士しはいないのだな。それもお前のいう『類型を壊こわす』という目もく論ろ見みのひとつか。では、」

　コートに入れた両手を暁歌〈オーバード〉は外へ出した。薄うす闇やみの中、両の指にはめた十のリングが鈍にぶい光を放つ。

「終わりの前にお前が死ぬのも、自分の部下や仲間が無残に死ぬのを見届けずに逝いくのも、これまでにない新たな展開を導みちびく仕掛けというわけだ。それも、いいだろう」

　無む慈じ悲ひな宣告に、九条はゆっくりと目を閉じた。

　憔しよう悴すいにこけた頰ほおに暁歌〈オーバード〉の両手の影かげが落ちる。その影が、精根尽き果てた男にもたらされる〝死〟と同義であるのは明白だった。

　その瞬しゆん間かんだった。

　突如、大気を裂いて火線が閃ひらめいた。

　とっさに暁歌〈オーバード〉は地面に転がりそれを避ける。転がる彼のあとをいくつもの火線が追ってコートの裾すそを貫き穴を開けるが、男の体には傷ひとつつかない。

　それまでわずかにも動かなかった九条が、弱々しく頭を持ち上げた。

　彼が見上げる空中に、白はく銀ぎんの翼つばさを広げ、切り裂かれた緋ひ色いろのドレスをひるがえす少女がいた。汗と血にかすみかける瞳ひとみで彼はそれを見つめる。

　天使みたいだ。死を告つげにくる血まみれの天の使いだ────

　少女が放つ火線に追われ、暁歌〈オーバード〉は転がりながらビルの陰に移動し身を隠かくすと、片手をふいと宙で真横に動かした。

「………………〝黎明〈デイブレイク〉〟」

　破れたコートの裾から灰はい色いろの人型がいくつも生まれて飛び出す。彼らは左手に銀の戦具を光らせて、少女へと走った。

　ヴィヴィは一気に急降下し九条を左手で抱きしめると、デイブレイクどもがくる前に素す早ばやく宙へと舞まい上がった。そびえる廃ビルを飛び越えふたりはあっという間に消え去った。

　ビルの陰から立ち上がり、サングラス越しにそれを見送る暁歌〈オーバード〉の周囲に、灰色の姿が歩み寄って口々に問いかけた。

「いいの」「逃がしていいの」「追わなくていいの」「殺さなくていいの……？」

「……境界の王〈レクス・フィニス〉の居場所はわかるな」

　宙を見上げて黒いコートの男が訊きいた。灰はい色いろのモノどもがうなずくと彼は短く答える。

「そちらに向かう」




　九く条じようを抱えてヴィヴィはビルをいくつか飛び越えると、ひとつの廃ビルの非常階段の踊り場に激はげしく落下した。ふたりが倒れる衝しよう撃げき音おんが段を伝わり階下へ落ちていく。

　錆さびた手すりにもたれて息をつくヴィヴィに、死にかけ寸前の九条が問いかけた。

「……なンで、来たンだ、ヴィヴィ……」

「しょうがない……じゃない。アナタが、バカだからよ！」

　深い怪け我がに蒼そう白はくになりながらも、緋ひ色いろの少女は怒りもあらわに九条にいい返した。

「どうせカッコつけなンだから。自分の背負った荷物をだれにもゆずりたくないなンて思ってるンでしょ。だれとも自分の苦しみを分かち合わずにいたいって。だったらアタシが横から奪うわよ。勝手に奪って勝手に背負うわ。だからあきらめて。もう逃がさないから！」

　九条はかすむ目を見開いた。

　彼の視界の中で、目の前の怒りに燃もえる美しい少女と、脳のう裏りでよみがえるまだあどけなさの残る少女の泣き顔とが重なり合う。

〝……要よう子こが行ってしまったの。デイブレイクと一いつ緒しよに……カナメは助けないっていうの。裁定人の職しよく務むを超えて戦えない、それに弱いあの子の自じ業ごう自じ得とくだからって……〟

　カナメ、という名はいまその名を持つ少女の母親のことだ。

〝でもアタシは要子を助けたい。たったひとりの友だちだもの。けどそれには守しゆ護ご士しの力がいる。お願ねがい九条、このリングを受け取ってアタシの門の王〈レクス〉になって！〟

〝……だったら境界標〈テルミスス〉に連絡して、守護士のいない高こう家けの人間を連れてきてやる。その辺歩いてる適当なヤツでもいいだろう。だが俺おれはダメだ。俺以外の人間にしろ〟

〝イヤよ！　アタシは……アタシは、アナタでなきやイヤなンだもの！〟

　あのときヴィヴィは十四歳さいだった。

　いまよりずっと子どもだった彼女は、目の前の床ゆかにひざをつき、自分を見上げて泣きながら切ない声で叫んだ。

〝アタシだって本当はアナタを選えらびたくない。でも、アタシの身も心もなにもかも全部預けるなら、アナタでなきゃ絶対にイヤなの。どうしてもアナタ以外は選べないの……だからお願い、勝手なお願いだけど、お願い……どうか、アタシの門の王〈レクス〉になって……〟

　そうだ、最初から彼女はこうだった。

　押しつけられた責務に反発しながら、結局はだれかを助けるために身を挺ていする強さと優やさしさを彼女は持っていた。

　彼女と出会ったのは今回が初めてだった。類型を崩した結果だったかもしれない。それでもどうせ最後は同じ結末にたどり着くのだろうと、どこかあきらめを感じていた。

　だがあのとき、涙を流して叫ぶ彼女を前に、自分はわかってしまった。

　見つけたのだと。永えい劫ごうの繰くり返しの中で、たったひとりの相手を。

　選えらばれたつもりで、本当は選んでしまっていたのだと。

　だれの記き憶おくにも残らない永遠のリフレインの中で、自分だけはなにもかも覚えていた。

　ジョークに笑い飛ばし、皮肉にまぎらせ、だれとも深くかかわらないようにしても、確かく実じつに喪そう失しつの痛みは魂に深く刻まれ蓄ちく積せきされる。

　彼女と過ごしたわずかな時間が、置き去りにされる孤独にすり減り疲れ果てていた自分に、どれだけなぐさめだったことだろう。

　だからこそ恐れ、だからこそ突き放し、だからこそ彼女を遠ざけようとした。

　彼女もどんなに深く傷ついただろうか。なのにそれでも、緋ひ色いろの少女はこうしてここを目指して白はく銀ぎんの翼つばさを広げ、一心に飛んできた。

　自分の背負う重荷を奪うために。傷つく自分を抱き上げるために────

　血のこびりつく男の唇くちびるの端に小さな笑えみがよぎる。いつもの薄うすい酷こく薄はくな笑みではない、心からの感情がこもる優やさしい表情だった。

「…………いいのか。俺おれがなにもかもの発ほつ端たんだとしても……？」

「安心して。それが本当ならアタシがアナタを殺すから。アナタみたいなひとを選えらンだ責任をとってね。もっともその様よう子すじゃ、わざわざ殺さなくても勝手に死にそうだけど」

「それは、どこをどう安心すればいいンだろうね……まったく」

　くく、とのどの奥で九く条じようは笑い声を上げた。

「ヴィヴィ、つれてってくれないかな。見届けないと、いけないンだ……」

「本当に、だれかに面めん倒どう見てもらわないとダメなひとなのね。称号が泣くわよ、神様の技を持つ〝門の王〈レクス〉〟のくせして」

　あきれたようなため息をついて、少女は腕を差し伸べて男の体を抱きかかえる。その肩に、ぼろぼろになった九条の腕が回される。

　黄昏たそがれのごとき薄うす闇やみに、白い翼がまばゆく輝かがやく羽を散らして大きく広がった。
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　喧けん騒そうが、急に遠くなった気がした。

　ユイナは声もなくその場に立ち尽くす。ビル街を貫く道路の向こう側、大破した車の列の間に、慎しんが立っているのが見える。

　彼は傷ついていた。口の端には血がにじみ、乾いた鼻血の跡が見えて、身につける制服は切り裂かれて白いシャツには血の染みがついている。

　痛ましいありさまに、ユイナの胸はぎゅっと締しめつけられる。

　いますぐ彼のもとに駆かけ寄りたい。彼を捜してこの瓦が礫れきの街を走りつづけてきた。彼に会えば、胸を破るほどのこの苦しい想おもいも、悲惨なこの状況も、全部消える気がしていた。

　なのに、なぜか駆け寄ることができない。あれほど彼の名を心の中で呼びつづけてきたのに、唇くちびるはわななくばかりで息もできない。あんなにも会いたかったのに、あんなにも彼の姿が見たかったのに、なぜ、一歩も踏み出せないのだろう。

　灰はい色いろの少年少女たちに囲まれて、ユイナは慎と、じっと見つめ合った。

「ユイナ」

　先に口を開いたのは慎の方だった。彼はぼうぜんと首をふると、困こん惑わくの声でいった。

「ユイナ……なんで、なんでそいつらなんかと一いつ緒しよにいるんだ」

　説明しようとして、ユイナはやはり言葉が見つからない。慎の面おもてに浮かぶ困惑の度合いがさらに強くなっていく。彼はこぶしをにぎり、わななく足でこちらに一歩、踏み出した。

「教えてくれ、説明してくれよ、ユイナ……これは、このありさまは────本当に」

　慎は一いつ瞬しゆんいいよどむと、口を開いた。その彼の次の言葉が、ユイナを打ちのめした。

「君の、せい……なのか？」

　その言葉の瞬間、ユイナにはわかってしまった。

　彼が、自分を疑っていることを。日々を通じて辛つらい戦いを経へて、つちかってきた信頼にひびが入ったことを。もう二度と、同じ形には戻らないことを……。

　足元が、周囲が、目に見えるすべての光景が崩くずれていく気がした。押し寄せる哀かなしみにユイナはうつむく。長い髪が肩から滑り落ち、彼女の哀しみをこらえる表情を隠かくした。

「ユイナ、教えてくれ、本当に君は…………〝異い域いき〟の側の人間なのか？　おれに突きつけられてる選せん択たくは、真実なのか！」

　返された沈ちん黙もくに焦あせったか、強くなる慎の口く調ちように、うつむくユイナは目を見開いた。

　では、あいつらの話は本当だったのだ。彼に課かせられた選せん択たくは、確たしかに存在しているのだ。

〝自分〟か〝真の現げん世せ〟。そのどちらかという、そんな理不尽な選択が。

　わかり切っている。こんな状況において、彼がどちらを選えらぶべきかなんて。

　最初から無比の一択しか存在しなかったのと同じだ。自分がすべてを崩ほう壊かいに導みちびいた元げん凶きようなら、たとえそのつもりがなかったとしても、自分は彼の世界、〝真の現世〟の敵だ。

　なにより彼は自分を疑っている。だったら、もう迷う必要なんてない。

　早く選んで。早く終わらせて。これ以上だれにも辛つらい思いをさせたくない。このありさまでもまだ助かるひとがいるなら、そのためにもいますぐ全部を終わらせて欲しい────

　白はく銀ぎんの剣を折れよとばかりに固く抱きしめ、ユイナは体を小さく小さく縮ちぢめた。死刑執行を待つ罪人のような気持ちで、彼女は慎しんの言葉を待った。

　しかしうなだれるユイナの耳じ朶だを叩たたいたのは、熱ねつのこもった声だった。

「教えてくれよ、ユイナ。黙だまってないでなにかいってくれよ！　もし、もしも君が本当は〝異い域いき〟の側の人間だったとしても、なにか理由があるのなら、おれは、」

　彼の激はげしいほとばしるような声が、瓦が礫れきの間に響ひびき渡る。

「ユイナ、ユイナ。おれは、おれはちゃんと君の口から訊ききたいんだ！　君の気持ちを、君の言葉を、君の考えを、君の……君の持つ真実を！　教えてくれ、お願ねがいだ、ユイナ！」

「………………慎」

　思わずユイナはふるえる顔を上げた。彼が、真剣なまなざしでこちらを見み据すえている。

　慎が自分を疑っているのは明らかだった。それでも彼は自分に言葉を求めている。誠実な公平さのもとに、自分の説明を求めてくれている。

　でも、真実なんてなにもない。

　これが真実だと明言できる、どんな言葉も事実も自分は持っていない。

　なにが本当で、なにが欺ぎ瞞まんで、なにが事実でなにが噓うそなのかもわからない。

　なにも知らなかったのだと説明することすら、詭き弁べんに感じる。

　やっぱり、なにもいえない。どうすることも────できない。

　ふるいかけた勇気にも似た感情がしぼんでいき、ユイナはまた目を伏せる。

　そのとき、不意に体温のない冷たいいくつもの手が彼女の肩に置かれた。

「……懇こん願がんするといいよ」「涙を流して希ねがうといいよ」「〝あたしを、選んで〟って」

「永遠の繰くり返しに、自分と彼を封じこめればいい」「そうすれば、永遠に彼は君の所有物」

「この悲ひ惨さんな〝現世〟を見捨て」「死に瀕ひんする仲間も崩壊に巻きこまれた人々も見捨て」

「この領域の破滅を見届ければ、いいよ……」

「君にそれができるならね」「崩壊の原因である君に」「彼を望む資格があるならね……」

　残酷なささやきが少女をいたぶる。言葉をひとつささやかれるたびに、肩に置かれた手は重みを増していく気がして、ユイナは堪こらえ切れずにその場にひざまずきそうになる。

　ユイナはうつむいて目を閉じた。真っ暗な視界を、鮮あざやかにいくつもの光景がよぎる。

　最初に浮かんだのは、夕暮れの屋上で緊きん張ちよう気味に立っている彼の姿だ。

〝……いまいった意味、おれ、よくわかんなくてその……〟

　戸と惑まどう声で彼は訊きいてきた。無理もない、だって彼には本当に突然だったのだから。

〝……ごめん。聞いた。話を〟

　ビルの屋上の扉とびらの陰から歩み出て、彼は正直にそういった。秘密の告白を聞かれて顔が熱あつくなったけれど、彼が逃げずに誠実に姿を現してくれたことの方が、ずっと嬉うれしかった。

〝……おれが君を選えらぶ！　来い、ユイナ！　君の〝王〟は、この────おれだ！〟

　学校の屋上で、彼は手を差し伸べてそう告つげた。あの瞬しゆん間かんの、彼が自分を選んでくれたと知ったときの体がふるえるほどの喜びは、きっと永遠に覚えている。

〝……おれは、戦う。この身に託された『意味』を背負って、なんどだっていくどだって、問われるたびにおれは選ぶ。彼女の手を取り、彼女の〝王〟でありつづけることを！〟

　あの力強い叫び、確たしかな覚悟を秘めた彼の言葉が、戦いへの恐れを消してくれた。

〝……おれも、ユイナが笑ってくれるのが一番、嬉しいよ……〟

　屋上で彼が構こう築ちくした光の乱らん舞ぶ。あんな、見たこともない美しい景け色しきを、彼は見せてくれた。たとえどんな宝物をもらったとしても、あの贈おくり物ものにかなう物なんて、きっとない。

　いま思い出してわかる。彼のすべてが、自分にとってどれほど大事だったかを。

　彼の言葉、彼の仕し草ぐさ、彼の表情、彼の笑え顔がお、彼との会話、彼と並んで見た夕ゆう陽ひ……。

　なにもかもが嬉しかった。彼のなにもかもすべてが、胸を満たす喜びだった。

　彼と過ごすたびに想おもいがつのった。王と守しゆ護ご士しは結ばれてはいけない、そんなタブーはわかっていても、想いは止まらなかった。もしも彼との日々がつづいたなら、きっと自分は彼の名を呼び、彼の姿を見るだけで、本当にどんなにか幸せな気持ちになっただろう。

　もしも、彼と…………いつまでも、ずっと、一いつ緒しよにいられたなら。

　瞬間、激はげしい衝しよう撃げきのような悲しみがユイナを襲おそった。

　不意打ちにも似た壮絶な感情は、こみ上げるえずきのごとき嗚お咽えつと涙をもたらした。あまりの激しさに彼女は息が止まりそうになる。

　ユイナは唇くちびるを嚙かんだ。あらん限りの力で体のふるえを抑えこんだ。

　泣くな。泣くな。絶対に絶対に、絶対に泣いてはだめ。

　泣かないで、彼を真まっ直すぐに見て、決断をうながす言葉をいうんだ。

　彼と過ごした、あの幸せだった日々のために。たとえこの身が〝噓うそ〟だとしても、その日々から生まれた彼への想いはみんな、まぎれもない〝真実〟だったのだから──────

　少女は毅き然ぜんと顔を上げると、肩に置かれた手をふりほどき、足を踏み出した。

　慎しんが彼女を見つめて、固かた唾ずを吞のむようにして待っている。

　ユイナは唇を開くと彼を見み据すえて、無理やり吐き出すようにして、いった。

「……そう、全部、噓うそだった」

　いい放った瞬しゆん間かん、慎しんが大きく目を見開いた。あまりの驚おどろきに声も出せない様よう子すだった。

　しかし容赦なくユイナは言葉を重ねた。

「全部噓。全部罠わな。最初から最後まで、みんな大噓だった」

　吐き出す声がふるえていた。それに気づいて唇くちびるを嚙かんで懸けん命めいにふるえをこらえる。

　慎の声が聞こえた。彼の声もふるえていた。

「おれを選えらんだことが、最初から罠だったって……いうのか、ユイナ」

　彼の問いに、ユイナはすがりつくように白はく銀ぎんの剣をにぎりしめて、いった。

「そう。君なんかを、本気で選ぶわけがない」

　────噓。最初から最後まで、本気だった。

　噓をいうのが、こんなにも辛つらいなんて思わなかった。噓の言葉を吐き出すたびに、まるで自分の口の中が痛みで血だらけになっていくような気がした。

「ありきたりで、平凡で、どこにでもいるような君なんかを、あたしが選ぶわけがない」

　噓。それも噓。〝普通〟である君だからこそ、あたしが望む意味がある。

「そう、本当はあたし、あたし…………あたしは、君なんか」

　噓。全部、全部全部全部全部全部全部、なにもかもみんな全部噓。

　だって本当は、本当は、あたしの本当の想おもいは────

　ユイナは叫んだ。全身をふりしぼって力の限り、噓の言葉を叩たたきつけた。

　叫ぶ彼女の瞳ひとみから、その瞬間あふれる涙がこぼれ落ちた。

　その涙だけが、噓のつけない彼女の本当の言葉だった。

「………………君なんか、だいっきらいだ！」




　君が、大好き。




　君しか選べない。君だけしか選びたくない。

　世界で君しかいなかった。選びたかったのはたったひとり、君だけだった。

　たとえどれだけ生まれ変わって場所を変えて世界を変えても、君がいたならきっと必ずあたしは君を見つけて君だけを選ぶ。

　君が、あたしの望んだ世界だから。

　君みたいなひとが暮らす世界、君みたいな〝普通〟が当たり前の世界。

　大事な家族がいて、大好きな友だちがいて、笑いたいときに笑って、悔くやしいこと哀かなしいこと苦しいことがあっても、ちゃんと必ずそれを乗り越えて進んでいける場所。

　それが、それがなにより一番大事な、あたしが願ねがったことだから──────

　彼女は祈る。叫びながら彼女はだれかに心から祈る。
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　どうか、どうかこの言葉が〝真実〟に聞こえますように。

　彼があたしを憎んで、彼の〝世界〟を心置きなく選えらんでくれますように……。




　慎しんは、途と方ほうにくれたような気持ちでユイナを見つめていた。

　どうして、ユイナは泣いているんだ。どうして、あんなに辛つらそうに泣いているんだ。

　おれはなにを決めたんだった？　なにを選せん択たくしたんだった？

　…………そうだ。彼女が、笑えますようにって。

　彼女が笑いたいときに笑えるように。あの綺き麗れいな笑えみを、彼女が好きなときにちゃんと浮かべられるように、彼女を守りたいって。

　この手に望んだのは、ただそれだけの力。それだけを自分は選んで、心から願ねがった。

　なのになんでおれ、彼女を泣かせてるんだろう。

　おれをきらいだと叫びながら、なぜ彼女は泣いているんだろう。

　瓦が礫れきの間で、血まみれになって、なぜあんなに哀かなしそうに泣いているんだろう。

　自分を拒絶することが彼女の望みなのか、それが彼女の抱く〝真実〟なのか…………。

　慎はなにもわからなくなった。彼女が自分を拒こばみ、ともにあることを拒否したのだと思った。彼は目を閉じて〝異い域いき〟のリングのはまる右手を広げる。唇くちびるが自然に言葉をつむぎ出す。

「………………──　基き盤ばん構成：不在の統治者・幻影〈ソムニウム〉」

　胸が空っぽになった気がした。虚うつろな気持ちで、彼はぼうぜんと構こう築ちくをつづけた。

「性質：現象の反転・傾覆〈エウェルテレ〉─対象：衆人〈モリタレス〉……」

　言葉をつむぎ出すたびに、慎しんは抱く絶望が深くなっていくのを感じる。この構築にどんな意味があるのか、いや意味などない。自分にできる意味ある行為など、なにひとつない。

　平凡で、ありふれていて、なんの取り得もない自分ができることなんて、なにもない。

　この〝世界〟を救う？　馬ば鹿かげてる。そんな大それた力が自分にあるわけがない。

　目の前の、たったひとりの少女の涙を止めることすら、できないのに…………。

　構築が終わりに近づき、慎は静かに右手を突き出した。突き出す手の向こうに自分をじっと見つめるユイナが見えた。なぜだろう、彼女がほほ笑えんでいるように見える。まるで、愛いとしい者を見つめるような優やさしく切ないまなざしで。

　さらにその背後、道路の彼方かなたに、黒いコートの男の姿が見えた気が、した。

「………………────　浮影堙滅〈イマーゴ・フラゴール〉──………………」

　言葉をつぶやく最中、氷のように体温のない手が肩に置かれた。

　この冷たさは、デイブレイクの手だ。

　そう思ったとき、視界のすべてが流れるようにぼやけて次の瞬しゆん間かん、




　一切すべてが、暗転した。
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　無限の闇やみをどこまでも落下していく──────

　それを意い識しきしたとたん、壮絶な痛みが慎を襲おそった。

　落下なんてしていなかった。ただ周囲は暗くら闇やみなだけだ。いや、目を閉じているだけだった。閉じたまぶたを透すかしてかすかな光が感知できた。

　手を伸ばしかけてまた堪たえがたい恐ろしい痛みに襲われて、苦く悶もんのあえぎ声がもれる。その声が混こん濁だくする意識をさらにはっきりさせた。痛みをこらえ、思い切って目を見開く。

　明るい視界が広がった瞬間、目の前の光景に慎はがくぜんとなった。

「な……なんだ……ここ、は…………？」

　真っ白な部屋。真っ白な天てん井じよう。白いシーツに白い毛布カバー。後頭部には枕まくらの感触。

　周囲に引かれた白いカーテンが、射さしこむ光を透かしていた。

　あまりのまぶしさに慎は目を細める。体の上にかけられた柔らかな毛布の下で、腕が動くのを感じる。痛みは自分にちゃんと手足が、腹や頭があることに気づかせてくれた。

　彼は周囲を見渡した。ここが病院だとやっと理解したとき、

「慎ちゃん……？　慎ちゃん、慎ちゃん！」

　泣きそうな女性の顔が、自分をのぞきこんだ。

「え……真ま由ゆ子こ、姉ねえちゃん……？」

「そうよ、慎しんちゃん。良かった、良かった……やっと目を覚ましてくれたのね……」

「ここ、病院……だよな。なんでおれ、ここに……いまって、いつ」

　慎はぼうぜんとした口く調ちようで真由子に訊きいた。

「十一月三日よ。慎ちゃんは駅の近くで怪け我がしてるところを見つかったの。交通事故らしいって、先生はおっしゃってたけど……でも、でも……」

　姉は一いつ瞬しゆん、唇くちびるを引き結ぶと、それからこらえきれないように問いを爆ばく発はつさせた。

「慎ちゃん、どうしてそんなところにいたの？　学校に行ったんじゃなかったの？　それに変よ。七月からのこんな短い期間で、三回も入院なんて。いったいなにをしてるの。本当に偶然の交通事故なの？　なにか、お姉ちゃんに黙だまって危ないこととか、してない？」

　鋭するどい問いに慎は口を閉ざした。答えられるような言葉も確たしかな記き憶おくも、いま目覚めたばかりの自分にはなにもない。脳のう裏りでは、いま聞かされた言葉がぐるぐると回っている。

　今日きようは十一月三日？　交通事故って？

　今月の一日は文化祭だったはずだ。だが文化祭がどうなったのか、記憶にない。

　十一月一日。十一月一日。その日付けがなにかを訴えている気がする。

　それはなんだろう、記憶にないその一日が、なぜこんなに気にかかるのだろう。

　慎は必死に、懸けん命めいにぼやける記憶を探った。ふと一瞬、記憶をたぐる慎の脳裏の端を、黒いコートと灰はい白はく色しよくの髪がよぎった。

　一日──────そうだ、それは───────〝崩ほう壊かいの日〟。

「……ユイナ！」

　叫んで慎は跳はね起きた。だが恐ろしい痛みに、毛布の上に身を折りうずくまる。

「だ、だめよ慎ちゃん。すごい怪我なんだから。あばら骨とか折れてるのよ」

「ユ、ユイナ……は？　ユイナはどこだ、姉ちゃん知らないか、彼女がどこにいるか」

「ユイナ？　そ、それってだれのこと？」

「おれのクラスの子で、七月に転校してきた子だよ。おれと一いつ緒しよに病院に運びこまれてないか？　姉ちゃん、知らないのか!?」

「落ち着いて。落ち着いてね、慎ちゃん。混乱してるの？」

　慎の剣けん幕まくに、真由子があわててそういったときだった。

「慎！」「羽は立だて君！」

　いきなり扉とびらが開く音がしてカーテンが開けられ、リュウトと千せん花かが飛びこんできた。

　ふたりともブレザーの制服姿だ。慎とちがい怪我ひとつなく、どこも変わった様よう子すはない。だがその面おもてはそろって蒼そう白はくだった。悲壮なまでの不安がふたりの表情からうかがえる。

　リュウトがどこかぼうぜんとした声で慎にいった。

「オマエ……ひとりなのか。そばにいるんじゃなかったのかよ」

「な──なんだよ、どういう意味だよ。ひとりって、そばにいるって……」

「ユイナさんよ！」

　千せん花かが泣きそうに顔をゆがめて叫んだ。

「あなたが無事なら彼女だって無事なはずでしょ。どこにいるのよ、ユイナさんは！」

「な……なん、だって…………」

　千花の言葉が理解できず、慎しんは痛む頭をふる。リュウトが痛ましげなまなざしで答えた。

「どこにもいないんだ、天あま音ねが……桜おう菱とう市し中じゆうの病院にあたったけど、彼女らしい人間を収容したところはなかった。近きん隣りんの街の病院にも、どこにも…………」

　リュウトにつづいて、千花が口を開いた。

「カナメさんだって二にの関せき君だって百もも世せさんだって、天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉のメンバーだって全員居場所が確かく認にんできたのに……ユイナさんだけ、どこにもいないのよ！」

「そ……そん、な……なんで、なんで、そんな、」

「あの日にあったはずのデイブレイクの襲しゆう撃げきの痕こん跡せきも、なにもない……襲撃があったのは、だれも覚えているわ。桜菱中の生徒たちも、街のひとたちも、不気味な灰はい色いろの少年少女たちが襲おそってきたとか、街が破は壊かいされたとか……なのに、なにひとつ街は変わってないのよ！」

「オレたちだって死ぬ寸前のひどい怪け我がを負った。けど、気がついたら傷なんかなにもなかった。痛みの記き憶おくはあるのに、体は痛むのに、傷はない。まるで、九月の体育祭のときみたいな感じなんだ。あの、虚きよ構こうの領域から出たときみたいな……」

「虚構の、領域……」

　その単語が慎の記憶を刺し激げきした。黒々とした不安が、重みをもって胸にわだかまる。

　だがリュウトの話に重ねて、またドアの開く音が聞こえた。

「無事かよ、慎！」「羽は立だて、生きてるか!?」「羽立くん！」「……羽立君」

　洋ひろし、宗そう司じ、そして最後に丹に々に儀ぎ乃のが香か奈な未みと一いつ緒しよに入ってくる。香奈未は慎の横たわるベッドに歩み寄り、ふるえる声で訊きいた。

「羽立くん、天音さんは？　羽立くんのところに行ったはずなのに、どこにいるの？」

　慎はやはり答えられなかった。答える代わりにぼんやりと丹々儀乃に視し線せんを移す。

「境界標〈テルミスス〉も、行ゆく方えをつかめていません。羽立君は、なにか知りませんか」

　丹々儀乃要よう子こ─────カナメは苦しげに言葉をつづけた。

「再開発地区の近くで、ヴィヴィは九く条じようさんとともに意い識しきを失っているところを保ほ護ごされました。でも天音さんだけは、どこにも……彼女がどこにいるか、だれも知らないのです」

「そ……んな…………そんな、そんな……」

　慎は包帯を巻いた手でシーツをつかみ、救いを求めるようにベッドの周囲を見回した。

　すぐ隣となりで、わけのわからないという表情ながら、心配そうに慎を見る真ま由ゆ子こ。

　唇くちびるを嚙かみしめる千せん花かと、彼女のそばでこぶしをにぎるリュウト。

　いつものクールさがない眼鏡めがねの宗そう司じと、青ざめて元気のない洋ひろし。

　泣きそうな顔の香か奈な未みに、哀かなしげな丹に々に儀ぎ乃の…………。

　見み慣なれた家族や友人の顔ぶれだった。普通ならばこんな不安な状況で、慣れ親しんだ彼らの顔を見て安あん堵どできたはずだ。だが慎しんは、次々と視し線せんを移すのが止められなかった。全員を見回して顔と名前を確かく認にんして、それでもまだ何度も必死になって彼は部屋中を見渡した。

　体が次第にふるえ始める。にぎりしめるシーツに深いしわが寄り、ベッドからはずれそうになる。血の気が下がり寒気がして、それがふるえに拍はく車しやをかけた。

　やっぱり、いない。この場にいるみなの中に、たったひとりだけが、いない。

　…………彼女だけが。

　どうして、どうして彼女ただひとりがいない？

　なにがあったのだろう、あの日に。記き憶おくにない十一月一日に。

　思い出そうとして思い出せない。ただ、恐ろしい、嫌いやな予感だけがする。得え体たいの知れない不安が、彼の胸を締しめつける。全身の痛みを忘れるほどに、その予感と不安が彼を苛さいなんだ。

　そのとき、ふと慎は頭を上げた。いま、なにか─────────声が、した？

「慎ちゃん？」

　真ま由ゆ子この心配そうな声に、慎は無む意い識しきに首をふる。

　あれは姉のものではない、どこか遠くからの呼び声だった。彼は目を閉じて集中する。体の痛みをこらえ、本当に聞こえたかどうかもわからない小さなささやきに、耳をかたむける。

〝慎…………〟

　慎は息を吞のんだ。聞こえた。聞き覚えのある優やさしい声が、いま確たしかに自分の名を呼んだ。

　あれは、あの声は、あの少女の声は、まさか…………。

　突如、慎は毛布を跳はね除のけベッドから転げ落ちるように降り立った。床ゆかに足がついた瞬しゆん間かん、全身にすさまじい痛みが走り気が遠くなる。だが懸けん命めいにみなを押しのけドアに走った。

「慎ちゃん、どこに行くの！」「慎！」「羽は立だてくん！」「待てよ慎……！」

　追いかけるみなの声をふりきって、慎は病院の廊下を走った。

　行いき交かう入院患者や看かん護ご婦ふが驚おどろいてふり返るが目もくれない。壁かべ際ぎわに置かれたストレッチャーや車くるま椅い子すに次々ぶつかり腹や足や腰を強打して、そのたび脳天まで突き上げる痛みに全身を襲おそわれても、立ち止まらずに階段へとひたすら向かう。

　痛む足を段に置いて上り始める。巻かれた包帯で上う手まく動かない足に懸命に力を入れて、歯を食いしばって力の限り手すりをつかみ、前のめりの姿勢で上階を目指す。

　自分を呼ぶ声がする。その声にだけ耳を傾けて一心不乱にただ進む。

　やがて階段の先に、閉ざされたひとつのドアが見えた。ふるえる手を伸ばしドアノブをにぎりしめて全体重をかけて押し開ける。

　扉とびらが開くと同時に目をつぶり、腹の底から声をふりしぼってひとつの名を叫んだ。

「─────────ユイナ！」

　叫んで思い切って目を開けた。




　屋上は、空っぽだった。




　だれもいない。だれひとりいない。

　ただ、空が見えた。夕暮れに向かう、翳かげりを帯びた広く高く青い晩秋の空だけが。

　その広大な空が、なにもない空間をさらに空っぽに見せていた。

　無人のコンクリートの屋上を、冷たい夕暮れの風が吹ふきぬけて、慎しんの叫びを彼方かなたに運び去る。しばしぼうぜんとその場に立ち尽くし、慎は眼前の光景を見つめた。

　ここに立つのは、自分ひとりだけだった。

　わななく足を一歩踏み出す。中央までふらつきながら進んで、彼は周囲を見回した。

　広い屋上を囲む鉄てつ柵さくがあり、その向こうに立ち並ぶ家々やビル街が見えた。慎は柵に歩み寄り手をかけて、眼下に広がる街並みを見下ろした。

　ぼんやりと、慎は風に吹かれてたたずんだ。

　夕ゆう陽ひが高いビルの端をかすめ、西の地の果てに落ちていく。

　夕ゆう闇やみに慎は包まれていく。鉄柵をにぎる指も、腕に巻かれた包帯の白さも、闇に沈んでわからなくなる。足元すらも暗くなり、自分が立つ場所も見えなくなった。

　見下ろす街並みが次第に夕闇に沈む。ビルの輪りん郭かくは薄うす闇やみにぼやけ、家々の細部は影かげに埋もれ、やがて、ぽつり、ぽつりと明かりが灯ともり始める。灯る明かりは、確たしかにそこに生きたひとの生活があるのだと慎に教えていた。

　眼下のその光景が、ふと慎にひとつの記き憶おくを思い出させた。

〝じゃあ、また……明日あしたな、ユイナ〟

　そうだ、あれは十月最後の日だった。

　夕闇の中、灯る街の明かりを眺めながら、彼女と並んで長い長い坂を下った。

　坂の終わりの別れの場所で、自分はそう告つげた。ともに過ごせる明日がくると信じて。

〝うん……また、明日ね。慎……〟

　自分に、彼女はそう答えてくれた。

　その明日はどこだろう。彼女と約束した明日は、いったいどこにあるのだろう。

　訪れたはずの明日、再び彼女と会えるはずの明日、いつもと同じに見えて、けれど確かに昨日きのうと違う、彼女と過ごす新たな一日は、いったいどこにいってしまったのだろう…………。

　唐とう突とつに慎は理解した。忘れていたすべてを思い出した。薄れかけていた記憶が一気に戻り押し寄せて、慎を窒ちつ息そくさせるばかりに脳のう裏りに渦を巻いた。

　そうだ。そうだ。そうだった。おれは、おれは…………おれは、彼女を────




　ユイナを、〝真の現げん世せ〟と、引ひき換かえたんだ。




　そう自覚した瞬しゆん間かんだった。

　慎しんは壮絶なまでに恐ろしい喪そう失しつ感かんに襲おそわれた。

　巨大な空洞が胸に空いた気がした。空っぽの痛みは物理的な痛みをはるかに凌りよう駕がするほど、とてつもなくすさまじかった。痛みに堪たえ切れず慎は激はげしく柵をつかんでにぎりしめ、闇やみに向かって大きく口を開いて叫びかけた。

　だが目の前の光景を眺めて、慎がある事実を理解した刹せつ那な、叫びは消えた。

　その理解したある事実が、傷ついた彼をさらに打ちのめした。

　眼下に灯ともる街の明かりのどこにも、彼女はいない。これだけ多くの明かりがあって、その明かりの下もとには必ずだれかがいて、なのに、彼女たったひとりだけがいない。

　その、事実が。

「……あ、あ…………あ…………」

　我われ知しらずあえぎ声がもれてひざが折れた。柵をにぎったままずるずるとその場にくずおれてひざをつくと、慎は深くうなだれ鉄柵にすがりついた。

　力なく座りこむ慎の耳じ朶だを、記き憶おくから呼び覚まされただれかの声が叩たたく。

〝……突然だけど。君、あたしの〝王〈レクス〉〟になって……〟

　声と同時に脳のう裏りで、色も鮮あざやかな光景が一気に再生された。

　それは夏の夕暮れ、東校舎の屋上だ。

　翳かげりを帯びる七月の空を背景に、長い髪を風になびかせた、目も覚めるばかりに美しい少女が歩んでくる映像。いまも忘れられない、胸高鳴る光景だ。

　別の声と別の光景とが、つづいてそこに重なった。

〝……ありがとう。君がここにいる。それが、あたしの戦う理由……〟

　淡い街がい灯とうの下、自分を見上げる不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみ。

〝……ぎゅって、しても……いい？〟

　頰ほおを染め、ふるえる手を伸ばして抱きつく少女の柔らかな感触。

〝……君が見せてくれる光景、君と一いつ緒しよに見る景け色しき……あたし、それが一番、好き……〟

　色とりどりの光の洪水の中、自分を見つめて告つげる可か憐れんな彼女の真しん摯しな声。

〝……あの明かりの下に君がいる。そう、思ったら……あんなにきらいだった街の明かりが、好きになった……〟

　灯りゆく街の光を眺めて彼女がささやく、幸せな想おもいに満ちた優やさしい言葉。

　脳裏に耳朶に、次々とよぎりこだまして再生を繰くり返す、美しい少女の声と瞳と言葉と笑え顔がお。慎しんの胸を苛さいなみ切り刻む、もう二度と戻らない彼女の思い出。

　そして、耳じ朶だによみがえり響ひびく、彼女が泣きながら叫んだ言葉。

〝…………君なんか、だいっきらいだ！〟

　ちがう。ちがう、そうじゃない！

　なぜわからなかったのだろう。なぜ気がつかなかったのだろう。

　彼女はあんなにも、全ぜん身しん全ぜん霊れいでひたむきに一いち途ずな想おもいを告つげてくれていたのに。

　不器用で、口くち下べ手たで、だからこそ噓うそがつけなくて、なにもいえないかあるいは思ったままをストレートに伝えるしかできなかった彼女。

　そんな彼女とともに過ごして、そんな彼女の想いを受け止めて、そんな彼女の言葉を聞いて、そんな彼女の笑え顔がおを見て、そんな彼女を、おれは、おれは──────

「あ……ああ……う、うう……うわぁああああああああああああああああああっ!!」

　不意に絶叫が慎の唇くちびるを割ってほとばしった。

　恐ろしいまでの悲しみが彼をその場に打ち倒した。両のこぶしをふり上げてコンクリートの地面に叩たたきつける。彼は何度も何度も繰くり返し血がにじむほどこぶしを叩きつけた。

　声にならない声で慎は彼女の名を呼んだ。血を吐くほどにその名を叫んだ。

　ユイナ。

　ユイナ、ユイナ。

　なんで、なんでおれは君を引ひき換かえたんだろう。

　こんなにもこんなにも、胸も心も命さえもつぶれそうなまでに君のことが…………、

　好きだったのに。

　大好きだったのに。

　なぜおれは気がつかなかったのだろう。君の気持ちも、自分の気持ちも。

〝真実〟を求めるあまりに、おれは見失っていた。彼女の気持ちを訊きく前に、彼女が抱える〝真実〟を問いただす前に、なにより一番に見つけて伝えなければならなかったのは、

　おれの気持ちの方だったのに────

　激はげしい嘆きに打ちのめされて、慎は立つことすらできず、柵さくをつかんで泣き伏した。こみ上げる涙の熱あつさと反対に、夕ゆう闇やみが全身の体温を奪って氷のように凍こごえさせる。

　止まらない涙に声もなく、冷ひえ冷びえとした屋上に慎がうずくまっていたそのとき、

「慎ちゃん、慎ちゃん！」

　背はい後ごで扉とびらが開く音がして、大勢の足音が入り乱れて走ってくるのが聞こえた。

　だれかが走り寄り、座りこむ慎の背中に触れて顔をのぞきこむ。

「だいじょうぶかよ、慎！」「どうしたの、羽は立だて君……」「しっかりしろ、羽立！」

　何人もの声がして慎の肩に手が置かれる。彼らの腕がいたわるように、夜の闇に冷えた慎の体を温かく包んだ。その温かさが、さらに慎の胸を苛んだ。

　自分を支える友人や姉の腕にすがりつき、彼は涙に濡ぬれた面おもてを上げた。

　夕暮れはとうにすぎ、深くなる夜に闇やみが濃こさを増していた。病院の屋上から一望できる眼下の街には、先ほどよりももっと明かりが増えている。

　晩秋の冷えて澄すんだ満天の星の下、その星々を映したかのような一面の街の灯ひ。

　慎しんはその明かりを見下ろして、絶望にも等しい痛烈な後悔を感じていた。

　彼女と引ひき換かえに、自分はなにを守れて、なにを救えたのだろう。

　たったひとりの家族である姉だろうか。自分をいたわり気づかう友人たちだろうか。戦いをともに乗り越えた仲間たちだろうか。

　目の前の街の明かりの下にある、戦う術すべを持たなかった多くの人々、平へい穏おんな日常の中で平穏な日々を送る、ごく〝普通〟の人々をだろうか。

　それが〝正しさ〟なのか、それが〝世界を救う〟ということなのだろうか…………。

　だが慎は、なにも守れたような気がしなかった。なにひとつ救えたように思えなかった。

　あの無数の明かりの中に慎がいるから、すべてが愛いとおしいといってくれた彼女。

　この、平凡でなんの取り得もない自分を、守るべき世界だといってくれた彼女。

　その彼女を見捨てて引き換えにして、なにを〝救った〟と胸を張っていえるのか。

　なんの誇りもなかった。勝利の感かん慨がいなどなにもわかなかった。ただみじめで苦しくて、決して消えることのない後悔だけが胸に重くのしかかっていた。

　そう思いながらも慎は、肩に置かれたみなの手をふりほどくことができない。

　この、自分を支えてくれる彼らを失ってしまったのだとしたら、目の前の明かりの下にある、一歩ちがえば自分もそちらの側にいたはずの〝普通〟の人々を見捨てたのだとしたら、たとえ彼女がそばにいても、やはり同じ後悔を抱いたかもしれない。

　慎には、自分がどうすれば一番正しかったのか、わからなかった。

　だがただひとつ、わかったのは…………。




　これは、自分が本当に望んでいた結果ではない、という事実だった。




「慎ちゃん、こんなに冷えて……お願ねがい、部屋に戻りましょう。ね？」

　真ま由ゆ子こが深い思いやりの感じられる口く調ちようでそういうと、慎の肩に手を回した。

　リュウトが無言で腕を貸す。洋ひろしと宗そう司じ、香か奈な未みが心配そうにわきを支えた。

　みなに囲まれて、慎は魂のない抜け殻のごとくぼんやりと歩き出す。向かう先の扉とびらの陰に立つ、千せん花かと丹に々に儀ぎ乃のの姿が見えた。

　慎は、みなとともに扉の中に足を踏み入れた。背はい後ごでドアが閉まり、星のまたたく夜空と街の明かりが消えて闇ひと色になる。暗闇の中で、慎は冷え切った自分の体を意い識しきする。

　自分の肩に置かれた手、体に回された腕の温かさが、凍こごえる体の芯しんまで染み渡った。







　その中に。







　突然、慎しんは気がついた。

　自分の肩に置かれたいくつもの手。

　その中に、たったひとつ。




　氷のように冷たい手が混じっている──────！










　　　　　　　３




　激はげしくがくりと足が落ちた。

　ぶん殴られたような衝しよう撃げきが慎をゆさぶり足元を崩くずす。強く片ひざと片手をついた拍子に、見下ろす地面が黒いアスファルトなのを知る。

「…………え…………あ、あ…………!?」

　なにが起こったのかわからなかった。

　慎は大きく何度もまばたきをした。強いめまいに焦しよう点てんが合わない。自分がいまどこにいるのか、どこに立っているのかも判別できない。

「九く条じよう！」

　不意に恐ろしい一いつ喝かつが慎の耳じ朶だを叩たたいた。

　あまりの声の激しさにびくりと肩がふるえる。

　かすむ目を無理やり見開き、慎はひざまずいた姿勢で前方を見上げた。ぼやける視界に目をこらし、自分のいる場所を見み極きわめようと懸けん命めいに努つとめる。

　その刹せつ那な、慎はがくぜんとした。

　ここは─────────

　瓦が礫れきの街が眼前に広がっていた。破は壊かいされたビル、その間を貫く道路と、ぶつかり大破して停止した車。灰はい色いろの空に立ち昇る炎と黒こく煙えん…………。

　そうだ、ここはまさしく、桜おう菱とう市しの市街だ。

「彼になにをした、九く条じよう」

　さらなる声が聞こえた瞬しゆん間かん、慎しんの視界が戻った。

　前方に、剣をにぎってぼうぜんと立つユイナがまず目に入る。

　ついで声の主である黒いコートの男、暁歌〈オーバード〉がユイナを押しのけるようにその前に立って一歩踏み出すのが見えた。彼らを囲んで灰色の少年少女たちもいる。

「ただ、夢を見せてやっただけさ……いっただろう？　俺おれは、どンな卑ひ怯きような手も使うって」

　不意に、すぐ背はい後ごから声が聞こえて慎は驚おどろき、はっと体をねじってふり返った。

「よぅ……少年……」

「く、九条さん!?」

　にやり、と見み慣なれたうさんくさい笑えみが見下ろす。ずいぶん傷つきくたびれ、疲れ果ててはいたが、いつもの彼の笑みだった。

　その瞬間、慎は理解した。

〝裏夢〈リム〉〟だ。九条が作り出す、悪夢を見せる現象〈フェノメノン〉。

〝現げん世せ〟はそのままだった。慎が行いかけた構こう築ちくは途中で中止されたのだ。

　九条の背後で、緋ひ色いろのドレスがひるがえる。

　ヴィヴィが両手にいかつい銃をにぎりしめて、九条を守るように背を向けて立っていた。彼女の周囲には、銃で撃うたれたのか灰色の少年少女たちが倒れている。

「……そうまでして自分の作り出した仮構の領域──〝虚きよ域いき〟が大事か。そうまでして彼に、自分の望むとおりの選せん択たくをさせようというわけか、九条！」

　厳きびしい声こわ音ねで糾きゆう弾だんする暁歌〈オーバード〉に、九条がだるげに言葉を返す。

「いやぁ、思いどおりにしようなンて……思って、ないよ。それほどユイナが選えらんだ〝門の王〈レクス〉〟が脆ぜい弱じやくなはずがない。俺はただ、見届けたいだけなンだ」

　そういうと九条は、ひざをつく慎に右手を差し出した。

　ぼうぜんと慎はその手を見つめる。彼が人前で手を出すのを初めて見た気がした。

　それはなんら変わったところのない普通の男の手だった。細く優ゆう美びな長い指、大きな手のひら、芸術家かピアニストを思わせる、繊せん細さいな印象の手だった。

　成り行きのわからない慎は、差し出された手につられるように自分の手を伸ばす。

　するといきなり九条はその手を引っこめ、ポケットに入れていた左手でぐいと慎の手をにぎりしめ強引に立たせた。と同時に慎の手になにかがにぎらされる。

　驚く慎に、にやり、とまた九条が笑ってみせる。

　その笑みに、慎は急に現実感を取り戻した。

　今日きよう一日のできごと、先ほど彼に見せられた幻まぼろし、そこで自分が抱いた激はげしい哀かなしみと後悔……それらが一気によみがえり、同時に爆ばく発はつするような怒りがこみ上げた。

「……なにを考えてるんだ。おれをまた思いどおりにしようってわけか？　あんな夢を見せて、おれの感情を気持ちを操あやつって、おまえの作った〝虚きよ域いき〟を選えらばせるつもりなのかよ！」

　慎しんは必死に手をふりほどこうとしながら強く叫んだ。だが目の前のくたびれた男の腕はびくともしない。九く条じようはかぶりをふると、ささやくように答えた。

「ちがうさ。確たしかに俺おれは君にある〝夢〟を見せた……だが、君の感情まで操そう作さできるわけじゃない。他ひ人との感情を思いどおりにできるほど、そこまで俺は万能じゃない。だから、君がその夢の中で抱いた想おもいは、まぎれもなく君自身が感じた想いだ。これだけは、断言する」

　ふと、慎は抗あらがうのを止やめた。

　自分を見み据すえる男の真剣なまなざしに気がついたのだ。

「君がどちらを選ぼうと、どんな選せん択たくをしようと……それは俺が望ンだことじゃない。間違いなく君自身の意志による、君にしかできない選択だよ……少年、俺は見たいンだ。君がどンな選択をするのか。平凡で、ありふれていて、どこにでもいるような人間で、けれど確かに、この〝現げん世せ〟の象徴として選ばれた君の選択が……」

　ふ、と九条は手を放した。放す間ま際ぎわの彼のささやきが、慎の耳じ朶だに届いた。

「少年。見せてくれよ…………君にしかできない、選択を」

　よろり、と彼はヴィヴィに背を預けて慎から離はなれる。慎も反動で一歩下がった。下がって踏みとどまって、それからゆっくりと、おそろおそる背はい後ごをふり返った。

「だまされるな、境界の王〈レクス・フィニス〉」

　暁歌〈オーバード〉の鋭するどい声が、ふり返る慎にかけられた。

「どんな幻まぼろしを君が見せられたかわからないが、それは九条によってゆがめられている。彼の思おも惑わくどおりの選択を君にさせるための行動だ」

　それに追つい随ずいして、歌うように灰はい色いろの少年少女たちがいった。

「そう」「そうそのとおり」「そのとおりだよ」「なによりも彼女はいったよ」

「彼女は告つげたじゃないか」「君を罠わなにはめたのだと」

「彼女は拒絶したじゃないか」「君とともにあることを！」

　重ねていわれたなぶる声に、慎は奥歯を食いしばる。

　暁歌〈オーバード〉の背後で、ユイナが自分から顔をそむけているのが見えた。その様子が慎に不信の想いをよみがえらせる。

　この場のだれもが信じられなかった。

　デイブレイクどもはもちろん、暁歌〈オーバード〉も、九条も。

　自分から目をそむけるユイナの気持ちも、わからなくなった。

　見つけたと思った自分の気持ちすら、理り不ふ尽じんな状況への怒りと困惑で見失った────

「逃げるのは止やめなさい、ユイナ！」

　大気を裂く鞭むちのような声が、びしりと走った。

　慎しんは背はい後ごに首をひねった。うつむいていたユイナも、その声に顔を向ける。ヴィヴィが九く条じようを支えつつ、怒りに燃もえる声こわ音ねでユイナへいい放った。

「なにを自分の気持ちから逃げているのよ。勇気を出して選えらンだかと思えば、またこンな土ど壇たん場ばで逃げるつもり？　それほど臆おく病びようなの、それほど彼を思い過ぎて、自分の本当の気持ちを伝えるのを怖がっているの!?　馬ば鹿かね、やっぱり子どもよ、アナタは！」

　ユイナが打たれたように凍こおりつきヴィヴィを見返した。

「あのときだってアタシにいい返せば良かったのよ、〝彼を選んでなにが悪い、あたしは彼しか選びたくないんだ〟って。戦いには迷わないくせに、自分の気持ちひとつまともに伝えられないのね。不器用にもほどがあるわよ！」

「ヴィヴィ……」

「……でも、アタシだってひとのこといえない。要よう子こに指摘されるまで、アタシも自分の想おもいから目をそらしていたもの……。だからもう迷わない。たとえ彼がどンな人間でも、どンな罪深いことをしていても、アタシは最後まで彼のそばにいるわ」

　彼女の肩につかまる九条が、目を閉じてかすかな笑えみを浮かべた。そんな彼に、

「調ちよう子しに乗らないでよ。アタシの信条なだけ！」

　とヴィヴィはささやいて、再びユイナに視し線せんを戻す。

「九条の思おも惑わくも、だれの思惑もどうでもいいわ。なにが崩ほう壊かいしようと、どんな結末があろうと、不器用なら不器用なりに自分の気持ちに噓うそつくなンて無む駄だな真ま似ねしないで、ちゃンと彼に想いを伝えたらどう。自分の選せん択たくを最後まで貫きなさいよ！」

　緋ひ色いろの少女のその言葉に、慎はふと目を見開かれた気がした。

　────そうだ。

　たとえあれが幻まぼろしでも、おれは伝えなきゃいけない気持ちを見つけたはずだ。

「ユイナ…………来てくれ、おれの前に」

　その思いに支えられ、慎は口を開く。

　ユイナが戸と惑まどう視線を向けた。ひるむような彼女のまなざしに、慎は重ねていった。

「おれに課かせられた選択が、君か〝真の現げん世せ〟の二択かなんていうなら、おれの決意は、君にまず伝えなくちゃいけないって思う。だから来てくれ、おれの前に……お願ねがいだ」

　ユイナは一いつ瞬しゆん、うつむいた。ぎゅっと固く剣をにぎりまぶたを閉じ唇くちびるをきつく閉ざして、少女は逡しゆん巡じゆんに身を強こわ張ばらせてうなだれる。

　だが、すぐに彼女はきっぱりと面おもてを上げた。

　暁歌〈オーバード〉を押しのけるようにして、ユイナは歩き出す。その足取りは、わずかにふるえていた。だが立ち止まらずに彼女は慎の前まで来てぴたりと静止する。

　目の前に立つ少女を、慎しんはじっと見つめた。

　怯おびえがかいま見える顔で、だが目をそらさず気丈に自分を見上げる彼女を。

　血に汚れ、泥に汚れ、髪は乱れて、それでも彼女は綺き麗れいだった。真まっ直すぐな瞳ひとみをしていて、可か憐れんな唇くちびるを引き結んでいて、ひたむきな意志を感じさせる表情だった。

　慎はこぶしを強くにぎりしめる。暁歌〈オーバード〉が、九く条じようが、ヴィヴィが、デイブレイクでさえ、固かた唾ずを吞のんで自分の言葉を待っているのを感じた。

　なにが正しいのか、自分の考えがこれで本当にいいのか、彼にはまだ自信がなかった。だが、これ以外には選えらべないある決意を秘めて、彼はユイナを見み据すえた。

「おれは、決めたよ。ユイナ」

　す……と大きく息を吸いこむと、慎は力強く告つげた。




「おれは──────どちらも、選ばない」
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　沈ちん黙もくが満ちた。




　慎の告げた言葉に、ユイナも、九条も、ヴィヴィも、暁歌〈オーバード〉もデイブレイクたちでさえ声がない。周囲の音すら消えてなくなったように思われた。

「……選ばないって……どちらも選ばないって、慎、どういう……こと？」

　慎を見上げて、ユイナが困こん惑わくにふるえる声でいった。

　しかし慎は答えず彼女へ一歩近づくと、静かに腕を伸ばした。

　びく、とユイナが足を引くのを慎の両腕が引きとめる。引きとめて抱きしめて、胸の中に抱きかかえて、慎は彼女の耳元で目をつぶりささやいた。

「ごめんな、ユイナ」

　その言葉に、ユイナが目を見開いた。

「おれ、とことん鈍どん感かんだから、ぎりぎりまで気がつかなかった。ユイナの気持ちも、自分の気持ちも……もっと、もっと早くわかっていれば良かったのに。ごめん。本当にごめん」

「し……ん……？」

　戸と惑まどいふるえる少女に慎しんは告つげた。体の奥おく底そこから湧わき上がる、ひとつの想おもいを。

「おれ、君が好きだよ」

　その刹せつ那な、ユイナの動きが止まった。

　慎は、凍こおりつく少女を抱きしめる腕にそっと力をこめて、さらに言葉をつないだ。

「本当は、ずっとわかってたのに……言葉にできなかった。やっと気がついたんだ。ユイナが、おれをこの〝現げん世せ〟の象徴だって、守りたい世界だっていってくれたように、おれにとってもユイナは、おれの立つこの領域と同じだってことを」

　がらん、と金属が落ちる音がした。ユイナがにぎっていた剣が地面に落ちた音だ。

　ぼうぜんとユイナは慎の腕の中で首をふった。信じられないというように。

「おれは、君とこの場所にずっといたい。ユイナと一いつ緒しよに、この〝現世〟で日々を過ごしたい。それがおれの望みだ。それ以外…………おれは選えらべない。それがおれの決意、おれの本当の気持ちだ。だからユイナ、君の気持ちを教えてくれ。君の────本当の想いを」

　ユイナは大きく瞳ひとみを見開き、なにかをこらえるように何度もまばたきをした。

　ふるえ、わななく少女の手が、慎の背中に回される。

「……ごめん、慎。ごめん、ごめんなさい……自分勝手だと、思う。でも、あたし……あ、あたし、あたし……あたし……」

　ぎゅ、とユイナは慎に抱きついた。背中に回されたわななく少女の手が、慎の着る制服のブレザーをにぎりしめる。回された腕から、彼女のふるえが伝わってくる。

　ユイナは慎の胸に顔を埋め、苦しい、しぼりだすような切ない声で、いった。

「……あたし、本当は君と……君と、離はなれたく、ない。この場所にいたい。みんながいるこの〝世界〟で……君の隣となりにずっと…………ずっと、一緒にいたい…………！」

　悲鳴にも似た告白の瞬しゆん間かん、ユイナの瞳からこらえ切れずに涙が落ちた。

　しがみついて必死に声を殺して泣く少女を、慎は固く抱きしめる。

　自分の肩に染みていく少女の熱あつい涙が、傷ついた体に染み入るように温かい。その温かさに、心の底からたまらないほどの愛いとしさがこみ上げる。

　これが、彼女の〝本当〟。そして自分の伝えたかった〝本当〟だ────

「ありがとう、ユイナ……君の答えが、おれの確たしかな支えになるよ」

　慎はユイナの肩を抱きしめると暁歌〈オーバード〉とデイブレイクに向き直った。

　こちらを見つめる彼らを見回すと、慎は口を開いた。

「…………おれは、平凡な人間なんだ。だれもがいうとおり」

　少年は静かな声こわ音ねで話し出す。

「ひとより優すぐれたところなんてなにもない。秀ひいでた取り得もないし、未み熟じゆくだし、迷ってばかりだし、悩んで進めなくなったりもする。本当、どこにでもいるありふれた人間だ。そんなヤツに、どんな大きなものを動かす力があるっていうんだよ。世界を救うなんて、そんな……そんなどえらい力、あったらおかしいだろ」

　卑ひ下げしているようにも聞こえる言葉だった。だが慎しんの声には、みじんも自己を蔑さげすむところはなかった。ただ彼は、自分が感じた想おもいを伝えているだけだったからだ。

「第一、現げん世せとか世界とかってなんだよ。たくさんの人間の見方の集まりがこの〝領域〟なんじゃないのか？　おれひとりの定義で決められるほど、そんな単純なものなのか？　……おれはユイナと出会ってから、色んなひとに会った。仲間の王や守しゆ護ご士しだけじゃない、道をあやまったっていわれる王や守護士も見た。でも、そのひとたちが本当に間違ってたかなんて、おれには判断できない。なにが正解でなにが間違ってるか、どれが真実でどれが噓うそか、そんなのわかんないぐらいに絶対的なものはないって思った。そんなたくさんのひとの想いや考えや定義や見方の集まりが、この〝領域〟なんだって思ったんだ。だったら────」

　慎は、真正面から暁歌〈オーバード〉を見み据すえると、きっぱりといい放った。

「だったら、おれなんかのたったひとりの選せん択たくで終わりや存続が決められるほど、この〝世界〟は弱くも脆もろくもないはずだ！」

　気迫のこもる声を、慎は挑むように男に叩たたきつけた。

「どんな力があったって、おれはただひとりの平凡な人間だ。たとえどれだけ大きな力を持ったとしたって、おれに見えるのはごく狭い領域────大切な家族や友だちや、目の前にいる大事な相手だけなんだ……だからおれは、自分がすごいヤツだなんてうぬぼれない。うぬぼれて、自分が立つ足元を、自分がいる場所を見失いたくない！　おれは決めない。選えらばない。おまえらが押しつける身勝手な選せん択たく肢しなんか知ったことか。世界の存続だの終わりだの、そんなことはおれじゃなくたってだれにも決められないんだ、決めちゃいけないんだ！」

　慎はユイナの手をにぎりしめた。強く、強く、決して失うまいというかのように。

「それに、〝真の現世〟かユイナかなんて、おれはどちらも選べない。だってどちらも同じだ。ユイナが、おれを守りたい世界だっていったように、おれにとっても不可分のひとつなんだ。もしそれでもどうしても選べっていうなら、おれはおまえらにこう告つげる！」

　ユイナと手をつなぎ、慎はすべてに聞こえるほどに力強く確かな声で、宣言した。




「おれが選ぶのは、ユイナのいる〝現世〟だ。おれはユイナとともに────ここに立つ」




　ユイナが、慎を見上げた。

　その面おもては、まるで光を浴びたかのごとく輝かがやいていた。自分が選んだただひとりの相手を、そしてその彼を選んだ自分を、心から誇りに思う表情だった。
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　少女は少年の手をにぎり返す。しっかりと、彼の言葉に応こたえるように。

　彼らは寄りそい、互いを支えて挑むようにその場に立った。黄昏たそがれの薄うす闇やみに包まれる、黒こく煙えんと炎と瓦が礫れきの街中で、彼らふたりの立つ場所だけが、絶望の中にあるひとつの指標のごとく、確たしかな光をはらんでそこにあった。

　慎しんとユイナが立つ後方で、目を見開いていた九く条じようがふっと目め線せんを和やわらげた。

「ちゃンと、選えらンだじゃないか……少年」

　彼のつぶやきに、あっけにとられていたヴィヴィが訊きいた。

「アナタ、まさかこれを予測していたの？」

「……いやあ、まさかこんなストレートな告白と選せん択たくだとは思ってもいなかったよ。なンだか、見ているこっちが照れくさくなるね…………」

　そういって彼は笑った。普ふ段だんの彼からは思いもよらない、胸が空すくような笑いだった。

　しかし、もう一方の暁歌〈オーバード〉にとっては、慎の選択は明らかに予想外だったらしく、いまだ無言で慎を見つめているばかりだった。

　だが、やっとのことで彼は口を開いた。

「それが、君の選択か」

　感情の高ぶりのない声に慎がうなずくと、男は無造作に周囲をあごで指し示した。

「この街のありさまを見て、なおもその言い草が貫けるのか」

　慎しんは押おし黙だまったままだった。だがユイナの手をにぎる力がわずかに強くなる。たたみかけるように、今度はユイナに向かって暁歌〈オーバード〉はいった。

「────天あま音ねユイナ。たとえ彼が選せん択たくを拒否しても、明あ日すの夜明けには、死に瀕ひんする君の仲間と傷ついた人々を内包して、この領域は消え去る。それはまぎれもない真実だ。そしてまた最初から始まるだけだぞ。今度は彼のいない領域で……すべてを手にしようなどと、そんな都つ合ごうのいい選択がゆるされると思うな。この場所を、この領域に住まう人々を、そして彼の存在を守りたければ、存在してはならない君が消え去るしかないのだ」

　正面から重い言葉を投げられて、ユイナは一いつ瞬しゆん、その面おもてに迷いを見せる。しかし、すぐに彼女は真っ向から視し線せんを返した。

「……わかってる。本当は、あなたたちが正しいのかもしれない。あたしがここにいるから、こんな恐ろしいことになったのなら、あたしひとりが消えればそれでいいのかもって、やっぱりまだ迷う……だけど慎はいま、いってくれた。たったひとりの存在や選択でゆらぐほど、この〝世界〟は弱くないって。もっと、もっと確たしかなものなんだって。だから、あたしひとりが消滅を選えらんでそれでなにもかも済むなんて、きっととても傲ごう慢まんな考え。この領域を支えている、あたしたち以外のたくさんのひとたちに対する冒ぼう瀆とくで、侮ぶ辱じよく。それに、そんなのはただ目の前の悲ひ惨さんな光景から逃げてるだけだって、わかった…………だから、あたしは」

　ユイナはリングをはめた右手を伸ばした。地面に落ちた白はく銀ぎんの剣が消え、その手に光とともに戻る。少女は剣をにぎりしめ、そして静かに答えた。

「あたしは逃げない。あたしも────ここに立つ。慎がいる、この場所で」

　今度は、返る声はなかった。

　暁歌〈オーバード〉はコートのポケットに手を入れて、じっとユイナを見つめていた。

　サングラスの奥のまなざしは見えず、表情もわからない。だがなぜか慎には、彼がまとう沈ちん黙もくの空気の中に、ひそやかな悲ひ哀あいが含まれている気がした。

　彼の哀かなしみの意味はわからない。あまりにもかすかで、すぐに消えてしまったから。

　やがて男は、青ざめた色の薄うすい唇くちびるを開いた。

「……そうか。その選択はゆらがないのだな。ならば夜明けを前に、私が君たちを送ろう」

　そういって彼はコートのポケットから両手を出すと、慎の前に広げて見せた。

　慎は息を鋭するどく吞のむ。隣となりでユイナも同じ驚きよう愕がくの色を浮かべて身を固くした。十個の鈍にぶい光を放つリングが男の指にはめられている。それらはすべて〝神語の指輪〈デイ・ロタ〉〟だ。

「命なき骸むくろとなって、ともに破滅の〝夜明け〈デイブレイク〉〟を迎えるがいい。すべてをゆがませ消滅させる〝虚きよ域いき〟は、存在してはならないのだ。決して、決してだ！」

　無む慈じ悲ひな宣告に、慎の背筋を汗が伝った。ざわり、と黒いコートの男の動きに合わせるように、周囲の灰はい色いろの少年少女たちが動く。

　だがふと、慎は自分の右手を意い識しきした。先ほど九く条じようになにかをにぎらされた手のひらを。

　彼は右手を体の陰で開くと、そのなにかを盗み見る。

　それは繊せん細さいな光に輝かがやく五つのリング、そして二つの、くすんだ色のリングだ。

　五つは、おそらく九く条じようの神語の指輪〈デイ・ロタ〉。残る二つは〝異い域いき〟のリングか。オーシャンズワールドで、八や塚つか怜れい路じとその守しゆ護ご士しベアトリーチェが使っていたものと思われた。

　これを自分に渡した九条の意図がわかるわけではない、しかしこのリングを見た瞬しゆん間かん、慎しんはあるひとつの閃ひらめきを得た気がした。

　慎は、激はげしい向かい風にも似た男の圧力に、静かな声を返した。

「いいよ。たとえなにをされようと、おれは自分の選せん択たくはひるがえさない。自分の選択を貫くために、絶対にここから動かない…………ユイナ」

「慎」

　みなまでいわずともユイナは理解し、ぎゅっと慎の手をにぎり返す。

「命令〈オーダー〉して、我わが王。あたしは君の、君だけの境界守護士〈ディフェンソル〉。この身も心も、想おもいも命も、なにもかもが君だけのもの。だから君の命令なら」

　誇りに瞳ひとみを輝かせて、少女は自分の選えらんだ相手に告つげた。

「あたしは、存在のすべてをかけて、実行する」

「では、ユイナ。おれのただひとりの境界守護士〈ディフェンソル〉。おれは君の王として、君に命じる…………命令〈オーダー〉────距戦〈ディフェンシブネス〉」

「了解、我が王！」

　ユイナは即座に反応した。つなぐ手を離はなし、迷いなく彼女は踏み出す。

「我が名は天あま音ねユイナ。羽は立だて慎──称号・全幻影領域〈ヘリオドライブ〉の境界守しゆ護ご士し、無双闘手〈デイムウォーリア〉だ。このあたしに並ぶ者は」

　少女は白はく銀ぎんの剣をひとふりすると、灰はい色いろのモノどもに向かってびしりとかまえる。

「どんな世界にも、存在しない！」

　そう宣言する彼女は、雄お々おしく凛り々りしく、見ほれるばかりに光り輝くほどに美しかった。まさに、並ぶものない絶世の美しさを誇っていた。




　ヴィヴィは後方で息をつめて慎たちのやり取りを見ていた。

　慎とユイナへ灰色の少年少女たちが突進する。呼応してユイナが身がまえた。

　巨大な壁かべにも似た敵の群れが少年と少女を吞のみこむ勢いで押し寄せる。あまりの光景に、ヴィヴィは身を乗り出した。右手の火砲を意い識しきしつつ彼女は唇くちびるを嚙かみしめる。

　だがそのとき、不意にヴィヴィの肩から重さが消えた。

「九条!?」

　ふり返る少女に、九条は背はい後ごによろけて下がると、いった。

「ヴィヴィ、彼らを、助けてくれよ……」

　傷だらけでぼろぼろのダークスーツの男は、それでも不敵な笑えみで、こう告つげた。

「命令〈オーダー〉…………助奏〈オブリガート〉」

　少女は九く条じようを見つめた。

　初めてだった。初めての命令〈オーダー〉だった。彼──九条を自分の王と選えらんだときからこれまで、一度も命令されたことなどなかった。

　だが間違いなくいま聞こえたのは、王から自分に下された命令だった。

　次の瞬しゆん間かん、抑おさえ切れない輝かがやく笑みが少女の唇くちびるからこぼれ落ちる。

「了解よ、我わが王。貴方あなたの命令〈オーダー〉、命果てるまで実行するわ」

　答えと同時、黄昏たそがれのごとき薄うす闇やみに、まばゆく光る白はく銀ぎんの翼つばさが広がった。




　壮絶な白銀の一いつ閃せんが、周囲にせまる灰はい色いろの壁かべを薙なぐ。

　左右に割れて散開する敵を、さらなる斬ざん撃げきが追って斬きり飛ばし道路に叩たたきつける。間を置かず次の群れが大破して並ぶ車を乗り越え殺到した。一斉に投げられる銀の戦具に、ユイナは即座に翻ほん転てん、竜たつ巻まきのように刃やいばを旋せん回かいさせてことごとくを打ち落す。

　少女は一気に跳ちよう躍やくし、車のボンネットを激はげしく蹴けって走った。走りながらダブルブレードを左右に前後に交互に薙いで、群がる敵を斬り倒す。車の列を飛び移り灰色の姿を次から次へと薙ぎ払い、地面から跳とび乗る敵を激げき烈れつな斬撃で叩き落とした。

　ユイナは駆かける。

　白銀の剣をにぎり、無む双そうなる少女の戦士は一心に戦いにまい進する。

　明るい色の髪が背はい後ごに長く尾を引いて、まるで天を駆ける彗すい星せいのよう────

　しかし、恐怖を持たず数でも勝る敵は、地に倒れる自分たちの複ふく製せいを無造作に踏みつけ進み、ユイナの眼前に超移動で出現して立ちはだかる。少女がひるまず斬りつける隙すきに、別の群れが今度は慎しんの前に現れる。

　突如、すさまじい咆ほう哮こうのごとき発射音が響ひびいて光の火か線せんが宙を両断した。

　慎の前から灰色の少年少女たちが吹ふき飛とぶ。開ける空間に緋ひ色いろのドレスをひるがえし、ヴィヴィが降り立った。彼女が右手をふると、両手に二丁のいかつい拳けん銃じゆうが生まれる。

　ヴィヴィは炎の瞳ひとみに氷の侮ぶ蔑べつを浮かべて灰色の敵どもを睥へい睨げいした。

「…………アタシは、九条──称号・神技者〈オールマイティ〉の境界守しゆ護ご士し、神撃貴手〈ダッチェス・ガンナー〉・ヴィヴィ。英雄の名を持つこの銃で、アタシを阻はばむ敵はみな、無ぶ様ざまに大地をなめさせてあげるわよ」

　彼女はそういうと銃をかまえた。

　慎を守り、ふたりの少女は灰色の敵どもに相あい対たいする。

　ヴィヴィが流れる動きで巧みにふたつの銃を操あやつり周囲の敵を撃うち抜く。無形の衝しよう撃げき波はに頭を胸を腹を撃たれて灰色の異い形ぎようどもが吹き飛び宙を舞まった。

　ユイナの壮絶な斬ざん撃げきが敵を追う。走りながら刃を閃ひらめかせる彼女をヴィヴィの銃撃が援えん護ごした。縦じゆう横おう無む尽じんに跳とび回るユイナにひるむことなく、精せい確かくに灰はい色いろの敵だけ撃うち抜き衝しよう撃げき波はを貫通させて、その体をただの肉塊に変えて地に落とす。

　巧みなステップとともに繰くり出される斬撃、リズミカルに刻まれる銃声。合奏か競きよう演えんか、少女たちの戦いは戦いと思えないほど華か麗れいに繰り広げられた。

　だが彼女たちの攻撃の間かん隙げきをついて、新たな灰はい色いろの姿が後方へ走った。

　そこには動かぬ車にもたれてうなだれるダークスーツの男がいる。デイブレイクどもは迷わず宙を跳とんで取り囲み、戦具を投げる。

「……──　捩拗〈レイヨウ〉　──！」

　いきなり空中で灰色の少年少女たちがバラバラにひしゃげて吹き飛んだ。

　まるで巨人が巨大な手でわしづかみにしてねじりひきちぎったように、灰色の敵どもの四し肢しはちぎれて四散し、道路に次々落下していく。

　彼らのあとに、よれよれのダークスーツの男が、右手を空に掲げて立っていた。無む慈じ悲ひな一撃を放ったのは、その右手なのは明白だった。

「……まあ……そう侮あなどらないでくれない、かな。片手のリングだけでも、まだ俺おれの称号は〝神技者〈オールマイティ〉〟。そうそう楽には、やらせて……やらないよ」

　くたびれ薄うす汚よごれた男は、それでも端たん正せいな面おもてに不敵な笑えみをよぎらせそうつぶやいた。




　暁歌〈オーバード〉は慎しんたちから距きよ離りを開けて、道路のただ中に立っていた。

　彼が指を閃かせるたびに、その背はい後ごから灰色の姿が尽きることなく出現する。

　意志ある武器、戦意ある道具、狡こう智ちなる戦具────デイブレイクはそれ自体、単なる現象〈フェノメノン〉ではなく命と思考を持った恐るべき、しかも尽きることのない敵だった。

　ユイナはヴィヴィの援護を受けつつ、暁歌〈オーバード〉との距離をはかる。同時に、無数に湧わいて出る灰色の少年少女たちを剣でさばき、背後の慎の様よう子すをうかがった。

　彼が目をつぶり、こぶしを胸に当てているのが見えた。

　ユイナは確かく信しんする。慎はいま、なにかを構こう築ちくをしている最中だ。であればこの命の限りを尽くしてその時間を守る──！




　慎は両の指すべてにリングをはめて、目を閉じていた。

　右手すべてにきらめく五つのリング。

　左手人差し指と中指以外は鈍にぶく昏くらい輝かがやきのリング。

　彼はリングごとこぶしを固くにぎり、体のわきに下ろして大きく肩を上下させた。

　見えない視界に聴ちよう覚かくが過敏になる。風切る斬撃の音と銃声、甲かん高だかい金属の打ち合う音、そして九く条じようの言葉と得え体たいの知れない破は壊かいの音とが止やまずに慎の耳じ朶だを打ちつける。

　だが慎しんは、自分の呼吸に集中した。深く静かな呼気と吸気を繰くり返し、自分の心を落ち着かせ、己おのれの中に深く静かに沈んでいく。

　周囲の戦いが気にならないといえば噓うそだった。

　目を閉じているこの間にも、ユイナたちが倒れはしないか、いつ恐ろしい攻こう撃げきが襲おそってくるか、見えないだけに恐ろしかった。

　それでも慎は、願ねがう現象〈フェノメノン〉の構築に専心した。いま自分にできることは、ただひとつ、これしかない。慎は左手を胸に当て、言葉をつぶやく。

「基き盤ばん構成：再生への前提・闇〈オブスクリタス〉──性質：浄化の帳・夜陰〈ノークス〉─：形状：包括の祈り・幕屋〈タベルナクルム〉─対象：衆人〈モリタレス〉……」

　彼が言葉を積つみ上げ重ねていくたびに、徐々に徐々に周囲の光度が落ちていく。黄昏たそがれの薄うす闇やみでなく、夜の闇に近づくように。

　そして慎は、こぶしを開きゆっくりと斜め下から上方へと腕を跳はね上げた。

「────　極夜〈デッド・オブ・ナイト〉」

　言葉が放たれた瞬しゆん間かん、一切の光が途と絶だえた。




　ユイナは剣をにぎり、刹せつ那な、息を吞のむ。

　視界すべてが漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされた。周囲も頭上も、真の夜の闇のごとく光のない状態になり、なにも見えなくなった。だが耳元をかすめる衝しよう撃げきをからくも察知して避ける。

　ユイナは懸けん命めいに剣をかまえて周りの敵の気け配はいを頼りに戦いをつづけた。

　この闇は、慎の構こう築ちくした現象のはずだ。彼がなにを意図してこの闇を呼んだのか、ユイナにはまだわからなかった。だが不安はまったくない。この胸にある信頼はゆらぐことはない。

　必ず、彼ならやり遂とげてくれるはずだから。




　慎は次に、右のこぶしを胸に当てた。その上に開いた左手を重ねる。

　胸の真ん中で、左の手のひらで右のこぶしを包み、彼は低い声でさらなる言葉を組み立てた。今度の言葉は、先ほどよりももっともっと長く果てないほどにきりがない。

「基盤構成：創そう世せい儀ぎ式しき・光〈ルークス〉──性質：転生の秘儀・覚醒〈エクスペルギ〉─：形状：神の形象・天輪〈ソル・オリエンス〉─範はん囲い：天地〈ムンドゥス〉─付与：至高の金〈アウルム・オプティムス〉……」

　深い集中に眉み間けんを寄せ、慎はにぎる右のこぶしに力をこめた。それとは逆に、右手を包む左手を少しずつ開き、そっとそっと放していく。つぶやく声に迷いはない。聞こえていた戦せん闘とうの音は構築に没頭する彼には届かなくなっていた。

　なにより彼は信頼していたのだ。ユイナに下した命令〈オーダー〉。自分の信頼するパートナーである彼女なら、必ずその命令を実行し、完かん遂すいしてくれるにちがいないのだから。

　深い息を吐くと、彼は目を開いて頭上を仰あおいだ。

　そこに見えるのはただ真の闇やみ。灯あかりもなく、空にある月も星々もない。自分の鼻先すら見えないほどの濃こい闇だ。

　慎しんは両手を開いた。頭上と視界すべてに広がる闇を受けとめ抱きしめるように。

　彼は唇くちびるを開く。大きく深く息を吸いこみ、そして空へと向かってひとつの言葉を放つ。




「発動、〝黎明〈デイブレイク〉〟────!!」




　剣のぶつかる音と重なり響ひびく発射音と、いくつもつづく衝しよう撃げき音おんの間をくぐり、その小さなつぶやきの音が、少年の見上げる空へと上って消えた。

　そのかすかな言葉が空に消えた瞬しゆん間かんだった。




　突如、闇を裂き、まばゆい無数の光が生まれた。

　慈じ雨うのごとく矢のごとく光は地上へ降りそそぐ。だれもが頭上よりもたらされた、太陽にも似た爆ばく発はつのようなその光を見上げた。

　体たい育いく館かんでひざを抱えていた香か奈な未みは、窓から入るまぶしい光を泣きはらした顔でふり仰いだ。洋ひろしと宗そう司じも、彼女とともに驚おどろきで目をみはった。

　シャッターにもたれるカナメが、スチールサッシの扉とびらに背を預ける周しゆうと乙おと芽めが、校舎の陰で折り重なる千せん花かとリュウトが、走る車両内に倒れる茉まつ莉りとウィルが、駅構内でくずおれていた慶けい介すけとクリスが、弱々しく頭を上げた。

　瓦が礫れきの間で逃げ場を失い座りこんでいた人々も、みな一斉に、光降る空を見上げた。

　彼らの上にある光は、先ほどまですべてを覆おおい尽くしていた闇を彼方かなたへ追い払う。その光に追われて、街のあちこちから灰はい色いろの姿が消えていく。

　大気に溶けるように、風に飛ぶ灰のように、無から生じた彼らはまた虚こ空くうへと、粉々に散り散りになり存在の痕こん跡せきもなく消滅していく。




　────黎れい明めいは、破は壊かいの象徴。だが同時に、古き世界を打うち壊こわし新たな世界を告つげる徴しるし。

　慎が構こう築ちくしたのは、暁歌〈オーバード〉の宣告した破滅の夜明けではない、新たな明あ日すを告げ、新たな明日につづく、朝の宣告だった────




　暁歌〈オーバード〉はその場に立ち尽くしていた。

　彼が広げる十個のリングがはまる両手にも、暖かな光がそそぐ。ゆっくりと、男はその手をにぎりしめた。手のひらに受けとめた光をつかむように。

　男はにぎったこぶしを見下ろすと、動きを止めた。引き結ばれた唇くちびるも動かなかった。

　見下ろす瞳ひとみはサングラスに隠かくされて表情はわからない。だがやがて、彼はこぶしを静かに下ろす。なぜか────なぜか、深い満足を味わうかのような仕し草ぐさだった。

　そのとき、突如横合いから彼を殴りつけるような衝しよう撃げきが襲おそった。

　男は道路に激はげしく打ち倒され、その拍子にサングラスが吹ふき飛んでアスファルトに落ちて粉粉に砕け散る。倒れた男の前に明るい色の長い髪をなびかせ少女が飛びこんだ。

　彼女は横たわる暁歌〈オーバード〉ののどもとに剣を突きつけ、彼の顔をのぞきこむ。

「え…………!?」

　その動きが、止まった。

　彼女は倒れた男を凝ぎよう視しする。はずれたサングラスが隠かくしていた瞳が開き、金きん色いろの光を宿すまなざしが少女を静かに見上げていた。

　少女の唇くちびるがわななきながら、音にならない言葉をつぶやいた。

「まさ、か…………そんな、そんな………………とう、」




　光がいっそう、強さを増した。

　街を覆おおい天を覆いなにもかもを消してしまうかのように、まばゆい朝の光は街の隅々まで照らし、すべての色を飛ばして白一色にする。

　だれもが、目に見えるすべてのものが、その光に吞のみこまれた──────
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　玄関からつづく血の跡をたどり、沈ちん黙もくの部屋に足を踏み入れて見たのは、全身を朱あけに染めて壁かべにもたれる、死に瀕ひんした男の姿だった。

　彼のひざに小さな少女が眠っている。いや、気を失っているのか。彼女を抱く男の怪け我がは正視に耐えない状態だった。幼い少女なら、見ただけでどれほどの恐怖を感じただろう。

「…………ああ、九く条じよう……」

　かすれた声で男に名を呼ばれた。

「……高こう家けからはずれた鬼子の〝九条〟。守しゆ護ご士しがなくてもひとりで王たる人間…………妻は死んだ。おまえの手にかかって、私を守るために……」

　弱々しい笑えみを浮かべて男は語る。そんな彼の姿に声がない。あれほど強大な恐ろしい力を持って自分たちに立ちはだかり、そしてこの〝現げん世せ〟を破滅に導みちびいた男の哀あわれな姿に。

「私の死と同時に、ある現象〈フェノメノン〉が発動する。この子が、生きていける場所……仮構の〝領域〟を生み出すための……」

　いまにも止まりそうなほどゆっくりとした口く調ちようで、彼は話しつづけた。

「だが、私は不完全な構こう築ちくしかできなかった。ここと似た、別の領域に寄生しなくては、存続できない。それでも……やがて崩ほう壊かいがくる。だから、私はこの現象にある仕掛けをほどこした。それは崩壊の瞬しゆん間かん、最初に戻る永遠の繰くり返しと……そして」

　ぜいぜいとあえぐ息に、語尾がかすれた。くく、と男はのどの奥で低く笑う。

「この〝虚きよ域いき〟には、おまえも組みこんだ……そう、これは私からおまえへの、贈おくり物ものだ」

「天あま音ね。それは────その子にとっては、呪のろいだぞ」

　やっと言葉が出た。だが返ったのは、いまにも消えそうなはかない笑えみだった。

「……九く条じよう、私は、なにを守りたかったんだろうな……」

　ぽつりと、男はつぶやいた。

「〝世界〟を犠ぎ牲せいにしても、私は彼女と、妻と一いつ緒しよになりたかった。守るべき〝世界〟など知ったことか、彼女さえいれば、彼女とともに死ねたならば、それで良いと思っていた……でも、そうではなかった。ユイナが生まれて、私はやっと知ったんだ……この子が生きる〝世界〟が、必要なんだと……いうことを。馬ば鹿かだな、自分の想おもいを貫き、タブーを犯して、守るべき領域の境界の破壊を招いて、そしてこの場所を…………破壊しておきながら……」

　ふっくらとした幼おさな子ごの白い頰ほおを、血に染まる男は見下ろした。

「長い苦しい戦いの果てに、我われらは敵の侵攻に破れ、そして彼らの領域ごと滅ぶ……私は守りたかったはずの妻を失い、大事なユイナをひとり残して、死んでいく……私はただ、愛いとしく思う人間と一緒にいたかっただけだった。〝世界〟を壊こわすほどの力があっても、結局私は、卑小な人間だったんだ。愛する者を守りたい、愛する者とともに、平へい穏おんに暮らしたい……ただそれだけの……平凡な願ねがいを持った……人間…………」

　男の瞳ひとみの光が消えていく。話す声はもうほとんど言葉の形を成さなくなった。

「これは、完全言語〈ワード・オブ・ザ・ワールド〉で記述した、虚きよ構こうの物語だ……私の記き憶おくを伝えるために、永遠に繰り返される架空のお話……だが、この幻想の物語を受けとめて、〝真実〟にしてくれる相手……タブーを越え、困こん難なんと戦いを乗り越えて、それでもこの子を選えらんでくれる人物……そんな、どこかの世界に存在するたったひとりの人間を、この子が見つけて選ぶことができたなら……もしかしたら、もしかしたら、そのときに……」

　男の体が傾いた。もたれる壁かべに赤黒い血がなすりつけられ、床ゆかに沈む軌跡を残酷に描く。

　天音。

　名を呼んで手を伸ばす前に男は床に倒れた。ひざに眠る少女の体が滑り落ちる。

　身を包む黒いコートも灰はい白はく色しよくの髪をも血で染めた男は、倒れる寸前かすかにつぶやいた。




〝──　黄昏〈イヴンフォール〉　──〟




　その瞬間、彼の〝現象〈フェノメノン〉〟は、発動した。
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　大気が、春の気け配はいにかすんでいる。




　三月もすでに半ばが過ぎた日にち曜よう日び。

　吹ふく風はまだ肌寒いが、あの鋭するどく澄すんだ冬の空気ではない。

　真昼の繁はん華か街がいを歩く人々の中に、淡い色合いのスプリングコートやジャケットが混じる。見るからに十代の少年や少女たちも行いき交かっていた。一足早く春休みに入った学生だろう。

　繁華街の大通りから一歩入った裏通り、その一角にある寂さびれた小さなカフェから、ひとりの男が姿を現した。彼はゆっくりと急ぐ風もなく歩き出す。

　頭ひとつ抜きん出る瘦やせた長身は、わずかに猫ねこ背ぜだ。よれよれのダークスーツと、くしゃくしゃの癖くせっ毛けで、よく見れば端たん正せいな顔立ちなのにそうは見えない。

　ポケットに片手を突っこみ、彼は雑踏をあてどなく歩いている。その瞳ひとみには光がない。茫ぼう洋ようとして、まるで目的を失って無気力になっているかに見えた。

　男は歩きつづけ、やがていまにも崩くずれそうな古いマンションに着く。

　灯あかりのない薄うす暗ぐらい入り口から、ほこりの舞まう階段を上り、塗と装そうの剝はげた鉄の扉とびらの前で立ち止まる。どうやら彼はここに住んでいるらしい。

　鍵かぎを取り出す右手の五本の指すべてには、かすかな輪わの跡が残っている。おそらく左手にも跡は残っているのだろう。

　彼が鍵を開け、中に入ろうとしたそのとき、背はい後ごから静かな声がかけられた。

「…………お久しぶりです、九く条じようさん」

　男はゆっくりとふり返る。そこに立つひとりの少年に、彼は一いつ瞬しゆん驚おどろきで目をみはると、それから力なく笑えみを浮かべた。

「しまったね。まあ、いつか見つけられると思ったけれど……どう、そっちも元気」

　男の言葉に、ブレザーの制服姿の少年、羽は立だて慎しんはわずかにうなずいた。




　九条に招かれるままに、慎は部屋の中に足を踏み入れた。

　北向きの暗い部屋には、あきれるほどなにもなかった。手入れが悪くささくれだったフローリングに置かれているのは、ベッド代わりの古いソファと小さなテーブル。あとは部屋に備えつけのクローゼット、それだけだ。

　テレビはおろか、本や雑誌のたぐい、食器類も冷蔵庫すらもない。ある日九条が消えても、彼がどんな人間だったかを示す手がかりはなにひとつないはずだ。

　ぼうぜんと見回す慎しんに、苦笑まじりの声がかけられた。

「悪いね、お茶ちやも出せなくて。ここはホント、なにもない寝るだけの場所だから」

「いえ、あの、突然来たのはこっちですし」

　慎はかぶりをふると、ソファのそばに立った。

「境界標〈テルミヌス〉は、機き能のうが回復してからずっとあなたを捜していました。でもまさか、こんな都会の真ん中にいたなんて。もっと桜おう菱とう市しから遠い場所にいるかと思ってました」

「異邦人が田舎いなかに隠かくれ住むのは、見つけてくれって叫ぶようなものだからね」

　そういうと、九く条じようは北向きの窓辺に立ち、慎に向き直る。しばし声もなく、彼らは互いをはかるように見つめ合った。やがて男の方が口を開いた。

「少年。これも、君のしわざなのかな」

「これ……というと」

「俺おれが、ここに存在するってことさ」

　少し自じ嘲ちよう気味に、九条はかすかに笑った。

「すべてが終わったら、俺は消えると思っていた。みなをあざむき、あってはならない〝虚きよ域いき〟を構こう築ちくし、多くの領域を崩ほう壊かいに追いこんで、多くの人間を消滅させてきた俺が、なンでのうのうとここにいられる？」

「九条さん」

　慎は男の名を呼んだ。

「九条さんが貸してくれたリングから、おれ、あなたの記き憶おくの一部を受け取りました。ほんの断片しかわからなかったけれど、ある事実は、わかりました」

「ある事実？　それは……」

「〝虚域〟を構築したのは────あなたじゃない」

　答えはない。

　重い沈ちん黙もくが空っぽの部屋を満たす。慎は沈黙を跳はね除のけて言葉をつづけた。

「〝異い域いき〟との戦いは、この領域で起こったものじゃなかったんですね。確たしかに戦いはあった。だけどそれは、もう存在しない世界でのことだった。王と守しゆ護ご士しのシステム、八はち高こう家け、〝異域〟よりの敵……みんな、その滅んだ別の世界のものだった。リピートする〝虚域〟が構築されたのは、十四年前でなく八年前。ユイナが両親を亡くしたときから……ですね」

　そういいきって慎が唇くちびるを閉ざすと、また静けさが戻った。

　部屋の空気は、先ほどよりもずっと重力を増して、少年を圧するようにのしかかる。その空気に負けじと、慎は懸けん命めいにいいつのった。

「あなたが〝真実〟を隠かくしていたかった理由も、記憶を受け取ったいまなら理解できます。でも、もう逃げないでください。みんな心配しています。どうか、帰ってきてください」

　九条は窓の桟さんに肩を預け、無言で外を見下ろしていた。だが、やがて小さく嘆息した。

「…………そうだな、そのとおりだ。だけどね」

　外から吹ふきこむ冷たい風が、窓まど辺べの白いカーテンを巻き上げる。立ち尽くす男の姿が、ふわりと舞まい上がるカーテンに一いつ瞬しゆん覆おおい隠かくされた。

「ユイナの母親を殺し、父親を死に追いやったのは────俺おれだ。〝虚きよ域いき〟が発生する原因を作ったのは、他ほかのだれでもない、俺だよ」

　風が引き、カーテンが落ちるのに合わせ、男の声が落ちた。

　それは、あまりにさりげない告白だった。だが聞いた瞬間、慎しんは息がつまる。声もなく九く条じようの横顔を凝ぎよう視しすると、苦笑が彼の口の端によぎった。

「本当、だったんですね……その記き憶おくも、おれは受け取りましたけれど……」

　彼の笑えみが痛ましくて、慎は目をそらしてつぶやいた。

「なぜですか。なぜ……ユイナの両親を……」

　つぶやきの問いに、また沈ちん黙もくが返る。しばしの間のあと、ためらいがちに九条は答えた。

「…………俺は、元々の世界で、裁定人の役目を負っていたンだ。だからさ」

〝裁定人〟。慎はその名前を口の中で繰くり返した。

　ひとりでも王に匹敵するほどの力を持つ者。王と守しゆ護ご士しの力を試し、王たるにふさわしくないと判断すれば、それを狩る役目────

「そうか、ユイナの両親がタブーを犯したから……だから、裁定人だったあなたは……」

　少年の言葉に、九条は再び窓の外に視し線せんを移す。否定も肯定も、彼はしなかった。慎はダークスーツに包まれた背中をじっと見つめ、彼の言葉を静かに待った。

「……かつて、俺は愚かしくも最初から全部を自分の手におさめようと考えていたンだ」

　ふっと九条は肩を落としてそうつぶやくと、話し出した。

「俺は、もうあンな悲ひ劇げきは繰り返したくなかった。王と守護士が結ばれてはならないというタブーは、元の世界ではもっとずっと厳げん然ぜんで、王と守護士は同性同士が原則だった。だから俺は、新しい世界に移るたび、これと見こンだ優すぐれた女性や少女を王候補としてユイナの前に連れてきて、親密にさせようとした。だが────何度やってもダメだったよ。彼女は決して、王に選えらぼうとはしなかったンだ」

「選ばなかったって、どうしてですか」

「どうしてだろうね。彼女はいつも相手を拒否した。〝虚域〟に寄生された世界では、発生した他の王と守護士は常に異性同士だったから、その影えい響きようもあったのかもね」

「発生？　ということは……璃り堂どうさんやリュウトたちや……この領域にいる王や守護士は、虚域の人間じゃないってことですか」

「そうだよ。〝虚域〟は、ある情報／記き憶おくの集合体なンだ。寄生する領域に属する人間たちの中で、環かん境きようや性格、境遇などから適合性のある者を自動的に選せん択たくし、彼らの記憶を〝虚域〟の情報に書かき換かえる。正せい確かくに〝虚域〟に属していたのは、俺と、ユイナのふたりだけだ」

　そんなに狭い範はん囲いだったのかと、慎しんはあ然とする。

「やがて、おそらく同性ではユイナの王になり得ないのだと俺おれは気づいた。たぶんそれは〝虚きよ域いき〟を構こう築ちくした人間の意図なンだろうな……だから俺は、次には異性の相手をユイナに引き合わせた。それでも彼女は選えらばない。説得して無理やり選ばせたこともあった。でも」

　苦にがい笑えみが男の口の端をよぎって消えた。

「たとえ王を選ばせても、崩ほう壊かい前の最後の選せん択たくでいつも失敗した。ユイナが選ぼうが選ぶまいが、俺がどう画策しようが、結局最後にすべては崩壊し、必ずまた最初から始まった……だから俺は、今回は全部成り行きに任せたンだ。彼女を手元に置かず保ほ護ごもせず、ひとりで成長させた。むろン、ひそかに監かん視しはしていたけれどな」

　ふと、慎は思いついて訊きいた。

「もしかして、虚域にはわざとデイブレイクという敵が組みこまれたんですか。崩壊を予告する暁歌〈オーバード〉という存在も」

「……そうだな。たぶん、そのとおり」

「なぜそんなことを？」

「おそらく、ユイナと、彼女が選んだ相手の結びつきを強めるためにだろう。タブーにもかかわらず、信頼をもって過か酷こくな戦いを乗り越えさせるために。そして選ばれた境界の王に、最後の選択に挑む力をつけさせるために……また、かつて別の世界で、そンな戦いがあったと伝えたかったのかもな」

「じゃあ、暁歌〈オーバード〉の存在は、必ず訪れる崩壊の前触れとして現れて、選択をさせるためですか。あなたは崩壊がまぬがれられないのを知っていて、最後の選択に賭かけていた。永遠の繰くり返しでもなく、すべてを巻きこむ崩壊でもない選択を望んで……」

　唐とう突とつに慎は、目の前の男が抱えてきた恐ろしいまでの孤独と絶望に気づいた。

「全部を知っていたのは、あなただけだったんだ。ユイナの方はなにも知らなかった、彼女はいつも、まっさらの状態で繰り返しが始まったんだ……」

　九条には、真実を共有して重荷を分かち合う相手もなかったのだ。なにも知らないユイナの成長を見守り、導みちびき、やがて必ず訪れる崩壊をなんとかして避けるために、彼はずっとただひとり戦ってきたのだろう。

　慎がそういうと、九条はやっと向き直った。その表情は穏おだやかに澄すんでいる。すべてを吐と露ろして重荷を下ろした人間だけが見せられるような、そんな顔だ。

「そういうことさ。だから、少年。無限にも等しい繰り返しの中で、君が────君だけが、まぎれもなくユイナがただひとり、心から選ンだ相手だ」

「そ…………」

　答えかけて、いきなり慎の頰ほおがかっと熱あつくなった。あわてて視し線せんをそらすが、今度は動どう悸きがおさまらなくなる。胸を押さえても止まらない高鳴りに、頰の熱さが増した。

　沈ちん黙もくする慎しんに、今度は九く条じようが問いかけた。

「桜おう菱とう市しはいま、どうなってる。苑そのちゃんや慶けい介すけや、みんなの様よう子すは。ニュースによると、あのとき大だい地じ震しんが発生したことになってるらしいが」

「あ、は、はい。あのですね」

　赤い顔を必死にごまかそうと、慎はどもりつつ急いで答えた。

「施設の復旧は、まだ以前には追いついていません。電気やガス、水道や交通機き関かんの麻ま痺ひで、桜菱市だけじゃなく、周辺の都市にも被害があったみたいで……傷ついたひとも多い。みんなも大おお怪け我がをして、つい最近までほとんどが入院していました。俺おれも、ユイナもです」

　重い口く調ちようで答えると、しかしわずかに明るい声で慎はつなげた。

「でも、幸い死者はありませんでした。最近やっと、前のようにではないですけど、普通に暮らせるようになってきましたし。みんなも次々退院して、日常に復帰してます」

「…………それはまた、素す晴ばらしく都つ合ごうのいい結果だね」

　ほっとしたような、だがあきれたような声で、九条はいった。

「街は破は壊かいされ傷ついた者はいても、死んだ者も消滅した者もいない。ただ消えたのは、暁歌〈オーバード〉とデイブレイク。日常を脅おびやかす敵だけだ……それは少年、君が望んで構こう築ちくした〝現象〈フェノメノン〉〟なのか。そンな都合のいい結末は」

　慎は一いつ瞬しゆん考えこみ、それから答えた。

「いいえ。それは────それは、きっと〝虚きよ域いき〟を生み出したひとの願ねがいです」

　その瞬間、九条の射い抜ぬくような視し線せんが慎を捕らえる。だが慎は懸けん命めいに言葉をつなげた。

「大事なひとが死に、自分のせいで世界が滅び、愛する家族まで失うことになって……恐ろしい後悔を抱いて死に瀕ひんしたひとが、最後の最後に願ねがって望んだことだと……思います」

「それを、利り己こ的てきだと君は非ひ難なんしないのかな」

　九条に厳きびしく問われて、慎はいいよどみ、それから思いきって顔を上げた。

「利己的って非難すべきなのか、おれはわかんないです。もしかしたら、だれの行動もだれの思いも、自己満足でしかないのかもしれない。でも、じゃあなぜあなたは全部自分のせいにして、すべてが終わったあと黙だまって去ったんですか。こんな場所にひとり隠かくれて……もし原因を明かしたら、彼女が傷つくと思ったからでしょう。それは自己満足じゃないんですか」

　今度は九条が口をつぐむ。慎は重ねていった。

「〝真実〟を明かすのがなにもかもいいわけじゃない。噓うそでもいい、自己満足でもいい、それがゆるされる場合もあると、おれは今度のことで知りました」

　慎の視線は澄すんでいた。そのまなざしに、ふと九条は哀かなしい笑いを見せる。

「だが俺は、自分がここにいていいとは思えないね……。他ほかの領域を消してしまった罪が帳消しになるわけじゃない。どこかで俺は、責任を取らないといけないよ」

　その言葉に、慎は口を開いた。

「……おれは、だれかを裁ける人間じゃないです。でもその、えらそうですけど」

　力強い声こわ音ねで、慎しんは励ますようにいった。

「もし自分が罪をおかしたと思うなら、どうか〝ここ〟で、生きていてください。そして、できればあなたには、みんなに説明してもらいたいんです。あなたが隠かくしていたいことを隠して、つじつまが合うように説明するのは、おれには、その…………きっと、無理です」

　九く条じようは一いつ瞬しゆん、大きくまばたきをする。それから不意に笑えみを浮かべた。

「そうだな、少年。それは、俺おれがしなければならない役目だ」

　それは、彼がやっと見せた快活な笑みだった。慎もつられてほほ笑み返すと、ふと真顔になってうつむいた。

「……実はおれ、やっぱりまだ、疑問があるんです」

「ン？　それは、なにかな」

「おれは、たいそうな人間じゃない。自分でいうのもなんだけど、目立った取り得もないし、優すぐれた能力もない。平凡だし、どこにでもいるごく〝普通〟の人間です。それに結局、おれはなにひとつ守れも救えもしなかった。あれほど大きな力を得ても……です。与えられた力にふさわしかったとは、いまでも思えません……なのに、なんでユイナは、たくさんの繰くり返しの中から……おれだけを、選えらんだんでしょうか」

「だからこそ、だったんだよ」

　穏おだやかに九条は答えた。

「君が、ユイナの望ンだ〝普遍〟だったからさ」

「普遍…………」

「時代や場所を超えても、彼女がこうあって欲しいと願ねがった姿。彼女にとっては、そしてこの〝虚きよ域いき〟を構こう築ちくした人間にとっては、それが────君だったんだ」

　慎は唇くちびるを閉ざして、いま聞いた言葉を脳のう裏りで繰り返した。

　────普遍。

　その言葉が心に染みる。すとん、と臓ぞう腑ふに落っこちて、収まるべき場所に収まった。

　やっと、ずっと思い悩んでいたなにかが、慎は納なつ得とくできた気がした。

　そのときだった。いきなり部屋の扉とびらが激はげしい音を立てて開いた。

　ふり返る慎と九条の前に、怒りにまなじりを吊つり上げた、赤いジャケットの少女が歩んでくる。彼女は窓まど際ぎわまで歩み寄ると、身を引く九条に向かって叩たたきつけるようにいった。

「もう三十分は経たったわよね、話は済ンだ？　この自分勝手にもほどがあるおバカさンと」

　詰め寄られて九条がぼうぜんと答えた。

「……ヴィヴィ……なンで、オマエまで、ここに？　少年だけじゃなかったのか!?」

「その、とりあえず先におれが話したくて……それで三十分だけ待っててと」

「あら、来たら悪いみたいないい方するのね。すごい腹が立つわ！」

　慎しんの弁解をさえぎり、さらに身を乗り出す少女に、九く条じようが必死にあとずさろうとする。

「この数ヶ月、どれだけみンなが捜してたと思っているのよ。なのに連絡もしないで！」

「いや、まあ……それはだね、色々とよンどころのない事情というか」

「黙だまって！　見苦しいいいわけなンて聞きたくない！」

　あとずさる九条を追いつめるように、ヴィヴィは一歩踏み出し言葉を叩たたきつけた。

「自分だけ消えればそれで済むとでも思ってたの？　あれだけ心配かけて不安にさせて、なのにアナタはここでのうのうと隠遁なンて、本当、いいご身分よ」

「や、だからそれは……うン、オマエに心配かけたのは悪かったと思うが……」

「アタシじゃないわよ！　心配してたのは、他ほかのひとたちよ。どうしてアタシがアナタなんかの心配なンてするの。そうよ、いっそアナタみたいなわからずやで気取り屋でカッコつけで変態でだれの迷めい惑わくも考えない大バカなひとなンか、ひとなンか…………ひと…………が」

　ぷつり、と少女の言葉が途と切ぎれた。紅あかい唇くちびるがふるえて、ささやきがもれる。

「………………………………………生きてて、良かった……」

　不意に、血色の美しい瞳ひとみから、涙がこぼれた。

　思いがけず頰ほおを伝う涙に気づいて、ヴィヴィは恥はじたように目をそらす。だがその涙は、いつも燃もえるような誇り高さに身を包む彼女が、初めて見せた素直な想おもいだった。

　九条はほっと肩を落とすと、観かん念ねんしたというように首をふり、小さく笑った。

「……そうだな。この〝世界〟から消えなくて良かったと……やっと、思えるよ」

　男は手を伸ばし、目の前の少女の濡ぬれた頰に触れた。ヴィヴィはそれに自分の手を重ね、瞳を閉じる。長いまつげを伝って、大きな滴しずくがまた、落ちた。

　慎は、そっと音を立てずにその場を離はなれかける、といきなり開いた扉とびらに跳はね飛ばされた。

「九条さま……！」「団長！」「……団長！」「おい、九条！」

　天上劇団〈ディヴァン・ギニョル〉のメンバーが、口々に名を呼びながら入ってくる。苑その茉まつ莉り、才さい木き慶けい介すけ、クリス、ウィル……彼らは安あん堵どを面おもてに浮かべ、九条たちを取り囲んだ。

　扉で打った鼻をさすりつつ慎は立ち上がると、今度こそ静かに部屋から出る。

　が、戸口に出た瞬しゆん間かん、彼は足を止めた。

「委員長……じゃなくて、カナメさん」

　桜おう菱とう中ちゆうの制服を着た眼鏡めがねの少女が、慎を見とめて会え釈しやくする。

「こんにちは、羽は立だて君。いえ、もうわたしはカナメではありませんよ」

「えと……じゃあ、委員長。ヴィヴィさんと一いつ緒しよに来たのか？　中に入ればいいのに」

「いまは、わたしは部外者ですから」

　そういうと丹に々に儀ぎ乃のは扉にちらりと視し線せんを向けた。もれ聞こえるにぎやかな喧けん騒そうに、彼女は少しほっとしたように、ぽつりとつぶやいた。

「わたしは男でなくて良かったと思います。友人として、彼女のそばにいられますから」

「委員長……」

　つぶやきに慎しんが名を呼ぶと、にこ、と丹に々に儀ぎ乃のは気さくな笑えみでふり返った。

「でも、九く条じようさんに負けるつもりもありませんよ。まだまだ当分一いつ緒しよに暮らしますし、ヴィヴィの好みをすべて把は握あくしているのは、このわたしだけですから」

「……は？　それって、どういう……意味？」

「いえ、深い意味はありません。聞き流してくださいね」

　にっこり、と丹々儀乃はさらに満面の笑えみを浮かべた。慎は頭をかくと、首をふる。

「えっと、そろそろおれ……行くから。二にの関せきたちの退院手つづき、手伝うつもりでさ」

「そうですか。退院おめでとうとお伝えください。じゃあまた、学校で」

　うん、と慎はうなずいて、丹々儀乃に手をふり階段に向かって足早に歩き出す。部屋から聞こえる温かなさざめきが、背はい後ごに遠ざかっていった。




　復旧した電車とバスを乗のり継つぎ、慎は桜おう菱とう市し郊外のとある病院にたどり着いた。

　広い玄関をくぐり、診療時間が過ぎてひともまばらになったロビーを横断しかけたとき、慎は横合いから声をかけられた。

「羽は立だて君！」

　ふり返る慎の前に、制服姿の香か奈な未みと洋ひろし、宗そう司じが歩んでくる。

「あれ、みんな。二関のお見み舞まいか？」

「そうだよ。良かったよな～慎、あのひとたち退院できてさぁ」

　軽い調ちよう子しで慎の肩を叩たたく洋の横から、宗司が口を挟んだ。

「病室でおまえを待ってるぞ。退院手つづきが済んで、荷造りも終わったみたいだ」

「うわ、しまった。手伝おうと思ってたのに」

「天あま音ねさんもそこにいたけど、これから一緒に帰るの？」

　香奈未が背の高い宗司の陰から顔をのぞかせて訊きいた。

「うん。そのつもりだよ。もう夕方だから、早く家まで送らないと」

「ふーん、そっかぁ……やっぱり、もうつかまえられちゃったんだね、ウサギさん！」

「へ？　な、なんだよ、どういう意味だよ、それって」

　と思わずけげんな声で返す慎に香奈未はほほ笑んだ。

「なぁんでもない！　いいな、ふたりとも仲良くて。あたしもカレシ欲しいぞ～」

　と少女が明るい声を張り上げると、横から洋が勢いこんで手を挙あげた。

「ハイハイハ───イッ!!　俺おれ、立候補！　どうどう、俺なんかどう？　どうよ？」

「……ええ、浅あさ黄ぎくんが～？　うーん、うう、うーん、どうかな～？」

「ああ！　なにその不満そうな顔。俺、すっげえ傷つくんだけど！」

　あはは、と笑い声を上げる香奈未に洋が食い下がる。その背を宗司が押して歩き出した。

　三人は慎しんに手をふり、玄関へと歩いて行く。慎は彼らを見送ると、近くのエレベーターに乗りこんだ。目指す病室の階で降り、その前までたどり着くと、すでに入り口の名札ははずされている。開いたドアから、楽しげな会話がもれ聞こえてきた。

　慎が顔をのぞかせると、みなが一斉にふり返った。ベッドに腰かける乙おと芽め、彼女のそばで荷物を持つ周しゆう、そして彼らの前に立つ千せん花かとリュウトの姿が目に入った。

　その刹せつ那な、どくん、と慎の鼓動が跳はね上がる。

　彼らの中に、たったひとりだけが────いない。

「あ、こんにちは、羽は立だて君」「やっほー、羽立さん！　あれ、天あま音ねさんは？」

「なによ、ユイナさんもう帰ったの？」「どうしたんだ慎、天音は一いつ緒しよじゃないのか」

　周と乙芽、千花とリュウトが口々に問いかけた。

「いや、おれいま来たばっかりでさ。ユイナはどこに行ったんだ」

「羽立さんくるのが遅いから、迎えに行くって出てったよ。行き違いかな？　でも、ボクと周ちゃん、今日きよう家に帰るから、その前に羽立さんに会えて良かった」

　乙芽がにっこりと愛らしくほほ笑えんで答えた。周があとを継ついで口を開く。

「そういえば、九く条じようさんはご無事でしたか」

「え、ああ、うん。まあ、あのひとはいつでもマイペースだからさ」

　そうですか、と周は笑う。それから彼らは、とりとめもなく会話を交かわした。

　だがふと、弾はずむ会話の最中、唐とう突とつに話題が切れて沈ちん黙もくが入りこむ。

　五人は無言で立ち尽くす。彼らの前に横たわる、あるひとつの共通の想おもいが、その沈黙を招いたのは明らかだった。不意に、ぽつりとリュウトがつぶやいた。

「……全部、終わっちまったってことで、いいのか」

　オレンジレッドの髪の少年は、目の前に広げた自分の手を見下ろした。

「リングもなくなり、敵の気け配はいも消え、オレたちに与えられた力も、もうない……あの日の戦いが、全部の終わりだったって考えて────それで、本当にいいのか」

　返る言葉はない。だれもが答えを持っていなかったからだ。ただひとり、慎をのぞいて。その慎も、答えられない理由を抱え、黙だまってうつむくしかできなかった。

　あとを引きついで口を開いたのは、周だった。

「九条さんが無事なら、きっと詳しい説明をしてもらえますよ。そうですね、羽立君」

　意味ありげに目配せする周に、慎は少しぎくりとした。おっとりした顔立ちながら、彼は結構洞察力がある。だがそれ以上周は追及せず、どこか遠い目をしていった。

「……あんなに責務から離はなれたかったのに、いざ終わってみると、寂さびしいですね……これまでのぼくらを支え、ぼくらの存在の意味を作ってきたのは、その責務だったんですから」

「周ちゃん……」

　乙芽がそっと彼の手をにぎる。周はおだやかにほほ笑んで、その手をにぎり返した。

「でも、失われなかったものは確たしかにあると思います。ぼくはそれで充分ですが」

　彼は腕時計に視し線せんを落とし、そろそろ行こうと乙おと芽めをうながした。

「電車の時間があるので……お世話になりました。またメールします、羽は立だて君」

「今度電話するって、天あま音ねさんや咲さき屋やさんにいっといてね、じゃあね！」

　乙芽が周しゆうの腕に抱きつくと歩き出す。彼女に引っぱられるようにドアの陰に消えた周の背中を見送って、リュウトがふっとつぶやいた。

「……失われなかったものはある……か。そういえるヤツは、いいよな」

　そのつぶやきに、それまで黙だまっていた千せん花かが視線を向けた。

「なによ、それ。どういう意味よ」

「別に。意味なんかそのままだ」

　くしゃくしゃ、とオレンジレッドの髪をかき回し、少年は少し寂しげにつぶやいた。

「責務が終わったから、もうオマエと一いつ緒しよにいる理由はない。そうだろ？　状況も落ち着いてきたし、そろそろオレは出て行く準備を、」

　いきなりリュウトがぶっ飛んだ。

　千花の渾こん身しんの〝ぐー〟パンチに、彼は宙を華か麗れいに飛んでいく。部屋の反対側まで飛ばされて窓の下に叩たたきつけられうめく少年に、慎が止める間もなく千花はずかずかと歩んで相手が起き上がる隙すきも与えず襟えりをつかんで引き起こして今度は横よこっ面つらを思いっきりひっぱたいた。ばしんというとんでもない音で、首がねじ切れるほどリュウトの顔が真横を向く。

「……イ、イテェ……なにしやがんだ！　まだ怪け我が治ってねーんだぞ、また病院送りに」

「ふざけんな、この────馬ば鹿か犬いぬ！」

　リュウトの抗こう議ぎをぶった切って千花が叫んだ。

「王と守しゆ護ご士しっていう役割がなくなっただけで、あたくしたちの関係が解消したとでも思ってるの!?　冗じよう談だんじゃないわ。これだけ長くつき合っててまだわからないのね。だったら馬鹿でもわかるぐらい、はっきりいってあげるわよ。いいこと！」

　叫ぶ少女の声が、一いつ瞬しゆんつまる。だがすぐに彼女は傲ごう慢まんな口く調ちようで言葉を叩きつけた。

「おまえは一生あたくしの犬よ。絶対放してなんかやるもんですか、この馬鹿リュウト！」

　叫んで千花はリュウトの襟をつかんで引き寄せ、その胸に顔を埋めた。

「……あたくしが、そこまでいわなきゃわからないの？　……ほんとに、馬鹿……」

　弱々しい声で面おもてを伏せた少女の肩は、ふるえていた。ぺたりと床ゆかに座りこみ、声を殺している千花の肩を抱いて、助けを求めるようにリュウトはぼうぜんと慎しんを見上げる。

　にや、とちょっと含む笑いを浮かべ、慎はいった。

「リュウト、男気見せた方がいいと、おれは思うけどな」

「はあ!?　な、なんだその余裕は！　ってどこ行くんだよ、オイ待て、置いてくな！」

　ひらひら、とからかうように手をふって、慎は病室を出た。

「……わ、わかってるって、千せん花か」

　閉まりかけたドアの隙すき間まから、リュウトの必死になだめる声が聞こえてくる。

「オレは、ずっとオマエの犬だ。いつでも呼べよ、ちゃんと尻尾しつぽふって飛んでくるから」

「なによそれ！　呼ばないでもそばにいなきゃ駄だ目めなのよ、まだわかんないの馬ば鹿か犬いぬ！」

「オ、オマエそれ、なんでそこまで傲ごう慢まんなんだよ！」

　廊下を歩き出す慎しんの背はい後ごで、ドアはふたりの声を閉じこめて、完全に閉まった。

　にぎやかなふたりの声が聞こえなくなると、とたんに不安が慎の胸に戻る。

　彼女は、どこにいったのだろう。

　ロビーだろうか。だが先ほど香か奈な未みたちと会ったときには、姿は見えなかった。

　病院内を片かたっ端ぱしから捜そうと決意して、ふと思い当たり、足が自然に階段へ向かう。

　重苦しい胸を押さえ、慎は段を上る。焦あせりと不安が足を早めた。やがて見上げる段の先に屋上のドアが見えてきて、あと少しでドアノブに手が届く地点に来た。

　だがそこでぴたりと足は止まり、ドアの前で彼は立ち尽くす。

　怖かった。このドアを開けるのが、慎はとても恐ろしかった。あの悪夢の中の光景がまざまざとよみがえり、恐怖に足がすくんで凍こおりつく。

　慎は目をつぶり、恐怖を跳はね除のけるようにして思いきりドアを押し開けた。




「──────慎」




　優やさしい声に、慎は目を開けた。

　屋上は空っぽではなかった。彼女は、確たしかにそこにいた。夕暮れの空を背景に、春の気け配はいのする風に長く明るい髪をなびかせて、少女は屋上の真ん中に立っていた。

　慎は大きく安あん堵どの息をつくと、わななく足をなだめて彼女に歩み寄る。

　自分を見つめる少女の前で慎は立ち止まり、一いつ瞬しゆんためらって、それから口を開いた。

「…………ユイナ」

　やっと、彼女を前に安心して名前を呼べた。

「どこに行ったかと思ったよ。病室にいなかったから」

「ごめん。ここから景け色しきが見たくて。それに慎なら、きっと来てくれるって思ったから」

　不ふ思し議ぎな色の輝かがやく瞳ひとみを慎は見下ろした。そして、ほっとまた息をつく。

　ふたりは並んで、屋上を囲む柵さくに歩み寄った。

　眼下の住宅街の屋根を、燃もえるような美しい茜あかねの色が染め上げる。遠くの繁はん華か街がいにネオンが灯ともり始め、沈む陽ひを見送るように次第に数を増していく。

　慎は柵さくに腕を預けてもたれ、ユイナとともにしばし無言でその光景をながめていた。だが、ふとかたわらの彼女が緊きん張ちようしている気配を感じて、慎は視し線せんを移す。

　街を見つめる彼女の可か憐れんな横顔は、ぎこちなくこわばっていた。

　なぜだろう。なぜ彼女はこんなに黙だまって、身を固くしているのだろう。

　いままでお互い入院や怪け我がの治ち療りようでろくに話もできずにきて、退院後はもう三学期で、遅れている授業を取り戻すための補習や考査もろもろでずっと忙いそがしかった。こんな風に落ち着いてふたりだけでいられるのは、本当に久しぶりだ。だからだろうか。

　いや、すれちがいも、会話が少なくなっていたのも、忙しさからだと思っていた。それも、ユイナの方が避けていたのかもしれない。

　もしかしたら、ひとりで屋上に来たのも、自分に会いたくなかったからでは────

　不安になって慎しんが身を起こしたときだった。唐とう突とつにユイナがいった。

「百もも世せさんたち、もう帰ったんだ。ここからふたりが歩いてるのが見えた」

「え…………ああ。またユイナに電話するって、百世さんがいってたよ」

「そう。楽しみ」

　明るい声で、なのに慎を見ないで、ユイナはとりとめもなく話をつづけた。

「茉まつ莉りがね、もうすぐイギリスに行くんだって。Ｄ・Ｃ・セントラルオフィスの新プロジェクトにかかわるから。〝境界標〈テルミヌス〉〟は解体して、そっちに専念するらしいの」

「ふうん……さすがだなあ。ウィルは？」

「あっちのパブリックスクールに入るって。茉莉とまた一いつ緒しよに住むみたい。内心すごく嬉うれしいのに、がんばって澄すました顔してるから、クリスが笑ってた。そうそう、クリスと才さい木きは、学校に行きながら日本で茉莉の仕事を手伝うの」

「へえ、じゃあその、一緒に暮らしたりは……さすがにしないか」

「わからない。でもあのふたりは、どこに相手がいようが、あまり気にしないと思う。ただ、生きていれば、それを知っていれば、それで充分なんだって」

「うん、そうだな、確たしかにそんな感じだよなあ……」

　いつもとちがってやけに饒じよう舌ぜつなユイナに慎は戸と惑まどうが、彼女のおしゃべりは止まらない。

「そうだ。慎のお姉ねえさんて、なにが好き？　今度行くとき、お土産みやげ持ってく」

「は？　アイツの好きなもの？　好きなものか……うぅう～ん……」

　姉の真ま由ゆ子こが好きなもの、と思い浮かべて「ビールとカレー」しか出てこない。そのついでにイヤな光景もよみがえってくる。今度の日にち曜よう日び、ユイナを家につれてきてカレーをふるまうと話した瞬しゆん間かん、姉はわくわくした表情で身を乗り出したのだ。

『し、慎ちゃんが女の子を家につれてくる……そんな！　それってどんな天てん変ぺん地ち異い！』

『……姉ちゃん家にいなくていいから。一日外で遊んできてくれていいから頼むから』

『そーんなわけにはいかないわよっ！　んもう、楽しみだわぁ～お姉ちゃん秘ひ蔵ぞうの〝慎ちゃん武勇伝リスト〟チェックしとかないと～♪』

『そんなもん作るなよ！　っつーかなに話すつもりだよ！』

　あの真ま由ゆ子このきらきらした瞳ひとみを思い出すと慎しんはげっそりする。いったいなにをユイナに吹ふきこまれるかと、想像しただけで恐ろしい。

　考えこむ慎にかまわず、ユイナのおしゃべりは加速していく。

「ちょっと緊きん張ちようするけど、慎のカレーが楽しみ。あたしは、どんなカレーでもいいから」

「えっと……ユイナ、あのさ」

「お姉ねえさんには、ケーキってどうかな？　茉まつ莉りおすすめのショップで買ってく」

「いや、ユイナ、ちょっと待って」

「今度、そのお店につれてってくれるって。だから美お味いしかったのを選えらんで」

「ユイナ！」

　思わず慎がユイナの肩をつかむと、彼女は唇くちびるを閉ざして目め線せんを落とした。

「ユイナ、どうしたんだ。なんか変だよ」

　慎はうつむく顔をのぞきこんだが、彼女は意い固こ地じに視線をそむけている。つのる不安に慎が重ねて問おうとしたとき、か細い声でユイナがいった。

「……………………団長……元気だった？」

「え？　あ、ああ。元気だったけど」

「なにか、いってた？」

「な、なにかって、なにを」

　そう聞こうとしたとき、慎はつかんだ少女の肩が、かすかにわなないているのに気づいた。うつむくユイナの表情は、長い髪に隠かくされて唇しか見えない。その唇を開きかけて、また閉じて、また開いてを何度も繰くり返し、やっと少女は言葉を無理やりしぼり出した。

「────あれは…………父とうさんだった」

　ふるえる声に、はっと慎は目をみはる。だがユイナは顔を上げず、慎を決して見ようとしない。柵さくを強くにぎりしめる彼女の口から、また言葉が落ちる。

「最後の最後、あたしは暁歌〈オーバード〉の素顔を見たの。そしたら、思い出した。あのひとは……あたしの、お父さんだって。どうして、父さんは〝崩ほう壊かいの日〟を招いたの。どうして、父さんは、あたしたちに敵対して、デイブレイクを生み出していたの……？」

「ユイナ……」

「あの崩壊の日、父さんはあたしにいった。あたしが〝虚きよ域いき〟の存在だって。噓うその、幻まぼろしなんだって。きっとあたしは、十四年前か、八年前か、そのときに消えていたんだと思う。あたしは本当は、存在していなかったのと同じだって」

「ユイナ、それは」

「死んだひとも消えたひともなくても、深く傷ついたひとは多い。街だって破壊されて、たくさんの損害が出た。あたしがここに存在するために、あんな大きな破壊につながったのなら、あたしは…………あたしは、」

　ぎゅ、とユイナは鉄柵をにぎる手に力をこめて、いった。

「あたしは、ここにいて、いいの……？」

　慎しんは絶句した。そしてやっと理解できた。

　あの日からずっと、彼女は悩んでいたのだ。だれにも問いただせず、だれにも相そう談だんできず、深い罪の意い識しきを抱いて今日きようまできてしまったのだ。自分がここにいていいのかなんて、そんな重い苦しみを胸に抱えたまま日々を過ごすのは、いったいどれほど辛つらかっただろう……。

「それは……それはさ、ユイナ。君のせいじゃない」

　つぶやきが、彼の唇から生まれた。

「おれが〝虚きよ域いき〟と〝現げん世せ〟を融合する選せん択たくをしたせいで、あんな破壊が起こったなら、おれの方にずっと重い責任がある。その結果罰ばつを受ける必要があるなら、おれの方が受けないといけないって思うよ……」

　話しつつ、慎は思いを馳はせた。

　ユイナを傷つけるのを避けるために、深い怪け我がを負いながらもひとりで姿を消した九く条じよう。

　世界の破滅を前にして、残される幼い娘のために〝虚域〟を構こう築ちくしたユイナの父親。

　ユイナを見捨てられず、かといって家族や友人を切り捨てられもせず、両方の領域を融合させるのを選えらんだ、自分。

　だれもが、だれかを思っていた。だれもが、だれかのために行動していた。

　なのに、不幸な想おもいを生み出してしまうこともある…………。

　では、いま自分はなにをすべきだろう。いま自分にできる精一杯は、なんだろう────

「……だけど、あの選択以外、おれにはどうしても選べなかったんだ」

　自分から目をそらすユイナに、慎はぽつりとそういった。

「慎……」

　その言葉に、ユイナがやっと視し線せんを合わせた。深まる夕ゆう闇やみに、少女の可か憐れんな面おもてを染める茜あかねの色が薄うすれていく。その美しい様さまを見つめながら、慎は言葉をつないだ。

「それに、もうおれたちはここにいる。生きてここに立っている。たくさんの中のひとりとして。〝現げん世せ〟を支えるのは、おれたちだけじゃない。本当は、おれが選えらぼうが、君がここにいようが、だれがなにをしようが、世界はやっぱりなにも変わらなくて、あのひどい破壊も、おれたちになにひとつ関かかわりのない単なる自然現象だってことも考えられる。〝自分の責任〟なんて自じ己こ嫌けん悪おを抱えることこそ、自じ意い識しき過剰かもしれない……」

　そういって、慎は我われ知らず目線を落とした。

　自分の足元が見える。その両足が踏みしめている場所は、ほんのわずかな面めん積せきしかない。

　頭上を見上げる。その場でぐるりと周囲を見渡す。

　西の端を紫むらさきに染め、東の端から闇がせまる、夕暮れの空が見える。広いように見えて、その実は桜おう菱とう市しの上にだけある、ごく狭い範はん囲いの空が。

　次に、今度は視し線せんを街へと移した。

　眼下に広がる街の明かりに、自分とユイナは埋没している。特別ではなく、変わったところもなく、多くの中のふたりとして自分たちはここに立っている…………。

　こうしてここに立っても、やはり慎しんは、自分がなにかを守れた気も救えた気もしなかった。いや、最初から、なにかを救おうとか守ろうとか、そんなことはできなかったにちがいない。あの激はげしい戦いは、その意義も含めて、すべて幻まぼろしと同じだったのだから。

　どんな強大な力を手にしても、自分たちはこんなにもちっぽけな存在だ。そのちっぽけな存在の自分たちに見える領域、手が届く領域、感じられる領域、〝世界〟と認にん識しきできる領域は、こんなにもこんなにも、絶望的なまでに小さく、狭いのだ。

　でも────

　慎は静かにユイナへと視線を戻した。彼女の、不ふ思し議ぎな色に輝かがやく瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめ、そして唇くちびるを開いた。

「……君が、生きててくれて良かった。おれは、心の底からそう思う」

　ユイナの心に届くように、慎は深く力強い声でそう告つげた。いままで彼女が自分に向けてくれた一いち途ずな言葉と想おもい。それに慎は応こたえたかった。

「君が、ここにいてくれて良かった。この〝世界〟に存在してくれて、良かった。君に会えて、君に選えらばれて、君を選べて…………おれは、すごく、すごく嬉うれしいんだ」

「………………慎…………」

　慎の言葉が終わった瞬しゆん間かん、ユイナの瞳がうるんだ。

　その大きな瞳から透明な滴しずくがあふれ出て、つ、と白い頰ほおを伝う。

　街の灯ひに、少女の涙が光る。胸を打つ美しい輝きに少女の可か憐れんな面おもてが彩られる。

「ずっとあたしは、自分が異邦人のような気がしてた。ひとりぼっちで、よそ者で、居場所なんかどこにもないって思ってた。でも君に会えて、君に選ばれて、初めてあたしは〝世界〟を愛いとおしいと思えた……」

　ふわり、と少女は慎の背中に腕を回した。

「……いま、わかった。君が、あたしを〝真実〟にしてくれたんだ……」

　驚おどろく慎の胸に額ひたいをつけうつむくと、ぎゅ、とユイナは抱きしめる両腕に力をこめた。

「慎。あたしの望んだ世界。あたしが願ねがう……〝普遍〟」

「……ユイナ」

「戦いは、全部幻だった。みんな噓うそで、虚きよ構こうで、幻げん影えいだった。だけど────君は、永遠にあたしの王〈レクス〉。そして、あたしは君の守護士〈ディフェンソル〉。たとえ戦いがなくても、君は永遠に、あたしの守りたい世界……」

　少女は、慎の腕の間から顔を上げた。

「ありがとう、慎。ずっといえなかったこと……あたしはいま、やっといえる」
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　うるむ美しい瞳ひとみが、慎しんを見つめる。その瞳に慎はとらえられる。




「……君が、大好き」




　それは真まっ直すぐな、真しん摯しな、噓うそもてらいもない言葉だった。

　慎は頰ほおが熱あつくなり、耳まで燃もえ上がるのがわかった。

　赤くなる慎に、ユイナも少し恥ずかしそうにほほ笑えんだ。その笑え顔がおはあまりにも可愛かわいくて、あまりにも幸せそうで、慎はますます頰が熱くなる。

　──これから先、きっと彼女を見るたびに、おれは何度でもドキドキするんだろう。

　彼女が笑うたびに、この上なく嬉うれしくて、ちょっと照れくさくなって、そして……そして、きっととても幸せな気持ちになるんだろう。

　守れたものも、救えたものも、なにひとつない。森しん羅ら万ばん象しようを定義できる完全なる言葉も、望みを具現化できる超常の力も、決してこの手に得られることはない。

　でも、それでも、もしもなにかひとつ誇りに思うことがゆるされるなら────




　おれは、君の笑顔が守れたと誇っても…………いいかな。




　忘れないようにしよう。自分が、ほんのちっぽけなありふれた平凡な人間であることを。

　見失わないようにしよう。自分がいる場所を、守りたい大事なものを。

　葛かつ藤とうと後悔を繰くり返し、力及ばぬことに悔くやし涙を流し、どうにもできない大きな力に翻ほん弄ろうされて、みっともなく抗あらがったり流されたりあがいたりのた打ち回ったりしても、でもいつかきっとだれかと向き合って笑うことができると、信じていよう。

　自分が見える領域も、立っている領域も、あまりにも小さくて狭い。

　だが、はるか高みへ飛び立つには、蹴けりつける大地が必要だ。

　踏みしめる足元がなければ、空だって見上げられない。

　自分たちがいる、この小さな〝領域〟。それは必ず、絶対に…………。

　広い、大きな場所につながっているから。




「ユイナ……おれも、君が好きだよ」

　慎しんは心からそう告つげて、ユイナの肩を包むように、そっと腕を回した。

　抱き合うふたりの顔が、静かに傾き近づいていく。

　唇くちびるにふれるくすぐったい吐と息いきを感じつつ、慎は頭の片隅で、ひそかにこう祈る。

　どうか、今度こそ邪じや魔まが入りませんように────と。




　そして、その願いは、叶かなえられた。





Finis












　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　原稿の最後に〝Finis（フィニス）〟とつけくわえた瞬しゆん間かん、私の中で最後の一片がかちりとはまった音が聞こえました。

〝Finis（フィニス）〟とはラテン語で「境界」、と同時に「終局」の意味もあります。

　物語は、終わるべき場所にて終わるものなのだと、感かん慨がい深ぶかく思った次第。




　前シリーズの主人公がある意味「普通ではない」人物だったので、『絶世少女ディフェンソル』では平凡な少年を主人公にしよう！と考えていました。しかし、主人公は物語の象しよう徴ちようです。平凡な人物を主人公にするにしても、理由と必然性がなければなりません。

　書き終えて思ったのは、やはり『絶世少女ディフェンソル』という物語は、「羽は立だて慎しん」という、ごく平凡で普通の少年が主人公でなければならなかったのだということです。

　このシリーズは書く前からも書いている最中も、あれこれ悩んで苦しんで──もちろんそれだけではありませんが──きたので、より深い思い入れのあるシリーズになりました。

　主人公とヒロインのみならず、脇わき役やくひとりひとりとも離はなれがたい思いでいっぱいです。

　とはいえ、彼らの結末を見届けられたことに、私はほっとしています。




　以下は謝しや辞じになります。

　担当の湯ゆ浅あさ様さま。平身低頭……頭が上がりません。大、大、大感謝。その一言です。

　イラストの芳よし住ずみ様。芳住様のおかげで、ディフェンソルの世界は作られました。

　出版にたずさわるメディアワークスの皆様、電話やメールで励はげましてくれた電でん撃げきの作家様や友人の皆様、執しつ筆ぴつを支えてくれた身内と実家の父母と最愛の家族へ、心からの感謝を。

　そして、なによりこの本を読んでくださった読者の方々へ。

　あなたに読んでもらえて、この物語は幸せでした。

　本当に、ありがとうございます。どれだけ感謝の言葉をささげても足りません。







　最終巻を書き終えて、いまは次作の準備に取りかかっているところです。

　また、次の物語でお会いしましょう！





二〇〇六年九月　　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、現在は小説のお仕事中。家族を愛し、美味しい物を愛し快適さを愛しておおむねまったりのほほんと生きています。

威嚇してみる著者
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イラスト／芳よし住ずみ和かず之ゆき

１９７７年岡山県生まれ、埼玉県在住。某ゲームメーカー勤務を経てフリーのイラストレーター兼グラフィッカーに。趣味は散歩して風景写真を撮ること、コーヒーを淹れることなど。
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